
6.名古屋城三の丸遺跡出土の瓦の重鉱物分析

はじめに

近世の瓦については、最近その研究が始まったばかりで、どこで焼かれ、どのように供給されたの

か不明な点が多く、今だ推定の域である。産地や流通の問題を考えるための資料づくりを目的として

瓦の胎土分析を実施した。瓦の重鉱物分析はパリノ・サーヴェイ株式会社に委託し、その分析報告を

下記にそのまま掲載した。

(1)試料

試料は、愛知県清洲町にある清洲城下町遺跡、岐阜県岐阜市の岐阜城千畳敷遺跡、愛知県名古屋市

の名古屋城三の丸遺跡の各遺跡から出土した瓦34点である。これらの瓦の製作年代は中世末～近世に

かけてのものと考えられている。各試料の出土した遺跡名、時代、種類、表面観察結果などは第7表

に、重鉱物組成については、第156図・第8表に示した。

(2)分析方法

試料は、鉄乳鉢を用いて粉砕し、水を加え超音波洗浄装置により分散、 #250の分析飾により水洗、

粒径1/16mm以下の粒子を除去する。乾燥の後飾別し、得られた1/4mm-1/8mmの粒子をテトラプロモエ

タン(比重約2.96)により重液分離、重鉱物のプレパラート作製、偏光顕微鏡下にて同定した。同定

の際、変質等で同定の不可能な粒子は「その他」とした。

(3)分析結果

鉱物の同定粒数は、 250個を目標とした。しかし、分析量そのものが少ない試料が多かったこともあ

り、これに満たない試料が14点あった。さらにこのうち100個に満たない試料がNo.11、No.13、No.16、No.18、

No.19、 No.20、 No.25の7点あった。これらの試料の組成は、他の試料と同等に扱うことはできない。た

だし、 No.19は100個に近いため同等とみなした。

試料は、全体的に「その他」とした粒が多い。しかし、特徴をとらえる上では「その他」はまず除

いて考える。°

以下に、各遺跡ごとに試料の組成の特徴を述べる。

a.清洲城下町遺跡

ほとんどの試料が斜方輝石と単斜輝石の両輝石を主体とする組成を示す。その中でNo.1・ N0.2の2

点は角閃石と黒雲母を主体とする。また、 No.15は両輝石に加え角閃石と不透明鉱物の量比が比較的多

い。 Na11、 No.13、 No.16は前述のようにその組成を正しく評価することはできない。しかし、同定粒数

が50粒以上あるNo11とNo.13についてはその組成の傾向が窺える。すなわち、 No11は他の多くの試料と

同じ両輝石主体の組成、 No.13はNo.15に似る。

b・岐阜城千畳敷遺跡

清洲城下町遺跡の試料同様両輝石主体の鉱物組成を示す試料が多い。 No.17の1点のみ斜方輝石とほ

ぼ同量の黒雲母を含む。 No.18とNo.20は同定粒数が余りにも少ないため今回は考慮しない。
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C.名古屋城三の丸遺跡

前述の遺跡の試料に比べて試料間の組成の違いが大きい。まず、 No.23、 No.26、 No.27は黒雲母を主体

とし少量のジルコンを伴う。次に、 No.29、 No.30、 No.34は両輝石を主体とし少量のジルコンを伴う。 No.24

とNo.28は両者の中間的な組成を示す。さらに、 No.31とNo.33はほとんど「その他」からなる。ただしNo.31

は少量のジルコンを含み、 No.33は少量の黒雲母を含む。 No.32の1点のみ上記の遺跡に多い両輝石主体

の組成を示す。

(4)考察

今回の分析試料からは、各遺跡ごとに瓦の胎土の傾向に違いが認められる。各遺跡における瓦の胎

土の特徴は以下の通りである。

a・清洲城下町遺跡

少なくとも3種類の胎土が認められる。すなわち、 Noll、 No.2、 No.15およびその他である。中心と

なるグループの組成は結果で述べたように両輝石を主体とする組成である。この組成は、これまでの

愛知県における土器の胎土分析から濃尾平野に分布する遺跡特有のものとしてきた。つまり、この組

成を持った土器は、濃尾平野の在地の土器である可能性が高いと考えた。したがって、本分析におけ

る清洲城下町遺跡の瓦についても濃尾平野産である可能性が高いと考えられる。また、 No.1、 N0.2の

組成はその点では清洲城下町遺跡においては異質と言えるのではないだろうか。 No.15の組成は、両輝

石が主体であるとみることができるが、中心グループの組成との比較からここでは区別した。

b・岐阜城千畳敷遺跡

胎土の組成は、両輝石を主体とし清洲城下町遺跡の傾向と大体似る。岐阜城は濃尾平野最北部に位

置するが、地質学的な背景は清洲城下町遺跡とはば変わらない。このことから、岐阜城周辺域の材料

を使ったならば、清洲城下町遺跡の瓦とよく似た組成になると考えられる°したがって今回の試料は、

広い意味での濃尾平野における地元産である可能性が考えられる。

C.名古屋城三の丸遺跡

清洲城下町遺跡、岐阜城千畳敷遺跡では組成の傾向が比較的まとまっていたのに対し、本遺跡では

結果で述べたように中心となるグループがなく組成の種類が多い。また清洲城下町遺跡と岐阜城千畳

敷遺跡で中心となっている両輝石を主体とする組成は、 No.32の1点の試料にしか認められない。つま

り、他の清洲城下町遺跡や岐阜城千畳敷遺跡と同じ濃尾平野にありながら、瓦の胎土にはかなりの状

況の違いが認められるのである。したがって、名古屋城三の丸遺跡の瓦については、その製作状況あ

るいは供給事情になんらかの変化があったことが窺える。さらに、名古屋城三の丸遺跡の試料は清洲

城下町遺跡と岐阜城千畳敷遺跡のものよりも時代的に新しいことがわかっている。このことは、名古

屋城だけにおける事情変化だけでなく濃尾平野における瓦の時代的な変化である可能性も考えさせる

のである。今後、濃尾平野の他の遺跡におけるさらに多くの瓦を調べることで検討が可能であろう。

(5)小結

以上、各遺跡ごとに瓦の胎土に特徴が認められることを述べた。なお、瓦の胎土を考える上でさら

に指標となるのが瓦の種類であるが、今回の試料については両者の間に対応関係が認められなかった。
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団斜方輝石自単斜輝石□角閃石

■シルコソ日不透明鉱物
(角閃石は酸化角閃石を含む。その他はカンラン石・緑レン石・ザクロ石・電気石含む)
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第8表胎土重鉱物組成

読

重 鉱 物 組 成

同
定
鉱
物

カ 斜 単

角
閃
石

酸

塁

「フ==く母
緑 ジ ザ 電 不 そ

料 こ/ 方 斜 化 レ ′レ ク 気 逮 の
香 ラ 輝 輝

緑
色

褐
色

角
緑
色

褐
色

赤 ン～ コ ‐コ 石 明 他

匚コち V
石

石 石 閃
石

′、
褐
色

石 ン′ 石 鉱
物

粒
数

1 17 22 85 2 51 1 6 6 1 5 74 250

2 1 ll 14 46 4 6 89 171

3 35 7 1 3 1 8 195 250

4 95 17 4 2 2 5 125 250

5 155 35 14 1 ll 34 250

6 1 116 16 4 104 241

7 132 28 7 3 2 4 74 250

8 1 121 19 7 2 5 80 235

9 1 64 10 5 2 1 4 163 250

10 1 134 17 3 1 5 89 250

ll 23 1 1 2 1 47 75

・12 1 50 10 1 1 2 36 10 1

13 6 3 10 2 34 55

14 102 17 3 2 2 3 121 250

15 69 1.2 38 2 6 2 63 58 250

16 3 1 3 10 17

17 42 5 14 5 1 43 1 1 81 193

18 5 1 5 ll 22

19 25 8 4 1 5 55 98

20 5 8 13

21 72 12 4 162 250

22 43 4 3 3 197 250

23 4 13 1 50 28 154 250

24 24 3 ll 28 10 1 2 2 169 250

25 8 2 2 24 36

26 2 1 1 57 ll 178 250

27 2 4 65 18 1 160 250

28 5 1 7 1 16 3 12 1 154

29 32 3 3 3 10 1 2 109 163

30 43 6 1 16 10 174 250

31 2 1 9 238 250

32 116 13 9 3 1 4 104 250

33 1 5 244 250

34 36 3 2 12 1 14 182 250

*数値はすべて粒数

分析資料のうち岐阜城千畳敷遺跡出土の瓦については、岐阜市教育委員会の御協力を仰ぎ、特に試

料の選定にあたり、高木洋、)内堀信雄の両氏の御協力を得たことを記して、謝意を表する次第である。

(小澤一弘)
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7.結語

今回の調査においては弥生～近世にわたる豊富な遺構・遺物群を検出し得たが、その概要は、既に

前節までに示した通りである。

ここでは、各期における調査成果と今後の課題を簡単にまとめ、本報告の結語としたい。

(1) I期(弥生-古墳時代)

弥生時代中期後半に相当する断絶期間を狭み、前半(中期前葉)と後芋(後期前半～古墳時代前期)

に大別され、後者はさらに5段階の小区分が可能となっている。

前半(1-1期)は、堅穴住居で構成される集落跡であるが、継続期間が比較的短かく、また、資料

の一括性も高いと考えられることから、中期の土器編年の基準資料となり得るものと思われる。

後半(1-2期)は、住居に加え、墳丘墓群が形成されるが、その築造は、 I-2期(後期前半)に

おける集落再生とともにはじめられ、調査区内に住居跡がみとめられなくなるⅠ-6期(古墳時代前期

後半)まで継続されている。この間、造墓の主体となる集落には大きな断絶は認められず、従って、

この集落においては弥生時代後期～古墳時代前期にかけて、基本的には「方形周溝墓」と異ならない

墳丘墓の造営が継承されていたとすることができる。この様な現象は、同じ台地上の、東区片山神社

遺跡などでもみとめられ、在地における墓制のあり方の一端を示すものと考えられる。

(2) II期(飛鳥-平安時代)

II期は、竪穴住居と掘立柱建物で構成される集落遺構であり、 II-1期(7C後菓～8 C前葉)、 ⅠⅠ

一2期(8C中葉～9C前葉)、 ⅠⅠ-3期(9C中葉-IOC)の3区分が可能である。

この時期の遺構で、注目すべきことは、 II-1期、即ち、集落の形成段階において、既に竪穴住居だ

けでなく、 「律令的土器様式」の土器群を伴なう大形の掘立柱建物が出現していることである。

これは、集落自体が、自然発生的なものではなく、多分に、 「政治的要請」の下で形成されたことを

示す現象と考えられ、円面硯、灰釉双耳瓶、緑釉(素地)四足壷等、やや特殊な器種の存在と合わせ、

集落成立の背景とその性格について、検討する必要があると思われる。

3 Ⅲ期(鎌倉-戦国時代)

Ⅲ期の遺構群は、前半(Ⅲ-1期)と後芋(Ⅲ-2・3期)に大別し得る。

前半は、 13C中～後葉の年代が与えられるが、これは、 12C後葉に成立したとされる「那古野荘」

に、立地的にも、時期的にも含まれるものである。ただし、遺構の密度は非常に薄く、集落の中心部

分とはみなし得ない。

後半は、 15C後-16C中葉の年代が与えられ、これは、 「那古野城」の成立期に相当する。両者を直

接結びつける要素はみとめられないが、 Ⅲ-3期に成立する「土塁」を伴うと考えられる溝群は、城主

の今川あるいは織田の家臣団の「居館」に伴うものである可能性が高い。

(4) IV期(江戸時代)

遺物からは、 4中期8段階の区分が可能であるが、遺構の配置は、それに対応できる程までに細分

化し得ず、むしろⅠⅤ期を通じて、固定的であったといえる。

調査の結果、確認し得た遺構は、屋敷地割・街路といった土地利用の大枠については、絵図等から



復元される形状とほぼ一致し、結果として、その追認に過ぎないといった面もみられた。

しかし、個別的・具体的な事象、例えば、各屋敷地内の建物配置等については、文献的には、わず

かに、幕末時に1200石取の野崎一学邸の見取図が残されている程度であり、さらにそこに居住した家

臣の生活の諸相、あるいはそれを支えた消費物資等については、記録の対象とさえなっていないのが

実状である。出土遺構.遣物を用いての復元が今後の課題といえる。

(5)遺跡としての三の丸

中区三の丸一帯は、既に官庁街としての整備が進んでいるため、遺跡そのものがほとんど残存しな

いのではないかとも考えられてきた。しかし、今回の調査では、既設の建物の基礎等の撹乱部分を除

き、名古屋台地上ではまれにみる良好な状態で、弥生～近世に至るまでの遺構が残されていることが

明らかとなった。遺跡としての「三の丸」は、風致地区としてのゆとりある空間構成が幸いし、台地

上に残された数少ない保存状態のよい遺跡ということができる。 (梅本博志)

年 代 遺 跡 建 物 滞 井 戸 土 坑 墳丘墓 区分

B・C

A・D

200

400

600

800

1000

1200

1400

1600

1800

弥生

古墳

奈良

平安

鎌倉

室町)

江戸

明治

□
蝣SB101

蝣SB108
・SB126
・SB114
SB103

・SK 102

・S Z103

蝣SZ101
・SZ102

1

2
3
4

5
6

I

・SB250

・SB227

・SB220

・SK206

・SK203

1

2

3

II

□

口

蝣S D301

・S D313

・S D303 ・S E301

-SK301 1

2

3

III

蝣S D402

・S E410

>SE404

・SK415

・SK455

・SK460

・SK418

1

2

3

4

ⅠⅤ

∩ Ⅴ

第9表 三の丸遺跡の変遷
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遺構表

下層(I-II期)の遺構

住居跡

(SB)

遺 構
番 号

現 模(m )
長軸方向 備 考 時期

登 録

番 号長辺 短辺 深さ

SB 01 4)6 - - I 周溝 (? ) I - II A SB 12

02 - - 0(1 - 〟 A SB 17

03 5.2 I 0.1 I 〟 A SB 13

04 - - 0・1 N -22。-E 〟 A SB 18

05 - 3・4 - N ー87°～E 〟 A SB 16

06 6・0 - 0.4 - 〟 A S B08

07 - 4 .4 0(1 N -588ーW ′′ A S B01

08 - 4 .6 0)2 I ′′ A S B09

09 - - 0.1 - 〟 B SX 104

10 - - 0.3 - 〟 A SB 116

ll - - 0.2 - 〟 A SB 101

12 - - 0.1 - 〟 A SB 103

13 - - 0・2 - 〟 D SB 03

14 - 2.2 0.3 - 〟 D SB 09

15 4 - 0(1 N -54°～W 〟 D SB 25

16 5(6 - 0.1 N -45。lE 〟 D SB 24

17 5・3 (3.4) 0.1 N ー37。～W 〟 D SB 38

18 (4 .7) (3.7) 0・1 N ー76。(W 〟 D SB 37

19 I - 0・1 - 〟 D SB45

20 - - 0.1 - 〟 D SB44

21 (4 .2) 3、2 - N ー66°-W 〟 E S B 10

22 4(2 4 0.2 N -ll。～W 〟 E S B04

23 3・6 3・6 0(2 N -12°～E 〟 E S B06

24 (4・9) - 0.2 - 〟 E SB 13

101 - 3.2 0.1 N -12°一E Ⅰ～1 A SB 17

102 5・6 - 0・1 N ( 0 。 周溝 I( 4 A SB 05

103 7・5 - 0・1 N -42。～W Ⅰー5 A SB 06

104 - 3(5 0.2 N -42ーーW Ⅰ一4 B SX 101

105 (2・4) (2.8) 0・1 N -46°～E Ⅰ1 4 B SX 102

106 6.3 6・1 0・1 N -27。1W I( 4 B SX 103

107 - - - - 周溝 I- 1 A S B 117

108 - - 0.1 - 〝 貼床 Il 2 A SB 111

109 - - 0・1 - 〟 Ⅰ～3 A SB 119

110 6、2 - 0・2 N ー42。1W 〝 柱穴 3 カ所 SB 109< SZ 102 I一l A SB 109

111 5)6 4 0.2 N -35--E 周溝一部残存 Ⅰ～3 A SB 113

112 - - 0(2 N -24°lE Ⅰ～4 D SB 27

113 - I 0・1 - I 一l D SB 26

114 4・8 3・8 0・1 N -ir -E 周溝 柱穴 3 カ所 I -4 D SB29

115 6 - 0・3 N 18 。ーW SB 115< SZ 101 Ⅰ13 D SB01

116 - - 0(4 - 周溝 SB 116< SZ 101 Ⅰ14 D S B06

117 5・6 5 0.4 N -12。(W 〟 I( 3 ESD123
ESBll

118 - - 0・2 - Ⅰ1 4 D S B28

119 - 3・3 0(2 - I D S B21

120 3.6 - 0.1 N -3 --W I- 3 D S B 16

121 7)5 5.2 0・2 N l 9 。1W 周溝 Ⅰ1 4 D SB 36

122 4・4 4・3 0(1 N ー25。-E 〟 I- 3 D SB 34

123 5(6 5・1 0.1 N -17--E Ⅰ～1 D SB 42

124 - - 0・2 - 1- 1 D SB 40

125 5.5 5 0.2 N ～2 。(W Ⅰ1 3 D SB 32

126 5(2 - 0・3 N -16。ーW Ⅰ1 3 D SB 10

127 4・3 - I N -16°-W SB 127> 128 Ⅰ1 3 D SB 12

128 - - 0.1 - I( 1 D SB 13

129 (5.4)
- - N -43--W Ⅰ1 4 E SB 01

130 5(3 4.8 0.2 N -13°lW 貼床 I- 2 E SB 07
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建 物 遺 構

番 号

規 模 (m )
長 軸 方 向 備 考 時 期

登 録

番 号長 辺 短 辺 深 さ

S B 2 0 1 3 (8 - 0 .1 N - 8 7-- E Ⅱ A S B 0 4

2 0 2 3 .1 3 .0 0 ・1 N - 3 9。ーE 〟 A S B 2 0

2 0 3 - 4 )5 0 .6 N - 3 7ー-W 〟 A S B 1 5

2 0 4 4 (9 3 ・1 0 ・5 N - 7 2--W II A S B 0 2

2 0 5 - 4 (3 0 .1 N - 6 5。1 E 〟 A S B 1 0

2 0 6 - (4 ・6) 0 (2 N - 8 3ー- E II - 2 A S B l l

2 0 7 3 .7 3 ・4 - N - 2 0。ーE ⅠⅠー2 A S B 1 9

2 0 8 - - - - ⅠⅠ A S B 1 4

2 0 9 4 (7 - 0 .2 N - 5 8。l E IT - 2 A S B 0 3

2 1 0 3 .8 3 .6 0 .3 N - 0 - II B S X 1 0 5

2 1 1 - - 0 (4 N - 2 6。lW ′′ B S X 10 6

2 1 2 - 3 )0 0 ・3 ( N - 0 °) ′′ B S X 10 7

2 1 3 - 3 .0 0 ・2 N - 1 7°1 E 〟 A S B 11 2

2 1 4 3 ・2 - 0 ・1 N - 1 9°ーE 〟 A S B 11 0

2 1 5 - - 0 ・1 - 〟 A S B 10 6

2 1 6 - - 0 .1 - 〟 A S B 1 18

2 1 7 4 ・1 3 .4 0 .1 N ( 6 。1 E II - 2 A S B 10 5

2 1 8 - - - - II A S B 10 7

2 1 9 - 5 (4 0 .1 N - 3 4。( E ′′ A S B 10 8

2 2 0 4 (0 - 0 .2 N l 9 。ーE II - 3 A S B 10 4

2 2 1 4 ・6 3 .2 0 .2 N - 7 2°一W II - 1 A S B 11 4

2 2 2 3 (8 3 ・4 0 ・1 N - 8 0 --W ⅠⅠ A S B 10 2

2 2 3 4 (2 (3 、4) 0 )1 N ー5 。～E 周 溝 〟 A S B 1 15

2 2 4 - - 0 (1 - 〟 D S B 1 5

2 2 5 - 3 .5 0 ・2 N - 7 5 --W 〟 D S B 0 7

2 2 6 - 3・2 0 .1 N - 1 9。～E 〟 D S B 0 4

2 2 7 5 .8 4 )6 0 ・2 N - 7 0。～W 周 溝 II - 2 D S B 0 2

2 2 8 - - 0 ・2 - II - 3 D S B 2 3

2 2 9 5 )0 - - N - 3 0。ーW II D S B 0 5

2 3 0 5 .2 - 0 ・1 N - 5 7。1W 〟 D S B 2 0

2 3 1 4 (0 (3 .5 ) 0 ・1 N - 2 1ーーE II - 3 D S B 2 2

2 3 2 - - 0 ・1 - II D S B 0 8

2 3 3 - - 0 ・1 - ′′ D S B 2 1

2 3 4 5 ・5 3 (6 0 ・1 N ー90。 〟 D S B 1 9

2 3 5 (4 .2 ) ( 3・8) 0 .1 N - 1 8。ーW 〟 D S B 1 7

2 3 6 - 5 (2 0 (2 N - 7 8。1W 周 溝 〟 D S B 1 8

2 3 7 - - 0 .1 - 〟 D S B 4 1

2 3 8 4 .2 3 .7 0 ・1 N - 6 0。～W ′′ D S B 3 7

2 3 9 ‐ 4 .5 4 ・3 - N ー52°-W 〟 D S B 4 3

2 4 0 - - 0 ・2 -
周 溝 〟 D S B 4 6

2 4 1 - 2 (7 0 ・2 N - 0ー ′′ D S B 1 4

2 4 2 - - - - 〟 D S B 3 1

2 4 3 4 (5 - 0 .1 N - 5 3。～E 〟 D S B l l

2 4 4 3 (8 2 (4 0 ・1 N - 4 。- E S B 2 4 4 > S B 24 5 〟 E S B 0 2

2 4 5 (3 ・6) ( 3 .0 ) - N - 9 。l E 〟 E S B 0 9

2 4 6 3 .4 2 ・8 0 (2 N ー77。(W II - 2 E S B 0 3

2 4 7、 4 ・4 3 )8 0 ・1 N - 1 5°1 E ⅠⅠ E S B 0 5

2 4 8 4 ・0 2 .9 .0 ・2 N - 6 1 -- W ′′ E S B 08

2 4 9 (3 .8 )
- 0 .2 N - 7 ー-W 〟 E S B 1 2

2 5 0 1 0 ・8 5 .3 - N - 2 4。1 E 掘 立 柱 5 間 × 3 間 柱 間1 ・5 - 2 .3 m II - 1 -

2 5 1 - 5 ・0 - N - 5 2°1 E 〟 〟 -

2 52 8 ・8 3 (6 - N - 4 4。l E 〟 〟 -

2 5 3 9 (0 4 ・4 - N - 2 0。1 E ′′ 〟 -

2 54 7 ・1 3 (0 - N - 1 6 -- E 〟 ′′ -

2 5 5 - 5 ・2 - N - 2 4。( E 〟 ′′ -

遺 構
番 号

規 模(m )
方 向 底部の傾斜 備 考 時期

登 録
番 号幅 深 さ

SD 0 1 8・0 0 .8 N -30。l E 中央部最深 調査区北西隅で弧 を描 く I - IT A S D 509

02 0・8 0 .1 N -83--W - ′′ A S D 511
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遺 構

番 号

規 模 (m )
方 向 底 部 の傾 斜 備 考 時期

登 録

番 号幅 深 さ

SD 0 3 1・1 0 .2 N - 9 。1 E - I ~ II A S D 5 0 7

0 4 - - N - 9 0°- E - 〟 A S D 5 0 1

0 5 0 .5 0 ・1 N - 2 0。1 E - 〟 A S D 5 1 3

0 6 1・0 0 (5 N ー44°1 E - 〟 A S D 5 10

0 7 0 ・9 0 .25 N - 1 0°- E はば 水 平 〟 B S D 1 0 3

08 0 )6 0 (6 N - 6 --W - 〟 B S D 1 0 1

0 9 2 )0 2 ・1 N - 1 8-- E ほぼ 水 平 〟 B S D 1 0 2

1 0 0 ・4 0 (1 N - 3 4--W N →S 〟 A S D 8 0 1

l l - 0 .7 N - 6 7。1W - 南 肩調 査 区 域 外 〟 D S D 2 1

12 1 (5 - N - 6 7。(W I ′′ E S D 1 0 1

13 1 .1 - N ー66。～W - ′′ E S D 1 0 2

14 1 ・0 0 ・4 N - 59 -- E E → W 〟 E S D 1 08

15 0 ・6 - N -6 3。1W - 〟 E S D 1 0 3

16 0 、5 0 ・5 N 1 7 。( E S → N 〟 E S D 1 04

17 0 ・3 0 . 1 N - 18。l E ほ ぼ水 平 ′′ E S D 10 5

18 0 ・4 0 (1 N -8 5°-W - ′′ E S D 10 7

19 1 (7 0 .6 N - 5 °ーE S → N 〟 E S D 1 16

2 0 0 .3 0 ・2 N ( 7 。- E - 〟 E S D 1 18

2 1 0 (2 0 ・1 N - 2 3。l E - ′′ E S D 1 17

2 2 0 .6 0 (1 N - 13。- E N → S 〟 E S D 1 15

2 3 0 ・4 0 .1 N - 9 ーーE ほ ぼ水 平 〟 E S D 1 14

2 4 0 .8 0 ・2 N - 4 0 -- W ′′ 〟 E S D 1 10

2 5 0 (2 0 ・1 N - 7 8 -- W ′′ 〟 E S D 11 1

2 6 0 ・3 0 .1 N - 2 6。ーW 〟 ′′ E S D 11 2

2 7 0 .5 0 ・1 N - 1 6 --W 〟 〟 E S D 11 3

2 8 - - - - 〟 E S D 0 3

2 9 - - - - 〟 E S D 11 9

3 0 - - - - 〟 E S D l l

3 1 - - - - 〟 A S D 50 3

1 0 1 0 (9 0 ・2 N - 2 7ー- E - S D 1 0 1 > S B 10 1 Ⅰ～2 A S D 50 2

遺 構

番 号

規 模 (m )
備 考 時期

登 録

番 号

遺 構

番 号

規 模 (m )
備 考 時期

登 録

番 号長 辺 短 辺 深 さ 長 辺 短辺 深 さ

S K 0 1 I - - I - II A S K 5 3 7 S K 2 7 1 .6 1 )0 0 .8 I ~ II B S K 1 15

02 1 .6 1 ・1 0 ・1 〟 A S K 5 2 8 28 - - 0 ・3 〟 B S K 10 5

0 3 2 )8 2 ・2 0 .1 〟 A S K 5 1 1 29 1 (6 0 ・9 0 ・2 〟 B S K 10 3

0 4 1 ・9 1 (0 0 .1 〟 A S K 5 1 2 30 - - 0 )2 〟 B S K 10 9

0 5 3 ・0 1 .3 0 .2 〟 A S K 5 3 0 3 1 - 1・3 0 ・1 〟 B S K 1 0 8

0 6 1 (3 0 ・8 0 ・4 〟 A S K 5 2 0 3 2 - 0 .7 - 〟 D B K 10 6

0 7 2 .4 0 .8 0 (2 ′′ A S K 5 2 4 3 3 1 )7 0 .9 0 (4 〟 B S K 1 0 5

0 8 2 (1 1 (4 - 〟 A S K 5 1 9 3 4 - 1 (5 0 )1 〟 B S K 1 1 1

0 9 - 1 .2 0 ・2 ′′ A S K 5 2 9 3 5 - 0 ・7 - 〟 B S K 1 1 0

10 1 、1 0 .7 0 ・2 〟 A S K 5 0 7 13 6 - - - 〟 B S K 1 1 2

l l - - - 〟 A S K 5 2 2 3 7 - - - 〟 B S K 1 1 3

12 - - 0 (3 〟 A S K 5 1 7 3 8 - - 0・2 〟 B S K 1 0 1

13 2 ・0 1 (7 0 ・3 〟 A S K 5 32 3 9 1 (1 0 ・8 0 ・1 〟 D S K 1 7 3

1 4 - - 0 .2 〟 A S K 5 14 4 0 1 .4 1 ・1 0 ・2 〟 D S K 1 6 7

1 5 2 )1 1 ・5 - 〟 A S K 5 3 1 4 1 1 ) 1 1 .0 0 .3 〟 D S K 18 2

1 6 1 .3 1 .0 0 ・6 〟 A S K 5 0 5 4 2 1・3 0 .7 0 (6 〟 A S K 8 2 1

1 7 - - 0 (3 〟 A S K 5 0 9 4 3 1 (5 1 (0 0 )2 ′′ A S K 8 1 8

1 8 1・9 1 (8 0 ・2 〟 A S K 5 0 6 4 4 I 1 .1 - 〟 A S K 8 1 4

1 9 1 )9 1 .5 0 ・2 〟 A S K 5 2 7 4 5 - 0 ・5 0 .1 ′′ A S K 8 0 9

2 0 - 1 )3 - 〟 A S K 5 0 1 4 6 1 (0 0 ・8 - 〟 D S K 18 3

2 1 2 ・0 - 0 )1 〟 A S K 5 1 2 4 7 3 .0 1 )1 0 )1 〟 D S K 18 0

2 2 - 3 .1 0 ・8 〟 A S X 0 1 48 1 ・4 1 ・0 0 )4 ′′ D S K 17 5

2 3 1 (6 1 ・1 0 .5 ′′ A S K 5 0 2 49 1 .6 0 ・8 0 (3 〟 D S K 2 7 2

2 4 1 ・8 1 ・1 0 .3 〟 A S K 5 3 0 50 1 .2 1・0 0 )2 ′′ D S K 2 6 3

2 5 1 )2 1 .1 0 .1 〟 A S K 5 1 3 5 1 1 ・1 1・0 0 (2 〟 D S K 2 7 3

2 6 1 ・0 0 (7 0 ・3 〟 B S K 1 16 52 1 ・1 0 ・9 0 .4 〟 D S K 2 6 2
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土坑

(SIC

墳丘墓

(SZ)

遺 構
番 号

規 模(m )
備 考 時期 登 録

番 号
遺 構
番 号

規 模(m )
備 考 時期 登 録

番 号長辺 短辺 深さ 長辺 短辺 深さ

SK 53 1 .6 1(4 0・4 I - IT D S K 274 S K 101 - - 0 (1 I A S K 523

54 1 .8 1(1 0 (3 〟 D S K 267 102 5・1 1(0 0 )5 〟 A S X 101

55 - - 0 )1 〟 D S K 268 103 2・7 1・3 0 .6 〟 D S K 117

56 - - 0 .1 〟 D S K 275 20 1 1 .3 - 0・2 II A S K 804

57 - 1・0 0 .3 〟 D S K 271 202 0・9 0・8 - 〟 A S K 80

58 1 .6 0・6 0 .3 〟 D S K 28 0 203 1・6 - - II- 3 A S K 807

59 - 1・0 0 .1 〟 D S K 279 204 3 )9 1・8 0 .5 II B S K 269

60 - 1.1 0 .3 〟 D S K 276 205 - 2 (2 0 .2 II- 3 B SK 264-1

61 1 (6 1・5 0 .3 〟 D S K 256 206 - - 0・8 II- 2 B S K 166

62 - - 0 (4 〟 D S K 265 207 1 .0 0 )8 0・4 II B S K 178

63 - - - 〟 A S K 811 208 - 2 (2 0・2 ′′ B S K 277

64 2 (0 0・7 - 〟 A S K 02 209 0 .9 0 (7 0 .2 〟 E S K 408

65 1 )2 1・0 0・2 〟 A S K 01 2 10 0 .8 0 .6 0・1 〟 E S K 407

66 I 0・6 0・2 〟 D S K 254 2 11 1 .1 0 )9 0 (2 〟 E S K 409

67 1 (6 0 .9 0 .1 〟 D S K 252 2 12 1・2 0 (7 0 .4 〟 E S K 359

68 1 .8 1.6 0・4 〟 D S K 260 2 13 0・7 0 .7 0 .9 〟 D P 76 1

69 1 .3 1.0 0・4 〟 D SK264ー2 2 14 0・9 0 (7 0 (6 〟 D P 758

70 - - 0・2 〟 D S K 170 2 15 0 )9 0 .7 0 (8 ′′ D P i

71 1・2 1.1 0・2 〟 D S K 169 2 16 0・6 0 .6 0 .2 ′′ D P 647

72 - 1・5 0 (1 〟 D S K 171 2 17 - - - 〟 D P 728

73 - 1.1 0 )4 〟 E S X 02 2 18 0・4 0・4 0 .4 ′′ D P 68 1

74 1 .1 1・0 0・4 ′′ E S K 426 2 19 - - - ′′ D P 75 1

75 - - 0 (1 〟 E S K 04 220 0 )3 0 .3 0・4 〟 D P 750

76 - 1・6 0 .4 〟 E S K 422 221 - - - 〟 D P 323

77 1・3 1・0 0 (5 〟 E S K 425 222 - - - ′′ D P 737

78 - 1・1 0 (5 〟 E S K 405 223 0 (4 - 0 .1 〟 D P 752

79 1・5 0・5 0 .1 〟 E S K 254 224 - 0 .4 0(4 〟 D P 557

80 1 .2 0・8 - 〟 E S K 389 225 0 .6 0 .4 0・4 〟 D P 6 16

81 1 .1 1 .0 0 .4 〟 E S K 221 226 0 .4 0・3 0.5 〟 D P 586

82 1 .4 1・3 0 .3 ′′ E S K 225 227 - - - 〟 D P 280

83 1 .2 0 .6 0 .1 〟 E S K 428 228 0 .3 0・3 0(1 〟 D P 402

84 1・4 0・6 0・2 〟 E S K 273 229 - - - 〟 D P 390

85 1 .2 0 .4 0 .2 〟 E S K 292 230 0 .3 0 )3 - ′′ D P 503

86 - 1 .3 0・3 〟 E S K 295 231 0 (7 - 0 )5 〟 D P 810

87 2 .1 0 .4 0 .1 〟 E S K 338 232 - - - 〟 D P 510

88 - 0 .4 0 (4 〟 E S K 337 233 - - - 〟 D S K 52

89 1 .6 0 .4 0 .1 〟 E S K 348 234 - - - 〟 A SK 802

90 1・8 0・7 0 (1 〟 E S K 339 235 - - - 〟 D S K 270

91 - 1 .4 0 .1 〟 E S K 429 236 - - - 〟 D S K 172

92 - 0・8 0 ・3 〟 E S K 352 237 - - 0・1 〟 E S K 386

93 1(4 0 (8 0 )1 〟 E S K 387 238 - - - 〟 D S K 139

94 1・6 1 .5 0 .2 〟 E S K 387 239 - - - 〟 D S K 16

95 - - 0 .2 〟 E S K 406 240 - - - 〟 E S K 104

96 1.3 - 0・3 〟 E S K 373 241 0 (5 0・4 0・1 〟 E S K 29

97 1.6 0、6 0 )4 〟 E S K 378 242 - - - 〟 S K 251

遺 構

番 号

墳 丘(m ) 周 溝(m )
長軸方向 備 考 時期 登 録

番 号長辺 短辺 幅 深さ

SZ 101 26 .0 16 .0 1・4 0・5 N -13。l E I D SZ01
E SD120

102 18 .8 16 .4 0 (7 0 .5 N -27。b E 〟 D S Z 02

103 - - 2・7 0 (3 N -35°1 E 〟 A SD802
A SKROfi

104 14・0 - 1・9 0・3 N - 4。l E 〟 A SDS01
505-512

-229-



上層(Ill・IV期)の遺構

建

井

物 遺 構
番 号

規 模(m ) ( 長軸方向
備 考 時期 登 録

番 号長辺 短辺 深さ

401 16 - - N -90。～E 柱穴に礎石、柱穴間1・8m ⅠⅤ -

遺 構

番 号

規 模 (m )
長 軸 方 向 備 考 時期

登 録

番 号柱 数 延長

S A 4 0 1 9 - N ー10。1 E 布 掘 、一 部 に礎 石 ⅠⅤ A S D 2 2

4 02 2 9 - N - 8 5-- E 柱 穴 間 1・8 ~ 2 .0 m 〟 -

4 0 3 9 1 7 .6 N - 9 0-- E 〟 〟 -

4 04 - 6 )4 N - 0 ° 布 掘 、礎 石 間 2 m 〟 E S D 0 5

4 05 6 10 .8 N -8 3。(E 柱 穴 間 1.8 - 2 ・0m 〟 -

4 06 1 0 8 N -8 6。一E 布 掘 、礎 石 間 2 m ′′ -

4 07 5 9 ・2 N -8 5 -- E ′′ 〟 E S D 0 7

4 08 2 4 ・8 N ー4 ー-E 〟 〟 E S D 1 4

遺 構

番 号

規 模 (m )
方 向 底 部 の傾 斜 備 考 時 期

登 録

番 号幅 深 さ

S D 3 0 1 1 .3 0 .7 N 1 6 °1E ほ ぼ 水平 TIT- 1 A S D 5 0 4

3 0 2 - - N - 0 - - 〟 A S D 5 0 6

3 0 3 - - - -
地 山 ブ ロ ックの流 入 著 しい Ill- 3 -

3 0 4 1 (9 0 ・1 N -6 5。ーW ほ ぼ水 平 TIT- 1 A S D 8 0 3

3 0 5 1 .3 0 .9 N 1 7 。1W 中央 部 景 観 地 山 ブ ロ ックの流 入 著 しい IIト 3 B S D 0 5

3 0 6 1 (5 1・0 N -8 6 -- W は ば水 平 〟 〟 D S D 2 9

3 0 7 1 .6 1・2 N 1 0 ° 〟 〟 〟 D S D 1 2

3 0 8 1 ・6 0 ・4 N -66°lW
N -24 - E

ほ ぼ水 平 TIT- 1 D S D 3 1

3 0 9 0 (5 - N 1 0 。 〟 Ⅱト 3 D S D 2 3

3 10 1 ・5 0 (5 N - 0 - S → N 〟 D S D 1 6

3 11 3 ・1 0 )5 N - 6 6。(W ほ ぼ水 平 IIト 2 D S D 1 5

3 12 1 .3 1 .0 N ー3 。1W N → S 地 山 ブ ロ ックの流 入 著 しい TIT- 3 E S D 9 5

3 13 3 .5 0 .5 N - 12 -- E ほ ぼ水 平 ⅠⅠト 2 E S D 0 3

4 0 1 0 .5 0 .2 N - 12 -- E -
IV A S D 3 5

4 0 2 1 (3 0 .5 N 1 5 。(W ほ ぼ水 平 TV- 4 - 2 D S D 05

4 0 3 0 .7 0 (2 N - 8 4ー- E 〟 ⅠⅤ D S D 04

4 0 7 1 ・0 0 (2 N - 13。～E 〟 ⅠⅤ E S D 0 6

遺 構

番 号

規 模 (m )
備 考 時 期

登 録

番 号

遺 構

番 号

規 模 (m )
備 考 時 期

登 録

番 号長 径 短 径 長径 短 径

S E 30 1 3 (5 ′̀、3 ・4 掘方 大 きい IIト 3 D S K 13 9 S E 4 0 8 - - Ⅲ D S E 1 2

S E 4 0 1 1 ・2 1 )2 ⅠⅤ A S E 0 3 S E 4 0 9 1 .5 1 .4 ⅠⅤ D S E 0 2

S E 4 0 2 1 ・5 1 .4 〟 A S E 0 1 S E 4 10 2 . 1 2 .3 IV - 1 - 2 D S E 0 4

S E 4 0 3 1 .2 - 〟 D S E 0 3 S E 4 1 1 1・5 1 ・2 ⅠⅤ D S E 1 3

S E 4 0 4 1 ・1 1、0 ⅠⅤ-2 - 1 D S E 0 7 S E 4 12 1・1 1 (1 〟 D S E 1 4

S E 4 0 5 - - ⅠⅤ D S E 0 9 S D 4 13 2 ・7 2 .2 〟 D S E 0 8

S E 4 0 6 1 ・0 1 ・0 〟 D S E 0 1 S D 4 14 - 1 ・4 〟 A S E 0 2

S E 4 0 7 - 1 ・3 〟 D S E 0 6 S D 4 15 - - ′′ D S E 0 5

遺 構

番 号

規 模 (m )
備 考 時 期

登 録

番 号

遺 構

番 号

規 模 (m )
備 考 時期

登 録

番 号長辺 短 辺 深 さ 長 辺 短 辺 深 さ

S K 3 0 1 2 .1 2 ・0 0 )4 IIト 1 A S K 8 0 5 S K 4 0 9 1 . 1 0 ・6 0 ・3 〟 A S K 1 2

3 0 2 6 ・5 3 .5 0 .4 竪 穴 状 IIト 3 D S K 10 0 4 1 0 2 ・5 4 ・5 1 .0 TV - 2 - 2 B S K 2 2

3 0 5 3 .9 2 (5 0 .2 〟 〟 D S K 2 8 2 4 1 1 2 .4 1 ・3 0 ・9 ⅠⅤ B S K 2 0

3 0 6 - 1 .3 - Ⅲ D S K 2 8 3 4 1 2 3 (0 - 0 .8 〟 B S K 2 7

4 0 1 2 ・2 1 ・5 0 ・9 ⅠⅤ A S K 5 1 4 1 3 - 3 ・3 0 (2 〟 B S K 19

4 0 2 - 0 (1 0 (3 〟 A S K 4 5 4 1 4 - - 1 .0 〟 B S K 2 3

4 0 3 2 、7 1 (2 0 ・7 〟 A S K 7 2 4 1 5 9 ・0 7 (5 2 .0 大型土坑 IV - 1 - 1 B S K 15

4 0 4 2 (0 1 .2 0 (7 〟 A S K 7 5 4 1 6 7 .7 - 0 .2 IⅤ B S K 2 8

4 0 5 1 .0 0 ・8 0 ・6 〟 A S K 8 0 4 1 7 - - 1 .2 〟 B S K 0 3

4 0 6 1・7 1 ・1 0 ・6 〟 A S K 9 2 4 1 8 3 .4 2 .7 0 ・8 IV - 4 - 1 A S K 12 2

4 0 7 - - 0 .4 IV - 1 - 2 A S K 1 15 4 1 9 - 3 ・9 1 ・0 ⅠⅤ A SK 181・12

4 0 8 5 .8 - 0 ・6 ⅠⅤ A S K 17 3 4 2 0 1 ・0 0 ・7 0 ・5 〟 A P 2 78
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土 遺 構

番 号

規 模 (m )
備 考 時期

登 録

番 号

遺 構

番 号

規 模 (m )
備 考 時 期 登 録

番 号長 辺 短 辺 深 さ 長 辺 短 辺 深 さ

421 - 0 (3 ⅠⅤ A S K 218 465 - 1 .0 0 ・6 〟 E S K 58

422 I - 0 ・4 〟 A S K 158 466 - 0 .9 0 (6 〟 E S K 77

423 - - - 〟 A S K 164 467 - 1 (1 0 ・5 TV-3-2 E S K 99

424 6 ・7 2 (9 2 .0 地 下 室 IV- 4 - 2 A SK 204ォ14 468 3 .3 2 (3 1 .8 地 下 室 IV-1-2 D S K 85

425 5 .0 2 )2 3 ・7 不明土坑 ⅠⅤ A S K 148 469 - 1 .5 0 (7 ⅠⅤ E SK 10-18

426 - - 1.1 〟 A S K 2 06 470 I 1 (0 0 ・8 ⅠⅤ E S K 06

427 - - 0 )2 ′′ D S K 87 471 - 0 .7 0 ・7 ⅠⅤ D S K 30

428 3 .3 2 .7 0 .8 IV- 4 - 1 D S K 88 472 - 0 .9 1・0 ⅠⅤ E S K 29

429 - 1 (9 0 .8 TV- 4 -2 D S K 91 473 - 0 .9 0 ・9 〟 E S K 37

430 2 .1 0 ・8 0 ・6 ⅠⅤ D S K 109 474 - 0 (8 0 .5 〟 E S K 76

4 31 - - 0 .4 〟 D S K 104 475 - 0 ・9 0 ・9 〟 E S K 110

4 32 - - 0 ・1 ⅠⅤ D S K 130 476 1.1 1 )0 1 .2 〟 E S K 111

433 2 ・0 1 ・4 0 ・8 〟 D S K 125 477 1.0 0 .8 1 .0 〟 E S K 112

434 - 2 ・8 0 .9 〟 D SK 25 478 6 )5 3 (0 1 ・0 大型土坑 IV- 1-1 E S K 93

435 2 ・3 0 .7 1 ・1 // D S K 25 479 123 7 (1 2 ・2 〟 IⅤー111 E S K 57

436 2 .2 2)0 0 ・2 〟 D S K 24 48 0 1 )2 0 .8 0 .5 甕 ⅠⅤ D S K 152

437 1 ・9 1.4 0 .2 〟 D S K 94 48 1 0 .8 0 )7 0 .4 〟 〟 D P 54

438 - 1.7 0 .7 〟 D S K 93 482 - 0 ・7 0 .2 ′′ 〟 D S K 33

439 0 .9 0 ・8 0 .6 〟 E S K 90 483 1 (0 0 ・8 0 .2 〟 ′′ D P 58

440 2 .1 2 ・0 0 ・6 〟 D S K 121 484 0 .7 0 (7 0 ・3 〟 〟 D P 62

441 - 1)2 0 .9 、 ′′ D S K 122 485 1 .1 1(0 0 ・4 〟 〟 D P 4

442 3 .5 2 )5 1 ・2 IV -2 ー2 D S K 47 486 0 .8 0 ・6 - 〟 ′′ D P 780

443 2 .0 1(3 0 )5 ⅠⅤ D S K 48 487 0 .8 0 .7 0 ・4 〟 〟 D S K 32

444 - - 0 ・5 ′′ D S K 56 488 0 (8 0 ・7 - ′′ 〟 D P 78 1

445 - 2 ・2 1 .1 IV -2 - 2 D S K 34 489 I - 0 ・2 〟 〟 D P 8 1

446 5 ・9 2 (6 0 .7 IV -2 - 2 D S K 22 490 - - - 石垣の基礎 〟 D S K 284

447 - - 0 ・4 ⅠⅤ D S K 3 1 491 - - 0.7 〟 D SK 119

448 - - 0 (1 〟 D S K 84 492 1 .2 1 ・2 0 ・9 〟 A P 215

449 - 0 ・8 0 .5 〟 D S K 80 493 - - 1(0 〟
.)

D S K 59

450 2 ・1 1 .9 0 .7 〟 D S K 82 494 0 (7 0 ・6 -
餐 〟 D P 27

451 - - 1(0 〟 D S K 83 495 - - 0 )1 〟 A SK 175

452 1・1 1 (1 1・4 〟 D S K 106 496 2 )3 - 0 .5 〟 A SK 203

453 - - 0 ・2 TV- 4 -2 D S K 110 497 1・8 0 (8 1 ・8 ′′ -

454 - - 1 ・0 ⅠⅤ D S K 126 498 2 )2 1 .5 0 .3 〟 D S K 89

455 3 ・2 1 ・4 2 .5 地 下室 IV- 2ー1 D SK 20-21 501 2 ・3 0 .6 0 (1 ′′ A S K 46

456 1(6 1 ・1 0 (2 ⅠⅤ D S K 02 502 - 1 .8 0 .8 〟 A S K 171

457 1・9 1 ・1 0 .4 〟 D S K 03 503 2 (0 3.2 1 .0 〟 A S K 172

458 1(7 1 、2 0 ・5 〟 D SK 40
D P 57

504 1 ・4 0・7 0 )2 〟 A S K 61

459 1 .2 0 (9 0 .9 蛮 〟 D P 248 505 - - 0 .7 〟 B S K 09

460 5 (0 3 ・1 - TV - 3- 1 D S K 53 506 - 2 .2 0 )5 〟 B S K 25

46 1 - 0 ・9 0 ・5 IⅤ D S K 106 507 - 4 ・2 1 .0 ′′ B S K 23

462 - 0 ・9 0 ・6 〟 E S K 107 508 3 .7 1)4 0 ・7 〟 D S K 10

463 - 0 ・9 0 .8 〟 D S P 26 509 3 .7 1)8 1 .2 〟 D S K 16

464 - 1.1 0 )8 〟 E S K 108 5 10 - - - 〟 D P 6 1
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遺 物表

Ⅰ期の遺物

図版番号 遺 構 器 種
法 量(cm) 釉薬・調整等

備 考
登録

番号器高 口径 胴径 底径 内 面 外 面

38- 1 SB101 石製晶 石包丁 頁岩 S-0001

2 〟 弥生土器 =土=)盟 - 10 174 - E-0002

3 ′′ ′′ 〟 - - 46 - ミガキ E-0003

4 ′′ 〟 〟 -
〔15.6〕
13.8 - - ミガキ 〟 E-0004

5 〟 〟 ′′ - 10 - - 条痕 E-0005

6 〟 〟 餐
- 27.2 - - 〟 Eー0006

7 〟 〟 〟 26 20.2 18.6 〔4.8〕 〟 E-0007

8 ′′ 〟 〟 I 26 23.4 〔4〕 ナデ E-0

9 〟 〟 〟 22 19.8 17.4 4.8 条痕 E-0009

10 〟 〟 〟 - - 26 - ヘラケズリ 〟 E-0010

ll 〟 〟 〟 28.8 32 27.6 6(8 〟 〟 E-0011

39ー12 SB110 〟 壺 10.4 8 15 4.4 ミガキ Eー0012

13 〟 〟 〟 11・6 8.4 16 4(8 〟 E-0014

14 〟 〟 鉢 4・6 20・8 - 4.8 条痕 Eー0015

15 〟 〟 蛮 24・8 26・8 26.4 5(6 〟 E-0016

16 SK102 〟 〟 29・2 - - - 〟 Eー0017

17 〟 〟 〟 18・4 - - - 〟 E-0018

18 〟 〟 〟 25・2 21・2 18.6 5(6 ヘラケズリ 〟 Eー0019

19 ・〟 ′′ ′′ 23.6 22・8 20.8 6.0 〟 〟 E-0020

20 SB128 〟 〟 - 34・2 - - ミガキ Eー0021

21 SB102 〟 土壁 - - - - ミガキ E-0022

22 SK101 〟 〟 - - - - ヘラケズリ E-0023

23 〟 〟 台状土製品 - 18.8 - - E-0024

24 〟 〟 土盟 - - - - パケ E-0025

40ー25 SB124 〟 〟 - 9・2 18・4 - ヘラケズリ E-0026

26 〟 〟 〟 - 10 19.2 - 〟 E-0027

27 〟 〟 〟 - - 13・2 4 〟 E-0028

28 ′′ 〟 〟 〔26.*〕8.4 22.4 〔3.6〕 E-0029

29 〟 〟 〟 - - 31.6 - ミガキ E-0030

30 〟 〟 〟 - 10・4 - - 〟 E-0031

31 ′′ 〟 〟 - - - - ヘラケズリ 〟 Eー0032

32 SB128 〟 〟 -
〔9・6〕

- -
E-0033

33 〟 〟 〟 - 〔7・6〕23.6 - ヘラケズリ ミガキ Eー0034

34 〟 〟 〟 - - 22・2 5)2 〟 〟 E-0035

35 〟 〟 餐
- 26・8 24.2 - 〟 パケ E-0036

41- 36 Ⅲ層 〟 台状土製晶 - - - - E-0037

37 〟 〟 =土)盟 - 10.4 - - E-0038

38 ′′ 〟 〟 - 8(4 - -
E-0039

39 〟 〟 餐 - 28 - - ミガキ ミガキ E-0040

40 SB113 〟 =こ士=)壁 12・4 ll.6 14.8 4・8 〟 ヘラケズリ E-0041

41 〟 〟 台状土製品 - - - - ミガキ E-0042

42 ′′ 〟 =土=)盟 - 19.2 - - ヘラケズリ E-0043

43 ′′ 〟 〟 - 19.2 - - ミガキ E-0044

44 〟 〟 〟 - 17.2 - -
条痕 ミガキ E-0045

45 〟 〟 餐 26 21.6 18・4 6 〟 ヘラケズリ E-0046

46 〟 〟 (=土ざ盟 - 10 - - ミガキ 〟 E-0047

47 SB108 〟 〟 - 13.2 - - ′′ ミガキ Eー0048

48 ′′ 〟 〟 - - - -
E-0049

42- 49 SB130 〟 壺C - 16.2 29・0 - ナデ パケ 体部下半以下欠損 E-1107

50 SB108 〟 鉢 - ll.2 - ヘラミガキ 底部欠損 E-1024

51 〟 〟 壺
- - - 5(0 指ナデ パケ 底部 E-1025

52 〟 〟 甕B 23.8 17.0 18・4 8.5 ケズリ パケC下→ーD 口唇部刺突 E-1023

53 SB109 〟 甕C - 23.0 - - パケ 体部中位以下欠損 E-1019

54 〟 〟 高杯B
- 25.i - ヘラミガキ ヘラミガキ 杯部 E-1020
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図版 番 号 遺 構 器 種
法 量 (cm ) 釉 薬 ●調 整 等

備 考
登 録
番 号器 高 口径 胴 径 底径 内 面 外 面

42- 5 5 S B 10 9 弥生土器 高 杯 B - - 13 ・8 ヘ ラ ミガ キ ヘ ラガ キ 脚部 E -10 2 1

5 6 ′′ 〟 壺
- - - 4 (6 ノ、ケ 底部 E -10 22

5 7 S B 10 2 〟 高 杯 C
- 24 .fc - ヘ ラ ミガ キ ヘ ラ ミガ キ 杯部 E ー10 07

5 8 S B 12 7 〟 聾 C - - - 6 (8 ノ、ケ 口綾 部 E -10 69

5 9 ′′ 〟 餐
- - - 6 (9 指 ナ デ 台部 E -10 70

6 0 〟 〟 高 杯 B
- - 14 .5 ヘ ラ ミガ キ 脚部 E ー10 73

6 1 〟 ′′ ′′ - 27 .」 - ヘ ラ ミガ キ 〟 杯部 E -10 71

6 2 〟 ′′ =∃=r竺E 1 5 ・1 - 1 3 ・0 5 ・2 板 ナ デ 〟 ロ綾 部 欠 損 E -10 72

4 3ー 63 S B 12 6 〟 甕 C - 19 .2 - - パ ケ パ ケ 口綾部 E -10 47

64 〟 〟 鉢 C - 18 .7 2 0 .2 - ナ デ 底部 欠 損 E -10 48

6 5 〟 〟 鉢 B - 12 .2 1 4 .9 - ′′ E - 10 53

66 〟 〟 〟 - 17 ・6 1 8 ・3 - ノ、ケ パ ケ 〟 E ー10 54

6 7 〟 ′′ 餐 - - - 5 .6 台部 E ー10 58

68 〟 〟 〟 - - - 6 .6 パ ケ 〟 E ー10 6 1

69 〟 〟 〟 - - - 9 )0 〟 〟 E - 10 64

7 0 〟 〟 〟 - - - 1 0・6 〟 〟 E ー10 60

7 1 〟 ′′ 〟 3 .4 5 ・0 - 1 .0 ミテチ ユア土器 E -10 5 1

72 〟 〟 鉢 A 3 ・4 7 .8 4 ・3 〟 E - 10 50

73 〟 〟 二王=)盟 - - 1 0 .4 4 .8 口縁 ～体 部 上半 欠 損 E -10 57

74 〟 〟 〟 - .I - 5 (6 底部 E ー10 56

75 〟 〟 高杯
- - - ヘ ラ ミガ キ 脚部 上 半 焼成 前 3 カ所 穿孔 E -10 67

76 〟 〟 =:土コ～宜 - - - l l .4 台 付壺 の台 部 E -10 55

77 〟 ′′ 高 杯 B
- - 12 .2 ヘ ラ ミガ キ 脚部 焼 成 前 3 カ所 穿 孔 E -10 59

78 〟 〟 ′′ - - 12 ・1 〟 〟 〟 E -10 68

79 S B 1 16 土 師 器 .=l=)壁 - 16 .0 - - E T 10 39

8 0 〟 〟 〟 - 1 7 ・5 - - 円形浮文貼付 口縁内面クシによる刺突 E ー10 40

8 1 〟 〟 高 杯 B - 16 .6 - ヘ ラ ミガ キ ヘ ラ ミガ キ 杯部 E ー1119

8 2 〟 〟 〟 - 20 .8 - 〟 E - 11 16

8 3 〟 〟 高杯 - - - 〟 E - 11 15

8 4 〟 〟 高 杯 D
- - 9 .7 ヘ ラ ミガ キ 脚部 焼 成 前 3 カ所 穿 孔 E ー10 45

8 5 〟 〟 =ニ土=)盟 - - - 7 .5 台 付壷 の台 部 E -10 4 1

8 6 〟 〟 餐
- - - 12 .5 台部 E - 10 42

8 7 〟 〟 甕 D - 13 .8 I -
口縁 ～体 部 中位 E -10 46

8 8 〟 〟 餐 - - - 5 .8 休部 中位 ～台部 E -10 44

8 9 〟 〟 〟 - - - 1 1・0 〟 E ー10 43

4 4 - 9 0 S B 1 18 〟 饗 C - 18 .0 - -
口綾 部 E ー10 82

9 1 〟 〟 聾 D - 20 .」 - - E - 10 77

9 2 〟 〟 饗 C
- 15 ・2 - - ノ、ケ 小型 品 底 部欠 損 E -10 74

9 3 〟 〟 聾 - - - 6 .6 台部 E - 10 86

9 4 〟 〟 壺 E - 20 .fc - - ナ デ 口縁 内面 櫛 描文 丹 彩 E -10 76

9 5 〟 〟 .=土ニ)壁 - - 1 6 ・8 - ヘ ラ ミガ キ 休部 中部 ～底部 E ー10 75

9 6 〟 〟 高 杯 B - 24 . 1 - ヘ ラ ミガ キ 〟 杯部 E -10 79

9 7 〟 〟 高 杯 D - - 12 ・0 〟 脚部 焼 成 前 4 カ所 穿 孔 E -108 0

9 8 〟 〟 高杯
- - - 〟 脚部 上 半 焼 成 前 4 カ所 穿 孔 E -12 44

9 9 〟 〟 高 杯 B - - l l .0 〟 脚部 下 半 E -108 8

10 0 〟 〟 〟 - - 12 .9 ′′ 〟 E - 108 3

1 0 1 S B 1 14 ′′ 壺 C
- 15 ・3 - - 口縁 部 E - 10 91

1 02 〟 〟 壺 D
- 20 .4 - - 〟 E - 11 13

1 03 ′′ 〟 〟 - 20 .2 - - 〟 E - 10 96

1 04 〟 ′′ 壺 E
- 19 .4 3 0 .7 -

体部 下 半 欠 損 棒 状 浮文 3 カ所 丹彩 E -10 89

1 0 5 〟 〟 餐 - - - 5 ・2 台部 E - 10 90

1 0 6 〟 〟 〟 - - - 6 ・2 ′′ E ー10 95

1 0 7 〟 〟 高杯
- - -

脚 部 上 半 焼 成 前 3 カ所 穿 孔 E -10 97

1 0 8 〟 〟 〟 - - - 〟 〝 E - 10 94

1 0 9 〟 ′′ 〟 - - 14 .4 ヘ ラ ミガ キ 脚 部 下 半 E -10 93

4 5一11 0 S B 1 17 扼 圭∃蓋 壺 D
- 14 .9 - - パ ケ 休部 中 位 以 下欠 損 E -11 10

1 1 1 〟 〟 ′′ 9 .0 6 )6 1 0 ・4 3 (3 E - ll ll

1 1 2 S B 2 48 ′′ 甕 C - 25 .4 - - 口唇 部 刺 突 E -11 09

1 1 3 S B 1 15 〟 餐
- - - 9 .4 台部 E - 10 01

1 1 4 S B 1 25 ′′ 壺 E - 20 .0 - -
口綾 部 棒 状浮 文 貼 付 E -10 98
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図 版番 号 遺 構 器 種
法 量 (cm ) 釉 粟 ●調 整 等

備 考
登 録

番 号器 高 口径 胴 径 底 径 内 面 外 面

45ー115 S B 1 2 5 弥生土器 壺 E
- 2 1 .8 - I 口綾 部 棒 状 浮 文貼 付 E ー10 99

1 1 6 〟 〟 高 杯 B - - 1 2 ・2 脚 部 焼 成 前 2 × 3 カ所 穿孔 E -1 102

1 1 7 〟 〟 聾
- - - 8 ・1 台 部 E - 1 10 1

1 1 8 S B 1 29 土 師器 高 杯 C - - 1 3 .3 脚 部 焼 成 前 2 × 3 カ所 穿孔 E -1 105

1 1 9 S B 1 2 1 〟 聾 - 1 5 .8 - -
口綾部 E ー1104

1 2 0 〟 〟 高 杯
- - - 脚 部上 半 焼 成 前 3 カ所 穿孔 E -1 103

1 2 1 S B 1 0 6 〟 〟 - - 1 2 .4 ヘ ラ ミガ キ 焼 成前 3 カ所 穿孔 E -10 38

1 2 2 S B 1 1 2 〟 .=土ニ)盟 - - - 7 .2 底 部 E - 11 14

1 2 3 〟 〟 器 台
- - l l .* ヘ ラ ミガキ ヘ ラ ミガ キ

124 S B 1 0 3 〟 聾 - 1 2 .2 - - 口綾部 ～休 部上 位 E ー10 12

1 2 5 〟 〟 高 杯 D - - 1 2 .0 脚部 E - 10 1 1

1 2 6 〟 ′′ 〟 15 ・2 2 1 ・8 1 2 ・6 焼 成前 3 カ所穿 孔 Eー1109*10

4 6 - 1 2 7 S D 1 0 1 弥生土器 甕 B - 18 ・4 - - ケズ リ 口綾 部 ～体 部上 位 口縁部 刺 突 E -10 33

1 2 8 S Z 10 3 〟 〟 - 14 ・4 1 6 .6 - 〟 〟 〟 E - 10 3 1

1 2 9 〟 〟 〟 - 16 .6 - - 〟 〟 E ー10 28

1 3 0 〟 〟 〟 - 20 .2 - - ナ デ 〝 口綾部 刺 突 E ー10 29

1 3 1 〟 〟 高杯 A - 18 ・6 - 杯 部 櫛 描 波状 文 E -10 30

1 3 2 〟 〟 〟 - 2 2 ・4 - ナ デ 杯 部 133 と同一 個 体 か ? E - 10 26

1 3 3 〟 ′′ 〟 - - l l .8 脚部 接地部分欠損 と焼成前 3 カ所穿孔 E -10 27

1 34 〟 〟 =:土=.壁 - - - 3 ・0 ノ、ケ 底 部 E -10 32

13 5 S Z 1 0 1 土 師 器 甕 C - 16 .0 - -
口綾 部 E - 114 1

13 6 〟 t〝 〟 - 14 ・6 - - ..
タ タ キ E ー112 9

13 7 〟 〟 甕 E - 13 ・8 2 3 ・0 - ナ デ パ ケ 台部 欠 損 E ー112 1

13 8 ′′ ′′ 甕
- - - 6 (4 台部 E - 113 6

13 9 〟 〟 〟 - - - 6 ・8 〟 E ー113 7

14 0 〟 〟 〟 - I - 8 )6 板 ナ デ パ ケ 〟 E -112 2

1 4 1 〟 〟 器 台
- 9 ・4 - ヘ ラ ミガ キ ヘ ラ ミガキ 脚 部 下 半 欠損 焼 成前 3 カ所 穿孔 E -112 7

1 4 2 〟 〟 高杯 F
- 1 2 .2 - ′′ 〟 杯 部 E ー112 8

1 4 3 〟 〟 高 杯 - - - 〟 脚 部 上 半 焼 成 前 3 カ所 穿 孔 E -1 14 3

1 4 4 〟 〟 〟 - - - ′′ 〝 〝 E -1 14 0

1 4 5 〟 弥生土器 高 杯 B
- 2 0 .i - 〟 杯 部 E -1 23 9

1 4 6 〟 〟 〟 - - 1 1 ・6 〟 脚 部 E -1 12 3

1 4 7 〟 土 師 器 高 杯 D
- I 1 0 .8 〟 〝 焼 成 前 3 カ所 穿 孔 E ー112 6

1 4 8 〟 〟 (=土コ.盟 - - 7 ・6 4 ・6 指 ナデ 休 部 下位 ～底 部 E -1 135

1 4 9 〟 〟 〟 - - - 2 )6 板 ナデ 〟 E ー12 40

4 7 - 1 5 0 S Z 10 2 〟 壺 D 3 0 ・2 1 4 .4 2 7 .6 6 ・2 パ ケ パ ケ E ー115 1

1 5 1 〟 弥生土器 高 杯 B
- 2 7 .4 - 杯 部 E - 12 28

1 5 2 〟 〟 〟 - 1 8 ・8 - 〟 E - 1 174

1 5 3 〟 土 師器 高 杯
- - - ヘ ラ ミガ キ 脚 部上 半 焼 成前 4 カ所 穿孔 E -1 177

1 54 〟 〟 〟 - I - 〟 〝 焼 成前 3 lカ所 穿孔 E -11 66

1 55 〟 〟 鉢 A 5 )6 5 ・6 3 .7 ヘ ラ ミガ キ 〟 E -11 57

1 56 〟 〟 聾 D
- 1 6 .9 I - /、ケ 口綾部 E -11 65

1 5 7 〟 〟 〟 - 19 .2 - - ナ デ 〟 E 一11 64

15 8 〟 〟 聾 C - 15 .6 - - 〟 ノ、ケ 〟 E -11 62

15 9 〟 〟 〟 - 15 .0 - I パ ケ 〟 口綾 部 ～体 部 中位 E -115 8

16 0 〟 〟 餐 - - - 7・3 〟 〟 台部 E -116 1

16 1 〟 〟 〟 - - - 5 ・3 〟 〟 E - 116 5

16 2 〟 〟 .=土コ)壁 - 2 7 .2 - - 〟 口綾 部 E -115 9

16 3 〟 ′′ 壺 F
- 2 1・8 - - ナ デ 〟 E -1 16 0

16 4 〟 土 師 質 壺形埴輪 - - - - ノ、ケ 屈 曲部 凸 帯貼 付 E -1 17 9

16 5 ′′ 土 師 器 甕 6 ・0 3 .2 4 .9 3 ・2 指 ナ デ 指 ナ デ ミニ チ ュア土 器 E -1 15 6

16 6 〟 ′′ 壺 F 7 ・5 6 ・4 6 ・4 0 (8 ナ デ ナ デ 〟 E -1 15 4

16 7 ′′ 〟 高 杯 E 7 (0 7 (8 5 (8 〟 〟 〟 E ー115 5

16 8 〟 ′′ 〟 6 .6 8 ・8 6 .0 〟 〟 〟 E -1 15 2

16 9 〟 〟 ′′ 6 .4 8 ・8 6 .0 〟 〟 〟 E -1 15 3

4 8 - 1 70 IIⅠ層 弥生土器 賓 E I 1 5 .4 - - 〟 ノ、ケ E -1 22 5

1 7 1 〟 〟 〟 - 2 2 ・8 - - 〟 〟 E -1 22 4

1 72 〟 土 師 器 聾 C - 1 9 ・2 - - 〟 〟 E -1 20 6

1 73 〟 ′′ 〟 - 21 .0 - - 〟 ナデ E -1 20 8

1 74 ′′ 〟 餐 4 .8 7 .4 4 ・0 〟 ミニチ ュア土 器 E -1 20 1
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図版 番 号 遺 構 器 種
法 量 (cm ) 釉 薬 ・調 整等

備 考
登 録

番 号器 高 口径 胴径 底 径 内 面 外 面

48ー17 5 Ⅲ 層 土 師 器 聾 4 ・8 7 ・4 4 ・0 〟 ミニ チ ュア土 器 E -120 3

17 6 〟 〟 高 杯 5 .5 1 0 .0 6 ヘ ラ ミガ キ ヘ ラ ミガキ 小 型 晶 E -1 22 6

17 7 〟 〟 高 杯 C
- - - 〟 脚 部 焼成 前 3 カ所穿 孔 E -1 19 1

17 8 〟 〟 壺 G
- l l .2 - - ヘ ラ ミガキ 〟 休 部 欠 損 E ー119 0

17 9 〟 弥生土器 壺 D - 1 5 .2 - - ノ、ケ 〟 E -1 19 5

18 0 〟 〟 〟 I 1 4 .8 - - パ ケ 〟 E ー1196

18 1 〟 〟 =ゴ:=)壁 - - - 4 ・0 ヘ ラ ミガキ ヘ ラ ミガキ E ー119 2

1 8 2 〟 〟 〟 - - I 5 (6 パ ケ E - 1 199

4 9ー18 3 〟 土 師質 埴 輪
- - - - 〟 パ ケ E - 12 68

1 8 4 〟 〟 〟 - - - - 〟 〟 凸 帯貼 り付 け E -12 66

1 8 5 〟 〟 〟 - - - - ′′ 〟 〟 E -12 6 7

ⅠⅠ期の遣物

図版番号 遺 構 器 種
法 量 (cm) 釉薬●調整等

癖 考 登録
番号器高 口径 胴径 底径 内 面 )外 面

52- 1 SB221 須恵器 杯蓋A 2(4 8(0 回転ナデ y3回転へラケズリ E-2059

2 〟 土師器 聾C - 15.9 - - ヨコナデ タテパケメ 口綾部内面ヨコパケメ。 Eー2060

3 SB226 須恵器 脚付盈 - 7.4 I
回転ナデ 回転ナデ Eー2115

4 SB239 〟 高杯
- 9(5 - 〟 y2回転へラケズリ胎土中に白色粘土シマ状に入る。 Eー2136

5 SB249 〟 細頸瓶 - - 19・8 - 〟 回転ナデ E-2323

6 SB238 〟 杯B 3.8 15・0 ll.5 〟 底部回転へラケズリ色調赤紫色。 E-2135

7 ′′ 〟 〟 3.6 13・8 ll.0 〟 〟 底部は高台より下に突出。 E-2134

8 SB206 〟 杯蓋B 3.3 15.3 〟 y2回転へラケズリほぼ完形。口縁部内端面自然釉。 E-2005

9 〟 ′′ ′′ 3.2 17・8 〟 〟 Eー2004

10 〟 〟 杯A 4(2 12.4 7・0 〟 底部回転へラケズリ Eー2002

ll 〟 ′′ 椀A - 13・4 - 〟 回転ナデ E-2245

12 〟 〟 椀B - 17.8 - 〟 〟 E-2108

13 ′′ 〟 椀A
- 14・0 - 〟 〟 E -2107

14 〟 〟 盤B 3(1 17・2 10.0 〟 底部回転へラケズリ底部回転糸切り痕。 E -2007

15 〟 〟 〟 2.8 17.2 9.4 〟 〟 底部完存。 E一2006

16 〟 〟 盤C
- 19・0 - 〟 回転ナデ 内面に線色の自然釉。 E-2003

17 〟 〟 円面硯 - 7(4 - 〟 短冊型透しあり。内面に自然釉。 Eー2008

18 〟 灰釉陶器 双耳瓶 15.0 3・5 9・3 5・1 〟 体部下y2回転
へラケズリ

面取りをした耳をもつ。ほぼ完形。 E-2001

19 〟 〟 長頭瓶
- 12.1 - - 〟 回転ナデ E-2109

20 〟 〟 〟 - - - 8.2 〟 回転へラケズリ E-2009

21 〟 須恵器 壺B - - - 14.2 〟 〟 底部ユビオサエとナデ。 Eー2010

・22 〟 〟 甕A
- 38.0 - - 〟 回転ナデ 外面黄土パケアリ。内面に自然釉。 E-2012

23 〟 〟 〟 - - - - 〟 平行タタキ E-2011

24 〟 土師器 聾C - 24・7 - - ヨコナデ ナナメパケメ E-2013

53- 25 SB209 須恵器 椀A 4)3 12.6 4.8 回転ナデ 底部回転糸切り準完形。 Eー2014

26 〟 〟 〟 3.8 12.8 6.8 ′′ 〟 色調燈色。 E-2015

27 ′′ 〟 杯蓋B 3)3 14・2 〟 y2回転へラケズリ口縁部内端面自然釉。 Eー2016

28 〟 土師器 賓C
- 16.0 - - 不整方向ナデナナメパケメ E -2018

29 〟 〟 〟 I 19.0 - - 〟 〟 口縁部内面ヨコパケメ。 E-2017

30 SB201 須恵器 椀A 4・4 13.8 6(4 回転ナデ 底部回転糸切り底部完存。 Eー2019

31 SB220 土師器 甕C
- 13・2 - - ヨコナデ ナナメパケメ 口緑部内面ヨコパケメ。 E-2023

32 SB201 〟 〟 - 22.0 - ヨコパケメ、ナデタテパケメ 口綾部内面ヨコパケメ。 Eー2021

33 SB207 須恵器 椀B - 16.4 -
回転ナデ 回転ナデ 体部下%回転へラケズリ。内面赤紫色。 E-2032

34 〟 〟 盤B
- 17.2 - 〟 〟 色調灰燈色。 E-2034

35 〟 〟 高盤 - 19.8 - 〟 〟 内面全体にうすい自然釉。 E-2031

36 〟 灰釉陶器 長頭瓶
- 10.7 - - 〟 〟 全面に灰釉かかり、外面はハクリ。 E-2033

37 〟 土師器 甕C
- 11・8 - - ヨコナデ タテパケメ 内面スス付着。口綾部内面ヨコパケメ。 E-2036

38 〟 〟 〟 - 13.1 - - 〟 〟 体外面スス付着。口綾部内面ヨリノ、ケメ。E-2039

39 〟 〟 〟 - 25.4 - - 〟 〟 口綾部内面ヨコパケメ。 E-2038

40 SB205 須恵器 杯蓋B
- 18.4 回転ナデ 全面回転へラケズリ E-2025

41 〟 土師器 賓 - 11・9 - - タテパケメ 口縁部内面スス付着。口縁部内面ヨコパケメ0 E-2024

42 SB203 須恵器 椀B 5)9 16・2 8(6 回転ナデ 体部下y2回転
へラケズリ

底部完存。色調暗茶褐色。 E-2028

43 〟 灰釉陶器 長頭瓶
- I - 10・0 〟 回転へラケズリ灰釉は光沢があり緑色。 E-2029
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番 号
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53- 4 4 S B 2 1 7 土 師器 餐
- 16 ・8 - - ヨコナ デ タ テハ、「ケ メ E -20 5 3

4 5 〟 ′′ 聾 C - 2 4 .4 - - 〟 〟 口縁部外面スス付着。口縁部内面 ヨコパケメ。 E -20 5 2

4 6 〟 〟 〟 - - - 5 (8 〟 タテ/、ケメ、
ナナメノ、ケメ

底 部 完存 。 底 部 に ス ス付 着 。 E ー205 4

54ー 47 S B 2 2 3 須 恵 器 杯 A 4 (4 1 2 ・0 6 ・0 回転 ナ デ 回転へラケズ リ 底 部 完存 。 E -2 06 1

4 8 〟 〟 〟 3 ・7 1 3 .2 7 (8 回転 ナ デ 回転へラケズリ E -2 06 2

4 9 ′′ 土 師 器 甕 C - - - 5 ・8 ヨ コナ デ ナナメパ ケメ 底 部 完 存。 底 部 に スス付 着 。 E -2 1 10

5 0 〟 〟 〟 - - - 6 .2 〟 〟 底 部 完 存。 E -2 06 3

5 1 S B 2 1 8 ′′ 〟 - 2 0 .4 - - 〟 〟 口縁 部 内 面 ヨ コパ ケ メ。 E -2 05 5

52 〟 〟 〟 - 2 0 .2 - - 〟 ヨ コナ デ E -2 05 6

5 3 S B 2 19 須 恵 器 杯 A 3 )1 13 .0 6 ・6 回転 ナ デ 底部回転へラケズリ E -2 24 7

5 4 S B 2 16 土師 器 聾 C - 18 .0 - - ヨ コナ デ タテ パ ケ メ E -2 0 65

5 5 S B 2 16 〟 〟 - - - 4 )0 〟 〟 底部 に ス ス付着 。 E -20 66

5 6 〟 須恵 器 甑 A - 2 7 .4 - -
焼成 不 良で 軟質 。 E ー20 64

5 7 S B 2 13 〟 盤 B - - 9 (0 回 転 ナ デ 底部回転へラケズリ 内 面重 ね 焼 き痕 。 E ー20 58

5 8 〟 灰釉陶器 長 頭瓶 - - - 8 ・7 回 転 ナ デ 体部下y2回転
へラケズリ

底部 完 存 。 高 台下 端 モ ミ ・茎 痕 。 E ー20 57

5 9 S B 22 7 須恵 器 杯 蓋 B 3 ・0 1 3・8 - 〟 y2回転へラケズリ 口縁端 部 内 外 面 に 自然 釉 。 E -2 108

6 0 〟 〟 〟 3 .5 14 .7 - 〟 ′′ E - 2 102

6 1 〟 〟 〟 - 1 4 .8 - 〟 〟 内 面 に ヘ ラ記 号。 E -2 10 7

6 2 〟 〟 ′′ - 13 ・6 - 〟 〟 内面にヘ ラ記号。口縁端部内面に 自然釉。 E -2 10 9

6 3 〟 〟 椀 A 4 (7 1 2 .3 6 ・3 〟 底部回転糸切り 準 完形 。 色 調 樫 色。 E -2 10 6

6 4 〟 ′′ 杯 A 3 ・6 1 2 .9 8 ・8 〟 底部回転へラケズリ E -2 10 5

6 5 〟 〟 椀 A 4 .2 1 2 ・7 6 )2 〟 底部回転糸切 り 準 完 形 。焼 成 や や 不 良。 E -2 10 4

6 6 〟 〟 〟 4 (4 1 2 ・3 5 .9 〟 〟 ほぼ 完 形。 色 調 樫 色。 E -2 10 3

6 7 〟 灰釉 陶器 長 頭 瓶 - - 15 .9 - 〟 回転 ナ デ 色 調 赤 紫 色。 濃 緑 色 の灰 釉 。 E ー21 12

. 6 8 〟 土 師 器 聾 C - 1 9 .2 - - ヨコノ、ケメ、ナデ ナ ナメノ、ケメ 口綾 部 内 面 ヨコノ、ケ メ。 E -2 1 13

6 9 〟 〟 〟 - 2 0 .8 2 3 . 1 - ヨ コナ デ 〟 口縁 部 内 面 ヨコパ ケ メ。 E ー21 14

7 0 S B 2 4 3 灰釉 陶器 長 頭 瓶 - - - -
回転 ナ デ 回転 ナデ 緑 色 の 灰釉 。 E ー21 25

7 1 ′′ 須 恵 器 鉢 B - 16 .4 1 6 ・4 - 〟 〟 E 一21 23

7 2 〟 〟 壺 A
- - - 12 .4 〟 ′′ 焼 成 不 良 で赤 褐 色 を 呈 す。 E -2 1 24

5 5 - 7 3 S B 2 2 5 ′′ 杯 蓋 B - 15 ・2 - 〟 y2回転へラケズ1) 口縁 端 部 内面 に 自然 釉。 E -2 1 16

7 4 〟 〟 椀 A - - 6 .0 〟 底部回転糸切 り E -21 17

7 5 〟 〟 鉢 C - 19 .6 - 〟 回転 ナ デ E -21 18

76 S B 2 4 4 〟 杯 蓋 B - 13 .8 - 〟 y2回転へラケズ1) 口縁 端 部 内 外面 に 自然 釉 。 E -23 10

7 7 〟 ′′ 〟. - 16 .8 - 〟 回 転 ナ デ 内 面 に 自然 釉。 盤 B の 可 能性 あ り。 E -23 1 1

78 〟 〟 盤 B 3 ・0 16 .6 9 .4 〟 底部回転へラケズリ 色 調燈 色 。 内 面 に 自然 釉 。 E -23 12

79 〟 土 師器 聾 C - 19 .0 - -
ヨコナ デ タテ●ナナメパケ 口縁部 内面 ヨ コパ ケ メ。 E -23 13

8 0 S B 2 4 6 須恵 器 杯 蓋 B - 1 7 .0 -
回 転 ナ デ y2回転へラケズリ E -23 15

8 1 〟 〟 椀 B 5 .3 1 5 .4 7 ・3 〟 底部回転へラケズリ E -23 14

8 2 〟 灰釉陶器 平 瓶 - - - -
把 手 は ヘ ラ に よ る面 取 り。外面 施 釉 。 E -23 16

8 3 〟 須 恵器 甑 A - - - 1 9 ・6 回転 ナ デ 回 転 ナ デ 底 部 円孔 は 4 方 か。 E -23 1 7

8 4 S B 24 7 〟 盤 B - 2 1 .0 - 〟 〟 E - 23 18

8 5 〟 土 師器 聾 C - 1 9 .8 - -
ヨコ ナデ ナナ メノ、ケメ 口綾部内面 ヨコパケメのち ヨコナデ。 E 一2319

8 6 S B 2 4 5 〟 〟 - 2 6 ・0 - - 〟 〟 口縁部内面 ヨコノ、ケメのちヨコナデ。 E -2 32 1

8 7 〟 〟 〟 - 1 7 .0 - - 〟 〟 口縁 部 内面 ヨコパ ケメ。 E -2 32 2

8 8 S B 2 3 1 灰釉 陶器 皿 3 ・2 1 5 .4 7 (6 回転 ナ デ 底部回転へラケズリ 休 部 の み 施釉 。 E -2 13 0

8 9 〟 〟 〟 - 1 5 ・2 - ′′ 回転 ナデ 焼 成 や や不 良で 釉 調 は不 明 。 E -2 13 2

9 0 〟 〟 梶 - - 7 ・6 〟 体部下y2回転
へラケズリ

休 部 の み 施釉 。 E -2 13 1

9 1 S B 2 4 8 須 恵 器 杯 A - 13 ・4 -
回転 ナ デ 回転 ナデ 全 面 に 自然釉 。 E -2 32 0

9 2 S B 2 2 8 灰釉陶器 蓋 - 18 ・6 - 〟 〟 全 面 パ ケに よ る施 釉0 一 部 剥離 。 E -2 13 3

9 3 〟 鉄 製 品 刃部 - - -
完 形 。 M -2 00 1

9 4 S B 2 4 1 灰釉陶器 皿 2 (1 16 .2 8 .8 回転 ナ デ 底部回転へラケズリ 内面 全 体 に施 釉 。 E -2 12 6

9 5 〟 土 師 器 要 C - 17 ・6 - - ヨ コノ、ケ メ ナナメパ ケメ E -2 12 8

9 6 〟 〟 聾 - - - 5 .9 不整方向ナ
デ、ケズリ ナナメパ ケメ 外面 ス ス付着 。 底 部 モ ミ痕 。 E -2 12 9

9 7 〟 須 恵 器 鉢 C - - 8 (6 回 転 ナ デ 底部回転糸切 り 内面 磨 滅 す る。 底 部 穿孔 。 E -21 27

5 6 - 98 S B 2 2 0 〟 椀 A 3 ・8 13 .8 5 .6 〟 底部回転糸切 り 完形 。 火 ダス キ あ り。 E -20 45

9 9 〟 灰釉陶器 梶 4 .7 14 ・0 6 (6 〟 体部下y3回転
へラケズリ

底部 完 存 。 灰釉 は ほ とん ど剥 離 。 E -20 42

1 0 0 〟 〟 〟 - 15 .2 i 〟 回 転 ナ デ E -20 20

1 0 1 〟 〟 〟 4 (1 14 .0 6 .4 〟 〟 準 完形 。 休 部 の み施 釉 (ノ、ケ ヌ リ)～ E - 20 4 7

1 0 2 〟 〟 〟 4 )2 1 6 .6 8 (1 〟 〟 口縁部 内面 の み 施釉 (ノ、ケ ヌ リ)～ E - 20 44

1 0 3 〝 〟 〟 4 .5 1 6 .0 7 .6 〟 回転へラケズ リ E -20 46
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番 号器 高 口径 胴 径 底 径 内 面 外 面

56ー10 4 S B 2 2 0 灰釉 陶器 皿 2 .4 1 4 .0 6 ・4 回転 ナデ 底部回転糸切り痕 内面 全 面施 釉 。 E -2 04 1

1 0 5 〟 〟 〟 2 .7 1 5 ・4 8 )0 〟 底部回転へラケズリ 内 面 全 面施 釉 (パ ケ ヌ リ)～ E -2 04 0

1 0 6 〟 〟 〟 2 )4 1 4 ・6 6 ・6 〟 〟 内 面 全 面 ～体 外 面 施釉 。 E -2 24 6

1 0 7 〟 緑釉 陶器 梶 5 (5 1 6 .0 8 (2 ヘ ラ ミガキ 体部下y3回転
へラケズリ

緑 釉 陶器 素 地 。 E -2 04 3

1 0 8 〟 〟 長 頭 瓶
- I 13 .7 7 .4 回転 ナデ 体部下2/3回転

へラケズリ
肩 部 灰釉 パ ケ ヌ リ0 E -2 048

1 0 9 ′′ 〟 〟 - - 16 ・4 - 〟 体部下y3回転
へラケズリ

肩 部 に うす く施 釉0 E -2 049

1 1 0 〟 土 師器 甕 C
- 1 5 .0 - - ヨコ ナデ ナナ メパケメ 口縁 部 内面 ヨコパ ケメ。 E -2 05 1

1 1 1 〟 〟 ′′ - 11 ・8 - - 〟 〟 口綾 部 内面 ヨコパ ケメ。 E -2 06 7

1 1 2 〟 ′′ 〟 - 16 .0 - - 〟 〟 E -2 05 0

1 1 3 S K 2 1 3 須恵 器 杯 蓋 A
- 1 0 .2 回転 ナ デ 回 転 ナ デ 外 面 に濃 緑 の 自然釉 。 E -2 20 2

1 1 4 〟 〟 杯 蓋 B
- 1 4 ・0 〟 〟 内 面 に 自然 釉 。 E ー220 1

1 1 5 S K 2 1 4 〟 杯 蓋 A - 1 4 .8 ・〟 回転へラケズ リ E ー220 0

1 1 6 S K 2 1 5 〟 甑 B
- 2 8 .4 - I 〟 回 転 ナ デ

I. E ー219 4

1 1 7 S K 2 3 3 ′′ 杯 蓋 H - l l .8 ′′ 〟 E -2 17 3

1 18 S K 2 34 ′′ 壺 蓋 2 ・5 1 0 .5 〟 % 回転へラケズリ E -2 07 0

1 1 9 S K 2 04 〟 高 杯
- l l .4 - - -

焼 成不 良で 軟 質 の ため 調 整不 明。 E -2 174

1 2 0 S K 2 3 5 〟 杯 B 3 .7 14 ・6 1 0 .9 回 転 ナ デ 底部回転へラケズリ 底 部 の 中心 をこ回転 糸 切 り痕。 E -2 17 5

1 2 1 S K 2 36 土 師 器 聾 C - 1 6 .0 - - ヨコナ デ ナナメパケメ 口緑部 内面 ヨ コパ ケ メ。 E -22 05

1 22 〟 〟 甑 - - 18 .8 ヘ ラ ケズ リ タ テパ ケメ E ー22 04

1 23 〟 須 恵 器 鉢 C
- 2 0 .」 -

回 転 ナ デ 平 行 タタ キ 体 外面 に沈 線 1 条 。 E - 22 06

12 4 S K 26 8 〟 〟 - 1 7 .5 - 〟 回 転 ナ デ E -22 07

12 5 S K 2 12 〟 椀 A 4 .1 13 ・0 6 ・4 〟 底部回転糸切 り 内 外面 火 ダ スキ。 底 外 面 へ ラ記 号 。 E -23 25

5 7ー12 6 S K 26 〟 杯 蓋 B 3 (8 14 ・1 〟 y2回転へラケズ1) 準 完形 。 内 面 全面 に濃 緑 の 自然 釉 。 E -2 152

12 7 〟 〟 〟 3 )6 13 .8 〟 〟 口縁部 に うす い 自然 釉 。 E -2 155

12 8 〟 〟 〟 3 (5 13 .4 〟 〟 準 完形 。 E ー2156

12 9 〟 〟 〟 3 .4 14 .0 〟 〟 E - 2 157

13 0 〟 〟 〟 5 )3 2 2 ・3 〟. % 回転へラケズリ 色調 淡 赤 紫 色。 若 干 軟 質。 E -2 154

13 1 〟 〟 椀 A 3 ・5 12 ・8 6 .2 〟 底郎回転糸切 り 底部 完 存 。 E ー2144

13 2 〟 〟 〟 3 (6 12 .8 6 ・2 〟 〟 底部 墨 書 「庚 」 カ。 E ー21 41

13 3 ′′ 〟 〟 2 .8 9 (5 5 ・9 ′′ 〟 準完 形 。 E -21 45

13 4 〟 〟 杯 A 3 (6 l l .9 8 (0 〟 底部回転へラケズリ 準完 形 。 外 面 に一 部 自然釉 。 E -21 46

13 5 〟 〟 椀 A 3 .8 12 ・9 6 .2 〟 底部回転糸切 り E -21 42

13 6 〟 〟 1/y 4 (5 13 ・0 5 )5 〟 〟 色調 燈 色 。 E -21 43

13 7 〟 ′′ 杯 B 4 ・7 10 ・6 7 .2 〟 底部回転へラケズリ 準完形。底部糸切 り痕。底部 にツメ痕。 E -21 48

13 8 〟 〟 〟 4 .4 10 .6 7 ・2 〟 〟 準 完 形 。 底部 糸 切 り痕 。 E -2 1 47

13 9 〟 〟 椀 A 4 .6 13 .5 5 ・8 〟 底部回転糸切 り E -2 1 39

14 0 〟 〟 〟 4 .6 13 .1 4 ・8 〟 〟 底 部 完 存。 E ー214 0

14 1 〟 〟 杯 B 4 (8 2 1 ・9 1 5 .8 〟 底部回転へラケズリ E -2 15 1

14 2 〟 〟 盤 B 3 ・3 14 ・0 8 ・3 〟 〟 内面 に 重 ね焼 き痕 。 E -2 14 9

14 3 〟 〟 〟 2 (8 14 .4 8 ・9 〟 〟 内面 に 重 ね焼 き痕 。 E ー215 0

14 4 〟 〟 壺 蓋 2 .8 1 0 ・0 ′′ 外面は全面に濃緑色の自然釉が厚くかかる。 E ー215 3

14 5 〟 土 師 器 甕 C - 1 7 .6 - - ヨ コパ ケ メ タ テ ハ ケ メ E -2 15 8

14 6 ′′ 須 恵 器 〟 - 18 .0 - - 〟 ヨ コナデ 口綾 部 内面 ヨコノ、ケ メ。 E -2 15 9

14 7 S K 2 0 1 〟 椀 B 4 .7 1 3 .6 6 )8 回転 ナデ 底部回転へラケズリ E -2 07 2

14 8 〟 〟 〟 - 7 .7 〟 〟 E -2 07 1

14 9 〟 土 師 器 賓 C
- 1 7 ・0 - - ナデ、ユビオサエ ナナ メノ、ケメ 口縁部内面 ヨコハケメ。全面にスス付着0 E ー207 5

15 0 〟 ′′ 〟 - 21 .6 - - ヨコ ナデ 〟 口縁 部 内面 ヨコパ ケ メ。 E -2 07 4

15 1 〟 ′′ 〟 I 23 .4 - - ナデ、ユビオサエ 〟 口綾 部 内面 ヨ コパ ケ メ。 E -20 7 3

15 2 S K 2 3 7 須 恵 器 土 錘
- -

色 調 灰褐 色 。 E -23 2 7

15 3 〟 〟 〟 - - 色 調灰 褐 色 。 E -23 26

15 4 S K 2 0 7 灰釉 陶器 長 頸 瓶 - 7 ・9 - - 回転 ナ デ 回 転 ナ デ E -2 172

5 8 - 15 5 S K 2 0 3 〟 梶 5 ・4 1 5 .9 7 .0 〟 体部下y3回転
へラケズリ

内 面 の み施 釉 (パ ケ ヌ リ)。底 部 完 存。 E -20 7 7

15 6 〟 〟 〟 4 .9 1 6 .6 8 ・4 〟 ′′ 内面 のみに施釉す るが剥離。底部完存。 E -20 83

15 7 〟 〟 ′′ 4 ・2 1 5 ・6 7 .0 〟 底部回転へラケズリ 体部 内外面施釉 (ハケ ヌリ)。底部完存。 E -20 79

15 8 〟 〟 皿 3.3 1 3 .7 6 ・3 〟 体部下y3回転
へラケズリ

休部 内外 面 施釉 。 底 部 完存 。 E ー20 82

15 9 〟 〟 〟 3.3 1 4 .8 7 ・2 〟 底部回転へラケズリ 体部 内外 面 施釉 (パ ケ ヌ リ)～ E - 20 78

16 0 〟 ′′ 〟 3.0 1 3 .8 7 (0 〟 回 転 ナ デ 休部 内外 面 施釉 (パ ケ ヌ リ)～ E - 20 76

16 1 〟 〟 梶 - 8 (0 〟 〟 休部 内外 面 施釉 。 E ー20 8 1

16 2 〟 〟 皿 - 6 .5 〟 底部回転糸切 り 休部 内外 面 施釉 。 E -20 80

16 3 〟 〟 段 皿 4 ・0 2 0 .5 8 ・8 // r 回 転 ナ デ 休部 内外 面 施釉 。 内 底 面墨 付 着 。 E -20 84
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備 考
登 録

番 号器 高 口径 胴 径 底 径 内 面 外 面

58- 1 6 4 S K 2 0 3 土 師器 甕 A
- 1 1 ・5 - - ナ ナ メパ ケ E ー208 8

1 6 5 〟 〟 ′′ - 15 ・4 15 .5 - 〟 E -2 08 7

1 6 6 〟 〟 ′′ - 16 ・8 18 .2 - ヨ コナデ 〟 口綾 部 内面 ヨコパ ケ メ。 E ー208 6

1 6 7 〟 〟 甕 C
- 1 7 .9 - - タ テパ ケ メ 口縁 部 内 面 ヨコパ ケ メ0 E ー208 5

1 6 8 〟 〟 〟 - 2 3 .6 2 3 .0 - ナナ メパ ケメ E -2 08 9

1 6 9 〟 〟 〟 - 2 3 .0 - I 不整方向ナデ タ テノ、ケ メ 口縁 部 内 面 ヨコノ、ケ メ。 E -2 09 0

1 7 0 S K 2 0 5 灰釉 陶器 梶 4 (9 1 6 .2 8 (0 回転 ナデ 底部回転糸切 り 休 部 内 外 面施 釉 。 底部 完 存 。 E ー216 2

1 7 1 〟 〟 〟 - - 7 (8 〟 回転 ナデ 底 部 完 存。 E -2 16 1

1 7 2 〟 〟 皿 - - 6 .5 〟 〟 休 部 内 外 面施 釉 。 底部 完 存 。 E ー216 0

1 7 3 〟 土 師 器 甕 D
- 1 5 ・8 - -

ヨ コナ デ タ テパ ケ メ 口頚 部 内 面 ヨコパ ケ メ。 E -2 16 4

1 7 4 〟 〟 〟 - 2 3 .6 2 6 .0 - ヨ コパ ケ メ タ テノ、ケ メ E ー216 3

59 - 17 5 S K 2 10 須 恵 器 砥 - - 8 .0 - 回転 ナ デ 回転 ナデ 休 部 刺 突 文 あ り。 E -2 3 33

17 6 〟 灰釉 陶器 輪 花 椀
- 19 .2 - 〟 体部下y3回転

へラケズリ
休 部 内 外 面 を施 釉 す る が剥 離 。 E -2 32 8

17 7 〟 〟 ′′ 5 .1 1 6 ・6 7 .8 ′′ 底部回転へラケズリ 休 部 内 外 施釉 (ノ、ケ ヌ リ)～ E ー232 9

17 8 S K 2 0 9 〟 梶 4 .9 1 5 .6 7 )8 〟 回転 ナデ 休 部 内 外 面施 釉 。 E -2 3 35

17 9 〟 〟 皿 3 .2 1 4 .2 6 (2 〟 〟 口綾 部 内 外面 施 釉 。 E -2 3 34

18 0 S K 2 1 1 〟 梶 - - 7 ・4 〟 底部回転へラケズリ E -2 3 32

18 1 〟 ′′ 〟 5 ・3 1 6 ・6 7 .6 〟 体部下% 回転
へラケズリ

口綾 部 内 外面 施 釉 。 E ー23 31

1 8 2 S K 2 1 6 須 恵 器 杯 蓋 H
- 1 0 ・4 - 〟 回転 ナデ E 一219 2

1 8 3 S K 2 1 7 〟 施 - 7 ・2 - 〟 〟 口綾 部 内 面 自然 釉 。 E -21 95

1 8 4 S K 2 1 8 ′′ 杯 A - 1 0 .2 - 〟 底部回転へラケズリ E ー21 93

1 8 5 S K 2 1 9 灰釉 陶器 梶
- 16 ・8 - 〟 体部下y3回転

へラケズリ
内面 の み 施釉 。 E ー21 98

1 8 6 S K 2 2 0 須 恵 器 鉢 C - 1 6 .6 - 〟 回転 ナデ 外 面 自然 釉。 E -21 97

1 8 7 S K 2 2 1 〟 高 盤 - 1 8 ・4 - 〟 〟 全 面 自然 釉。 E ー218 6

1 8 8 S K 2 2 2 〟 盤 C
- 1 9 ・5 - 〟 盤部下y2回転

へラケズリ
E -21 96

1 8 9 S K 2 2 3 〟 杯 B - - 5 ・6 〟 回転 ナデ 底 部 完 存 。底 部 へ ラ記 号 「×」。 E -21 99

1 9 0 S K 2 2 4 〟 甑 C
- - - - ナ デ ナ デ 把 手 。 E -218 9

1 9 1 S K 2 2 5 〟 杯 A
I - 7 (4 回転 ナ デ 底部回転へラケズリ E ー21 91

1 9 2 S K 2 2 6 〟 盤 B 2 .7 1 4 ・0 8 ・2 〟 〟 内面 重 ね 焼 き痕 。 E 一219 0

1 9 3 S K 2 2 7 〟 聾 A - 1 7 .0 - - 〟 平行 タ タキ E ー218 5

19 4 S K 2 2 8 灰釉陶器 長 頭 瓶 - - - 9 (0 〟 底部回転へラケズリ 口頚 部 三 段接 合 。 E -2 34 9

1 9 5 S K 2 2 9 須 恵 器 杯 A 4 (1 10 .4 6 )0 〟 底部静止へラケズリ 燈 色 。 底 部 中心 に糸 切 り痕 。 E ー21 03

1 9 6 S K 2 3 0 灰釉陶器 梶
- I 6 ・8 〟 底部回転へラケズリ 内外 面 施 釉す るが ハ ク リ。 E ー218 7

19 7 S K 2 3 1 須 恵 器 杯 蓋 B - 14 ・2 ′′ % 回転へラケズリ 口縁 端 部 内外 面 自然 釉。 E -2 1 06

19 8 〟 〟 椀 A 4 .1 12 .4 6 )4 〟 底部回転へラケズリ 底 部 完 存 。 E -2 1 05

19 9 〟 〟 〟 3 .9 13 .0 5 .8 〟 〟 E -2 10 4

2 0 0 S K 2 3 2 灰釉陶器 梶 4 ・1 13 .6 6 ・8 〟 底部回転へラケズリ 底部内面に重ね焼 き痕。釉調不明。 E ー218 8

6 0ー20 1 S K 2 3 8 須 恵 器 杯 蓋 H 2 ・8 9 .8 〟 y2回転へラケズリ 内面 中 心 ユ ビオサ エ 。 E -2 1 71

2 0 2 III層 〟 〟 3 ・7 10 ・5 〟 . % 回転へラケズリ E -2 38 8

2 0 3 〟 〟 杯 H - 9 ・6 - 〟 底部回転へラケズリ E -2 36 9

2 0 4 ′′ 〟 〟 - 8 .4 - 〟 回転 ナデ 体 外 面 自然釉 か か る。 E -2 24 5

2 0 5 ′′ 〟 〟 2 .2 8 .6 5 (5 〟 底部回転へラケズリ E -2 36 8

2 0 6 〟 ′′ 杯蓋 A 2 ・8 10 .4 〟 y2回転へラケズリ E ー239 0

2 0 7 〟 〟 〟 3 .1 9 (0 〟 % 回転へラケズリ E ー238 9

2 0 8 〟 ′′ 〟 - 17 .0 〟 回転 ナデ E -2 29 5

2 0 9 〟 〟 〟 - ll .0 〟 % 回転へラケズリ E -2 39 1

2 10 〟 〟 杯 蓋 B 2 .8 l l .6 〟 y2回転へラケズ1) E -2 2 18

2 1 1 〟 〟 〟 3 (1 14 .4 〟 ′′ E -2 29 4

2 12 〟 〟 〟 2 ・7 14 ・4 〟 〟 内面 へ ラ記号 。 E -2 2 19

2 13 〟 〟 〟 3 .1 5 13 ・4 〟 〟 口縁 端 部 内外 面 自然釉 。 E -2 29 8

2 14 S Z 1 0 2 〟 〟 3 (2 14 .8 〟 〟 準 完 形 。燈 色 。 E -2 18 4

2 15 IIⅠ層 ′′ 〟 3 (7 12 .6 〟 〟 E ー239 3

2 16 〟 〟 〟 3 .6 12 .4 〟 〟 歪 み 著 しい。 E ー239 4

2 17 〟 〟 〟 - 14 .0 〟 ′′ E -2 29 7

2 18 〟 〟 ′′ 2 ・4 15 .8 〟 ′′ 口縁 端 部 内面 に 自然釉 。 E 一229 6

2 19 〟 〟 〟 5 ・0 13 .0 〟 〟 E -2 39 2

2 2 0 〟 〟 〟 3 )4 17 、6 〟 〟 口縁 端 部 内外 自然 釉 。 E ー222 0

2 2 1 〟 〟 〟 4 ・6 19 .4 〟 % 回転へラケズリ E -2 29 9

2 2 2 〟 〟 杯 A 4 )5 9 (8 2 .5 〟 底部回転へラケズリ E -2 24 7

2 2 3 〟 〟 // A 3 .2 11 ・4 9 (0 〟 〟 E 一237 7
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図 版番 号 遺 構 器 種
法 量 (cm ) 釉 薬 ●調 整 等

備 考
登 録

番 号器 高 口径 胴 径 底 径 内 面 外 面

60ー22 4 IIⅠ層 須 恵 器 杯 A 3 ・5 1 1 ・8 5 .8 回転 ナ デ 底部回転へラケズリ 底 部 へ ラ記 号 「×」。 E -2 2 14

2 2 5 〟 〟 〟 3 )9 l l .0 7 .0 〟 〟 E -2 37 9

2 2 6 〟 〟 〟 3 ・9 1 3 ・0 6 (5 ′′ 〟 底 部 墨 書。 E -2 2 17

2 2 7 〟 〟 〟 4 (3 1 2 .4 7 .4 〟 〟 E ー237 5

2 2 8 〟 〟 〟 3 .5 1 2 .6 8 ・8 回転 ナ デ 底部回転へラケズリ E -2 37 8

2 2 9 〟 〟 〟 3 ・6 1 2 ・8 8 ・2 ′′ 〟 E -2 09 5

2 3 0 〟 〟 〟 3 (2 1 2 .6 9 .8 〟 〟 E ー225 4

2 3 1 〟 〟 〟 3 (9 1 2 .8 6 .4 〟 〟 E -2 25 2

2 3 2 〟 〟 〟 3 (4 1 3 .0 9 .2 〟 〟 E ー225 5

2 3 3 S D 2 4 〟 〟 3 (4 l l .4 5 .4 〟 ′′ E -2 34 0

2 3 4 Ⅲ層 〟 〟 4 .5 1 2 .0 6 ・4 〟 〟 E ー238 0

2 3 5 〟 〟 〟 4 (5 1 2 .6 6 .6 〟 ′′ 底 部 糸 切 り後 粘 土 充填 〇 位 色 。 E ー225 3

6 1ー23 6 〟 〟 椀 A 3 .8 l l .6 5 ・8 〟 底部静止糸切 り E -2 38 1

2 3 7 ′′ 〟 杯 A 3 ・9 1 2 .4 4 (0 〟 底部静止へラケズリ E ー23 76

2 3 8 〟 ′′ 椀 A 3 )3 1 3 ・6 5 (8 ′′ 底部回転糸切 り 内面 に 自然釉 。 E ー22 24

2 3 9 〟 〟 〟 3 ・6 1 2 .2 6 .0 〟 〟 E -2 2 22

2 4 0 S K 2 3 9 〟 〟 4 ・0 1 3 ・4 6 ・8 〟 〟 底 部 へ ラ記 号 。 E -2 16 6

2 4 1 Ⅲ層 〟 〟 3 ・7 1 2 .4 5 ・6 〟 〟 E -2 3 72

2 4 2 III層 〟 〟 4 ・1 1 3 .4 6 .4 〟 〟 E 一224 9

2 4 3 ⅠⅠ層 〟 〟 41 ・ 12 .3 5 .8 ′′ 〟 完 形 。 E -2 35 4

2 4 4 III層 〟 杯 B 4 .1 1 4 .8 1 0 .8 〟 底部回転へラケズリ E -2 2 10

2 4 5 〟 〟 〟 3 .6 1 4 .6 1 1 ・4 ′′ 〟 E -2 26 5

2 4 6 ′′ 〟 〟 3 )7 1 8 ・4 1 3 .6 〟 〟 E ー226 7

2 4 7 〟 〟 〟 4 (3 1 7 .2 1 2 .0 〟 回転 ナデ E ー226 6

2 4 8 〟 〟 〟 4 ・5 1 8 .5 1 3 ・4 〟 底部回転へラケズリ 底 外 面 回 転 へ ラ ケズ リ。内面 墨 付着 。 E -2 2 12

2 4 9 〟 〟 〟 7 (0 1 7 .2 l l .6 〟 〟 休 部 内 外 面 自然 釉 。 E -2 2 11

2 5 0 S Z 10 1 〟 〟 7 (2 1 7 .0 l l .4 〟 ′′ 底 部 へ ラ記号 。 E -2 1 77

2 5 1 IIⅠ層 〟 双 耳 杯 4 )5 1 0 、4 7 (0 〟 〟 E -2 2 13

2 5 2 〟 〟 椀 B
- 1 2 .0 - ′′ 回転 ナデ E -2 24 8

2 5 3 〟 〟 ′′ 5 ・9 1 6 ・0 8 )4 〟 底部回転へラケズリ 口縁 端 部 に朱 付 着 。 E -2 25 6

2 5 4 S Z 10 1 〟 椀 D 4 (4 1 6 .6 1 2 .2 〟 〟 底 部 が 高 台 よ り下 に 突 出。 E ー21 76

2 5 5 〟 〟 ′′ - 16 .8 - ′′ 回転 ナデ E -2 1 78

2 5 6 IIⅠ層 〟 盤 A - 2 2 .4 2 1 .4 〟 体部下% 回転
へラケズリ

E ー228 0

2 5 7 〟 〟 〟 - 2 5 ・6 - 〟 体部下y3回転
へラケズリ

E -2 2 79

2 5 8 〟 〟 盤 B 3 ・1 1 4 ・0 6 ・4 〟 底部回転へラケズリ E -2 38 3

2 5 9 〟 〟 〟 2 ・8 1 4 ・2 7 ・6 〟 〟 底 部 完 存。 E -2 27 0

2 6 0 〟 〟 〟 2 )4 1 3 ・0 7 ・6 〟 〟 外 面 に 濃 緑 の 自然 釉。 E -2 27 1

2 6 1 〟 〟 高 盤 - 14 .2 - 〟 回転 ナデ E ー230 2

2 6 2 ′′ 〟 盤 C - 2 0 ・8 - 〟 〟 全 面 に 自然 釉 。 E -2 30 3

2 6 3 〟 ′′ 高 杯
- 9 ・2 - 〟 〟 体 外 面 に 2 本 の沈 線。内面 に 自然釉 。 E -2 30 5

2 6 4 〟 〟 脚 付 盈 - 7 ・6 - 〟 〟 体 外 面 に沈 線 3 本 。 E -2 30 4

2 6 5 〟 〟 〟 - - - 〟 〟 体 外 面 に沈 線 1 本 。 内面 に 自然釉 。 E -2 23 2

2 6 6 〟 〟 高 杯
- - 7 .0 〟 〟 E -2 35 8

2 6 7 〟 〟 〟 - - 8 (2 〟 〟 E -2 30 1

2 6 8 〟 〟 脚 付 盈 - - 6 (5 〟 〟 体 外 面 に沈 線 1 本 。 内面 に 自然釉 。 E -2 23 1

2 6 9 〟 〟 高 杯
- - 9 (0 〟 〟 E -2 30 6

6 2ー27 0 〟 〟 鉢 B . - 8 .6 - 〟 底部回転へラケズリ E -2 24 6

2 7 1 Ⅰ層 〟 〟 4 ・9 9 ・6 4 (2 〟 体部下y3回転
へラケズリ

準 完 形 0 E -2 40 4

2 7 2 Ⅲ層 〟 鉢
- 10 .2 - 〟 回転 ナデ E -2 25 1

2 7 3 S Z 10 1 〟 鉢 C - 1 4 .1 - 〟 〟 E -2 18 1

2 7 4 Ⅲ層 〟 〟 - - - 〟 休部下部回転
へラケズリ

休 部 上 部 に波 状 文。体 外 面 に 墨 付着 。 E ー223 4

2 7 5 〟 〟 〟 - - 8 .4 〟 底部回転糸切 り 底 部 に刺 尖 痕 。 E -2 30 0

2 7 6 〟 〟 壺 B - 5 (4 8 (7 - 〟 体部下y2回転
へラケズリ

肩 部 に 自然 釉 。 E -2 2 76

2 7 7 〟 〟 〟 - 1 4 .0 - - 〟 回転 ナ デ E -2 28 3

2 7 8 〟 〟 〟 - - - 5 (1 〟 底部回転糸切 り 休 部 下 部 は 回転 へ ラケ ズ リ。 E -2 2 73

2 7 9 S Z 1 0 1 〟 〟 - 1 7 .6 - - 〟 回転 ナ デ 口縁 部 に段 。 E -2 17 9

2 8 0 ⅠⅠⅠ層 〟 〟 - - - 7 (8 ′′ 底部回転糸切 り 底 部 に ヘ ラ記 号 。 E -2 27 4

2 8 1 〟 〟 壺 C
- 9 ・8 - - 〟 回転 ナ デ 口綾 部 内面 か ら肩 部 に か け 自然釉 。 E -2 36 3

28 2 S Z 1 0 1 ′′ 細 頸 瓶 - 8 (6 - - ′′ 〟 口縁 部 に段 。 E -2 18 0

28 3 S D 2 8 灰釉陶器 長 頭 瓶 - 7 )4 - - 〟 〟 外面 に灰釉 。 E -2 33 6
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図版 番 号 遺 構 器 種
法 量 (cm ) 釉 薬 ・調 整 等

備 考 登 録
番 号器 高 口径 胴 径 底 径 内 面 外 面

62-2 8 4 IIⅠ層 須 恵 器 横 瓶
- ll .2 - 〟 〟 内外 面 に 自然 釉 。 E -2 23 0

2 8 5 〟 〟 ′′ - 14 .0 - 〟 〟 (口頭 部 外面 に 自然釉 。 E -2 29 2

2 8 6 ′′ 〟 〟 - 9 (3 - 〟 〟 口頸 部 内面 に 自然釉 。 E -2 28 4

2 8 7 〟 〟 〟 - l l .0 - 〟 〟 口頭 部 内面 に 自然釉 。 E -2 28 2

2 8 8 S D 0 1 灰釉陶器 長 頭 瓶 - - - - 回転 ナデ 回 転 ナ デ 口頚 部基 部 にヘ ラ記 号 「Ⅰ」。 E -2 10 1

2 8 9 IIⅠ層 〟 〟 - - - - 〟 〟 外 面 に灰 釉 。 E -2 36 0

2 9 0 〟 〟 〟 - - 16 .0 - 〟 〟 肩 部 に釉 。 口頚 部三 段 接 合。 E -22 72

2 9 1 S D 0 1 〟 〟 - - - 9 .0 〟 回転へラケズ リ 底部 中心 に糸切 り痕。焼 きぶ くれあ り。 E ー2100

2 9 2 IIⅠ層 〟 〟 - - - 3 (2 〟 回 転 ナ デ ミニチ ュア晶 。 E -23 67

2 9 3 〟 〟 〟 - - - 4 .6 〟 〟 E ー22 29

2 9 4 〟 〟 〟 - - - 10 ・4 〟 体部下y2回転
へラケズリ

E -22 88

2 9 5 II層 〟 〟 - - - 9 ・6 〟 体部下% 回転
へラケズリ

底部 完 存 。 E -23 53

2 9 6 III層 〟 平瓶 - - 2 6 .8 16 .0 〟 体部回転へラケズリ 外 面全 体 に灰釉 。 E -23 64

2 9 7 〟 〟 鳩 - - 8 ・9 〟 体部下y3回転
〈、ラケズリ

休部 刺 突 文 。 E -22 78

2 98 〟 〟 土 錘
- - - ナ デ E - 22 42

6 3 - 2 99 S B 2 0 8 〟 甕 A - 4 3 .0 - 回 転 ナ デ 回転 ナ デ 外面 に波状文 2 列。内外面 自然釉。 E -20 26

30 0 S Z 1 0 1 〟 ′′ - 3 0 ・0 - 〟 〟 外 面 軒と黄 土塗 布 。 E ー218 2

30 1 〟 〟 〟 - 3 0 .4 - 〟 〟 外 面 刺 突 文 2 列 。 外 面 自然 釉 。 E -2 18 3

3 0 2 III層 〟 ′′ - 26 .0 - 〟 〟 内外 面 に 自然 釉 。 E ー228 7

3 0 3 〟 〟 〟 - 2 5 .0 - ′′ 〟 内面 に 自然釉 。 E -2 28 6

3 0 4 〟 〟 聾 B - 2 1 .4 - 〟 〟 E ー236 2

3 0 5 〟 〟 〟 - 2 1 、8 2 9 .」 〟 〟 口綾 部 内面 か ら外 面 に 自然 釉 。 E -2 35 9

3 0 6 〟 ′′ 聾 - - - l l .0 ′′ 平 行 タ タキ 底 部 へ ラ記 号 。 E -2 28 5

3 0 7 〟 〟 〟 - - - 1 2 .0 〟 〟 底 部 繊 維痕 。 内 底 面 自然 釉 。 E -2 23 3

3 0 8 〟 〟 甑 - - - ナ デ ナデ .穿 孔 後 、 ヘ ラ に よる面 取 り。 E ー240 1

3 0 9 〟 ′′ 〟 - - - 〟 〟 全 面 に 自然 釉 。 E -2 23 9

3 1 0 〟 〟 甑 C
- 1 8 ・2 - 〟 〟 内 外 面 に 自然 釉 。 E -2 27 7

3 1 1 〟 〟 甑 B
- 2 7 .0 - 回転 ナ デ 回 転 ナ デ E ー22 4 3

3 1 2 〟 〟 甑 - - - ナデ ナ デ 穿 孔後 ナ デで 調 整。 E ー24 0 2

6 4 - 3 1 3 〟 緑釉陶器 梶
- 12 .2 回 転 ナ デ 回 転 ナ デ 陰刻花文。釉調線色、光沢あ り。硬質。 E -24 1 1

3 14 Ⅱ層 〟 段 皿 - 12 .4 〟 〟 陰刻花文。釉調緑色、光沢あ り。硬質。 E -24 09

3 15 IIⅠ層 ′′ 〟 - 13 .2 〟 〟 陰刻花文0 釉調淡緑色、光沢少しあり。硬質0 E - 23 70

3 16 〟 〟 皿 - 12 .6 〟 〟 陰刻花文。釉調淡緑申、光沢あ り0 硬質8 E - 23 7 1

3 17 I 層 〟 梶 〟 16 .0 〟 〟 釉調 濃 緑 色 、光 沢 な し。硬 質 。 E -24 13

3 18 〟 〟 〟 - 15 ・6 〟 ′′ 釉調濃緑色、光沢なし0 ほとんど剥離。硬質。 E -24 12

3 19 II層 〟 〟 - I ヘ ラ ミガ キ 〟 釉調黄緑色。底外面暗緑色。内面 トチ痕。硬質。 E -24 08

3 2 0 Ⅲ 層 〟 〟 - - 8 .4 〟 〟 釉 調 緑 色 、 光沢 な し。硬 質 。 E -2 4 05

3 2 1 〟 〟 〟 - 1 3 .6 回転 ナ デ 〟 釉 調 線 色 。 ほ とん ど剥 離。 軟 質 。 E ー24 06

3 2 2 、1/y 〟 〟 - - 〟 〟 釉 調 淡 緑 色 、光 沢 あ り。 軟 質 。 E -2 40 7

3 2 3 S K 2 4 0 〟 〟 - - 6 ・8 ヘ ラ ミガキ 〟 釉 調 黄 緑 色 、光 沢 あ り。 硬 質 。 E -2 33 0

3 2 4 II 層 〟 〟 - - 回転 ナ デ 〟 釉調緑色、光沢少しあり。軟質0 底外面無釉。 E -2 4 10

3 2 5 Ⅲ層 〟 皿 - - 6 ・2 〟 〟 釉調濃緑叡、光沢あ り。庇外面暗緑色。硬質。 E ー224 4

3 2 6 〟 〟 稜 椀 3 ・5 1 5 .6 7 .0 〟 〟 素地。重ね焼き痕跡あ り。焼 きぶくれあり。 E -2 26 4

3 2 7 〟 〟 四足 壺 - - 13 .3 -
回転 ナデ ヘ ラ ミガキ 素 地 。 陰刻 花 文 。 E -22 0 9

3 2 8 灰釉陶器 梶 4 (2 1 4 .7 6 ・9 〟 回転 ナ デ E -20 98

;'d3 2 9 S K 2 4 1 ′′ 〟 4 (3 1 6 .4 7 (4 〟 体部下y2回転
へラケズリ

内 面 の み施 釉 。 E -23 24

3 3 0 Ⅲ層 〟 〟 4 ・2 1 3 ・8 7 ・4 〟 底部回転糸切り E -23 50

3 3 1 〟 〟 〟 5 .5 1 9 .2 1 0 .0 回転 ナ デ 底部回輪へラケズリ 口縁部 内外 面 施釉 1 (ツ ケ ガケ)～ E - 22 26

3 3 2 〟 〟 〟 4 ・2 14 .2 5 (6 〟 〟 口綾部 内外 面 に 施釉 す るが剥 離 。 E -22 63

3 3 3 〟 〟 〟 4 .6 14 .4 7 ・0 〟 〟 体部 内外面施釉 (ツケガケ)。底部完存。 E ー22 28

3 3 4 〟 〟 〟 4 .9 18 .4 9 .8 〟 〟 底部 以外 全 面施 釉 (パ ケ ヌ リ)～ E ー22 25

3 3 5 ′′ ′′ 〟 4 .8 14 、2 7 .4 〟 〟 体部 内外面旋釉 (ツケガケ)。底部完存。 E -22 27

3 3 6 〟 〟 〟 4 .2 14 ・4 6 ・8 〟 底部回転糸切 り 休部内外面に施釉 (ツケガケ) するが剥離0 E ー22 62

3 3 7 〟 〟 〟 3 ・9 13 .0 5 .8 〟 〟 体部 内外 面 に施 釉 す るが剥 離 。 E ー226 1

3 3 8 〟 ′′ 〟 4 )5 15 ・0 8 (0 〟 底部回転へラケズリ 休 部 内 外 面施 釉 。 底 部 完存 。 E -2 25 7

3 3 9 Ⅰ層 〟 〟 3 ・1 9 ・6 6 ・0 〟 底部回転糸切 り 休 部 内 外 面施 釉 ( ツ ケガ ケ)～ E ー235 2

3 4 0 Ⅲ 層 〝・ 深椀 7 .9 18 ・8 9 (6 ′′ 底部回転へラケズリ 休 部 内 外 面施 釉 ( ツケ ガ ケ)～ E ー226 0

3 4 1 S K 2 9 〟 皿 2 .2 12 .0 7 ・0 〟 回転 ナデ 休 部 内 外 面施 釉 。 E -2 34 4

34 2 III層 〟 〟 3 ・1 13 .5 7 ・0 〟 底部回転糸切 り 休 部 内 外 面施 釉 (パ ケ ヌ リ)～ E -2 38 2

34 3 〟 〟 小椀 3 ・3 9 ・6 5 .4 〟 底部回転へラケズリ 休 部 内 外面 施 釉 。 E ー236 6
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図 版 番 号 遺 構 器 種
法 量 (cm ) 釉 薬 ・調整 等

備 考 登 録
番 号器 高 口径 胴径 底 径 内 面 外 面

64-3 4 4 Ⅲ 層 灰釉陶器 皿 2 ・6 1 2 .8 6 ・2 回転 ナ デ 底部回転へラケズリ 体 部 内 外 面 に施 釉 す る が剥 離。 E -2 26 9

3 4 5 〟 〟 〟 2・7 1 3 ・8 7 ・0 〟 〟 休 部 内 外面 施 釉 ° E -2 26 8

3 4 6 〟 〟 〟 2 (6 1 4 、2 7 ・.2 〟 体部下y2回転
へラケズリ

休 部 内 面施 釉 。 E -2 38 4

3 4 7 〟 〟 段 皿 1.5 9 ・6 4 ・8 〟 回転 ナデ 灰 釉 は 剥離 。 E -2 36 5

3 4 8 Ⅰ層 〟 〟 1・8 1 0 ・0 5 )9 〟 〟 準 完 形 。休 部 内 面 施釉 。 E -24 0 3

3 4 9 S D 3 0 〟 皿 1(9 l l .0 6 (4 〟 底部回転糸切 り 口綾 部 内外 面 施 釉 ( ツケ ガ ケ)～ E -23 38

6 5 - 3 5 0 III層 〟 蓋
- 1 3 .4 〟 % 回転へラケズリ 全 面 施釉 。 E -23 8 7

3 5 1 〟 ′′ 小 瓶 - - 8 .4 5 (8 〟 底部回転糸切り 全面施釉 。ほ とんど剥離。底部完存。 E -23 5 7

3 5 2 〟 〟 長 頸 瓶 - 12 .0 - - 〟 回 転 ナ デ 全 面 施釉 。 E -22 9 1

3 5 3 S D 3 1 〟 ′′ - - - 8 ・6 ′′ 底部回転へラケズリ 底 部 完存 。 E -20 9 1

3 5 4 Ⅲ 層 〟 〟 - - - 1 3 .8 〟 回転へラケズ リ 外 面 施釉 。 E -22 89

3 5 5 〟 土 師器 甕 C - 1 7 ・2 - - ヨコナデ、オサエ ナナメパケメ 口緑部 内面 ヨ コパ ケ メ。 E -22 38

3 5 6 S D 3 2 〟 〟 - 1 7 ・9 - - ヨ コナ デ タ テパ ケ メ E -23 48

3 5 7 Ⅲ 層 〟 〟 - 19 .2 - - 〟 ナナメパケメ E -23 9 7

3 58 〟 ′′ 〟 I 20 .9 I - 〟 ′′ 口緑部 内面 ヨ コパ ケ メ。 E -23 5 1

35 9 〟 〟 ′′ - 23 .4 - -
ヨコナデ、
ヘラケズリ

〟 口綾 部 内面 ヨ コパ ケ メ。 E ー22 36

3 6 0 〟 〟 〟 - 17 .6 - - ヨ コナ デ タテ パ ケ メ 口綾 部 内 面 ヨ コ/、ケ メ。 E -24 00

3 6 1 〟 ′′ 〟 - - - - ナ デ 焼 成 不 良 。 E -22 75

3 6 2 〟 〟 〟 - 19 、8 - - ヨ コナ デ ナナメパ ケメ E -23 98

3 6 3 II 層 〟 〟 - 2 1 .2 - - ′′ 〟 口綾 部 内 面 ヨ コパ ケ メ。 E -23 55

3 6 4 III層 ′′ 〟 - 22 .4 - - 〟 〟 口綾 部 内 面 ヨ コハ ケ メ○ E -22 35

3 6 5 II層 〟 〟 - 2 1 .2 - - 〟 ナナメパ ケメ E -23 56

3 6 6 Ⅲ層 〟 甕 - - - 5 ・4 ヨコナデ、
タテノ、ケメ ナナメパ ケメ 外 面 に スス付 着 。 底 部 完存 。 E -224 0

3 6 7 〟 〟 柄 4 (2 1 0 .0 4 ・6 ヘ ラケ ズ リ ナ デ 、オサ エ E -2 24 1

3 6 8 S K 2 4 2 鉄 製 品 刀 部 M -2 00 3

3 6 9 S B 1 1 3 〟 〟 完 形 ○ M -2 00 2

3 7 0 IIⅠ層 〟 紡 錘 車 M -2 00 5

3 7 1 〟 〟 鎌 M -2 00 6

3 7 2 〟 〟 斧 完 形 。 M ー200 4

6 6ー37 3 〟 瓦 丸 瓦 布 目 タ タキ 端 部 へ ラケ ズ リに よる面 取 り。 E -2 30 9

3 74 〟 〟 〟 〟 〟 外 面 に砂 粒 多 く付着 。 端 部 面取 り。 E -2 30 8

3 7 5 ′′ 〟 平 瓦 〟 〟 端 部 面取 り。 E -2 30 7

IIⅠ期の遣物

図版番号 遺 構 器 種
法 量 (cm) 釉薬●調整等

備 考
登録

番号器高 口径 胴径 底径 内 面 外 面

68- 1 SD302 無釉陶口皿A 2・0 7.8 4.6 無 釉 無 釉 胎土砂粒を多く含む E-3001

2 〟 〟 椀A 4・7～
4)9

13・4 6(4 〟 〟 〟 Eー3003

3 〟 〟 ′′ 5.2 13・4 6・0 〟 〟 〟 E-3004

4 〟 〟 〟 5(0 14.8 7.2 〟 〟 〟 Eー3002

5 〟 陶 器 鉢
- 25・4 I 〟 〟 控鉢 E-3005

6 〟 土 器 鍋A I 29.4 I - 伊勢型鍋 E-3006

7 SD301 無釉陶口皿A 1.8 7・4 4.8 寒 )釉 無 釉 胎土砂粒を多く含む E-3011

8 〟 〟 〟 1(7 8・2 4.2 〟 ′′ 〟 Eー3010

9 ′′ 〟 ′′ 1・7 8)6 5・2 〟 〟 〟 Eー3009

10 〟 〟 ′′ 1(1 7・6 5.6 〟 〟 〟 E二3012

ll 〟 〟 〟 2.1 8(2 3・8 〟 ′′ ～〟 E -3018

12 〟 ′′ 〟 2・0 8・6 4・6 〟 〟 〟 E -3019

13 〟 〟 椀A
- 12・6 - 〟 〟 〟 E-3008

14 ′′ 〟 〟 - 15.4 - 〟 〟 〟 E-3007

15 〟 〟 〟 - 16.4 - 〟 〟 〟 E-3016

16 ′′ /i 〟 - 15.6 - 〟 〟 〟 E-3017

17 SD303 〟 皿A 1(5 8.4 4(6 - - 〟 E-3014

18 〟 〟 〟 1.8 8(4 5(4 - - 〟 E-3015

19 〟 〟 椀A 5(1 14.6 6.2 - - 〟 Eー3013

20 SD308 〟 〟 5)5 13・6 6・0 - - 〟 E-3020

21 〟 〟 〟 5.0 13.6 5・6 - - 〟 E-3021

22 ′′ 〟 〟 5)0 13・6 5・8 - - 〟 Eー3022
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図版 番 号 遺 構 器 種
法 量 (cm ) 釉薬 ●調 整 等

備 考
登 録

番 号器 高 口径 胴 径 底径 内 面 外 面

68ー 23 S K 3 0 1 無釉 陶 R口 皿 A 1.6 ~
2 .0 8 .0 4 ・4 無 釉 無 釉 胎 土砂 粒 を多 く含 む E -30 24

2 4 〟 〟 椀 A 5 ・5 1 5 .4 7 .4 〟 〟 〟 E - 30 23

2 5 IIⅠ層 〟 皿 A 2 ・0 7 )8 4 .0 〟 〟 〟 E - 30 28

2 6 〟 〟 ′′ 1 ・8 8 ・8 5 (4 〟 〟 ′′ E -30 29

2 7 〟 〟 〟 2 (1 7 ・4 4 .0 〟 〟 〟 E - 3 03 0

2 8 〟 ′′ 〟 1(7 7 ・8 4 (8 〟 〟 〟 E - 3 03 1

2 9 〟 〟 椀 A 5 ・0 1 3 .6 4 )4 〟 〟 〟 E - 3 055

3 0 〟 〟 〟 5 ・2 1 4 .0 5 ・8 〟 〟 〟 E -3 02 5

3 1 〟 ′′ 〟 6 )1 1 4 ・0 5 .7 〟 〟 〟 E - 3 02 6

3 2 〟 〟 〟 5 .8 1 4 ・2 6 ・6 〟 〟 〟 E ー302 7

3 3 〟 土 器 鍋 A
- 2 7 .0 3 0 .2 - 伊 勢 型鍋 E -3 03 2

6 9 - 3 4 S D 3 1 3 陶 器 皿 I l l .2 -
鉄 釉 鉄 釉 E -3 03 3

3 5 〟 〟 皿 E 1 (8 1 2 .1 7 .9 灰 釉 啄 釉 E -3 03 4

3 6 〟 〟 椀 B
- l l .9 -

鉄 釉 鉄 釉 E ー303 5

3 7 〟 〟 鉢 A - 2 5 ・3 -
錆 釉 錆 釉 E -3 03 6

3 8 〟 土 器 鍋 B - 2 4 ・8 2 6 .0 -
内 面 に一 対 の 吊手 内耳 鍋 E -3 03 7

3 9 〟 〟 釜
- 3 8 .4 - - E -3 03 8

4 0 S D 3 1 1 無釉 陶 口口 皿 1)0 7 .6 4 .6 無 釉 無 釉 胎 土 きめ細 い E -3 03 9

4 1 〟 〟 〟 2 .0 8 .8 4 .6 〟 〟 胎 土 砂粒 を多 く含 む E -3 04 0

4 2 〟 陶 器 鉢 - 16 .2 - 錆 釉 錆 釉 E -3 04 1

4 3 〟 〟 鉢 A
- 2 9 ・4 -

鉄 釉 鉄 釉 E -3 04 2

4 4 S D 3 0 7 〟 ′′ - 2 8 ・6 - 錆 釉 錆 釉 E -3 04 3

4 5 〟 土 器 鍋
- 29 .4 - -

内面 に 一対 の 吊手 内耳 鍋 1E ー304 4

4 6 〟 瓦質土器 鉢 - 40 ・0 4 4 .4 -
風 炉 E ー304 5

4 7 S D 3 1 0 陶 器 皿 B 2 .4 1 0 、8 5 (6 錆 釉 錆 釉 E -3 04 6

4 8 ′′ 〟 椀 B 6 ・5 1 1 ・7 3 )9 〟 鉄 ●錆 釉 E -3 04 7

4 9 〟 〟 〟 - 1 0 .4 - 〟 〟 E ー304 8

5 0 〟 〟 鉢 A - 3 2 ・8 - 錆 釉 錆 釉 E ー304 9

5 1 〟 土 器 皿 C 1 ・7 8 ・0 4 ・8 ロク ロ成形 口縁 に 油煙 付 着 E ー305 0

5 2 〟 m m 聾 - - - -
無 釉 無 釉 焼 締 め 常滑 E ー305 1

5 3 〟 〟 椀 B - 1 0 .0 - 鉄 釉 鉄 釉 E -3 05 2

5 4 〟 〟 〟 6 .0 l l .4 4 ・4 鉄 ●錆 釉 鉄 ●錆 釉 内外 面 と も部 分 的 に 施釉 E ー305 3

5 5 〟 〟 鉢 A 12 ・8 2 9 ・6 1 1 ・2 錆 釉 錆 釉 E ー305 4

ⅠⅤ期の遣物

図版番号 遺 構 器 種
法 量(cm) 釉薬●調整等

備 考
登録

番号器高 口径 胴径 底径 内 面 外 面

72- 1 SK479 陶 器 椀A 7・4 ll.8 4・2 鉄 釉 鉄 釉 E-5318

2 〟 〟 〟 7・8 ll.6 4.0 〟 〟 Eー5319

3 〟 〟 〟 7・2 12・6 4・8 〟 〟 Eー5320

4 〟 〟 〟 7・2 ll.4 4(5 〟 〟 Eー5321

5 〟 〟 〟 6.7 11・4 4.5 〟 〟 E-5322

6 〟 ′′ 〟 5・8 ll.6 4.4 〟 ′′ E-5323

7 ′′ 〟 〟 - - 4・2 長石釉 長石釉 段付白天日 E-5324

8 ′′ 〟 椀B 7・7 ll.2 4.6 灰 釉 灰 釉 E-5325

9 〟 ′′ 〟 7)4 ll.7 4・4 鉄 釉 鉄 釉 E-5326

10 〟 〟 ′′ 6・2 ll.2 4・4 〟 〟 E-5327

ll 〟 〟 〟 6・4 10.8 4.0 長石釉 長石釉 E-5328

12 〟 ′′ 〟 6(1 10.8 4.8 鉄 釉 鉄 釉 Eー5329

13 〟 〟 〟 7.0 ll.2 4・6 ′′ 〟 E-5330

14 〟 〟 〟 6.4 10.2 2(5 〟 〟 Eー5331

15 〟 〟 〟 8.0 11・2 4)2 灰 釉 灰 釉 E-5332

16 ′′ 〟 〟 7・5 ll.6 5(4 〟 〟 E-5333

17 〟 〟 〟 8・0 ll.2 4(9 長石釉 長石釉 Eー5334

18 〟 〟 梶 3・2 6(6 2(8 銅緑釉 銅緑釉 E-5335

19 〟 〟 鉢 - - 6・0 長石釉 長石釉 外面に鉄釉で文字 簡向 Eー5336

20 〟 〟 梶
- 13.0 -

長石.鉄釉 長石●鉄釉 E-5337

21 〟 ′′ 〟 7.5 - -
秩.透明釉 鉄●透明釉 織部黒 E-5338
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図版 番 号 遺 構 器 種
法 量 (cm ) 釉 薬 ●調 整 等

備 考
登 録

番 号器 高 口径 胴 径 底径 内 面 外 面

73ー 22 S K 4 7 9 陶 器 . 皿 A 2 ・3 9 ・9 4 ・7 無 釉 無 釉 ノ内 面 に 圏線 同 心 円皿 E -53 3 9

2 3 ′′ ′′ 〟 2 ・3 1 0 ・4 4 ・5 〟 〟 〟 〝 E ー53 4 0

2 4 〟 〟 〟 1.ラ 9 )6 - 〟 〟 〝 〝 E -53 4 1

2 5 〟 〟 〟 - - - 〟 〟 〟 〝 E -53 42

2 6 〟 〟 〟 2 ・5 1 0 .8 4 )8 〟 〟 〟 ′′ E -53 43

2 7 〟 〟 〟 2 ・3 1 2 ・0 6 )0 〟 〟 〟 ′′ E -53 44

2 8 〟 〟 皿 C 1 .8 8 .8 4 )8 長 石釉 長 石釉 E -53 45

2 9 ′′ 〟 〟 2 .4 6 .2 6 )4 〟 〟 E - 53 45

3 0 ′′ ′′ 〟 2 (4 l l .2 7 ・0 〟 〟 E - 53 4 7

3 1 ′′ 〟 〟 2 (5 l l .4 6 )4 〟 〟 E -53 48

3 2 〟 〟 〟 2 ・4 l l .2 6 (0 〟 〟 E -53 49

3 3 〟 〟 〟 2 )7 1 1 ・6 6 (9 〟 〟 E -53 5 0

3 4 〟 〟 〟 2 .6 l l .6 6 (0 〟 〟 E -5 35 1

3 5 〟 〟 〟 2 .6 l l .4 6 ・2 〟 ′′ E -5 35 2

3 6 〟 〟 〟 2 ・3 l l .8 6 )8 〟 〟 E -53 5 3

3 7 〟 〟 〟 2 .6 l l .4 6 (8 ′′ 〟 E ー53 54

3 8 〟 〟 〟 2 .2 1 2 ・0 6 (8 〟 〟 E - 53 55

3 9 〟 〟 〟 3 ・5 1 5 .4 8 ・0 〟 〟 E - 53 56

4 0 〟 〟 皿 2 ・7 l l .4 5 .9 ′′ 〟 見 込 み部 分 に菊 花 の刻 印 E -53 5 7

4 1 〟 〟 ′′ 2 (6 l l .8 6 ・0 〟 〟 〟 E - 53 58

4 2 〟 〟 〟 2 .5 l l .4 6 .0 〟 〟 〟 E - 53 59

4 3 〟 〟 皿 C 2 (7 l l .8 6 ・8 長 石 ●鉄 釉 長 石 ●鉄 釉 内 面 に鉄 釉 で唐 花 E -53 60

44 〟 ′′ ′′ - 16 .0 - 透 明 釉 ●自泥 透 明釉 A 赤織 部 E -53 6 1

4 5 〟 〟 ′′ 2 ・8 15 .0 7 (0 銅 緑釉 銅 緑釉 内面に同心円文 波状文菊花文の陰刻 総織部 E 一53 62

46 〟 ′′ 〟 2 .1 1 7 .8 9 .8 銅 線 ・鉄 釉 〟 内面に部分的に鉄釉 内面に花鳥の刻印 織 部 E -53 63

4 7 ′′ 〟 〟 - 15 .0 -
灰 釉 灰 釉 内 面 に草 花 文 の刻 印 E ー53 64

4 8 〟 〟 鉢 4 )7 2 3 .6 12 ・4 〟 〟 内 面 に波 状 文 E -53 65

7 4 - 4 9 〟 土 器 皿 P 1 ・2 3 ・7 - - - 手担 成 形 E -53 66

50 〟 〟 〟 0 ・7 4 ( 1 - - - 〟 E ー53 67

5 1 〟 〟 〟 0 .9 4 .8 - - - 〟 E - 53 68

5 2 〟 〟 〟 0 ・8 4 )8 - - - 〟 E - 53 69

53 ′′ 〟 〟 1 ・1 4 ・5 - - - ′′ E - 53 70

5 4 〟 〟 〟 1 .1 5 .6 - - - 〟 E ー53 7 1

5 5 ′′ 〟 皿 R 2 ・1 l l .4 6 )8 - - ロク ロ成 形 E ー53 72

56 〟 〟 〟 2 .6 12 .6 7 .2 - - 〟 E - 53 73

5 7 〟 ′′ 皿 1 (9 12 ・0 8 .2 - - 〟 E - 53 74

58 〟 〟 〟 2 、0 14 .0 10 ・0 - - 〟 E - 53 75

5 9 ′′ 〟 〟 1 (8 10 ・0 - - - 〟 E - 53 76

6 0 〟 〟 皿 S 2 (2 10 .4 - - - 〟 E - 53 77

6 1 〟 〟 皿 R 2 (4 12 .0 6 ・0 - - 〟 E - 53 78

62 〟 〟 〟 1 ・8 12 ・2 7 ・4 - - 〟 E -5 3 79

6 3 〟 〟 ′′ 2 )4 12 .8 7 ・8 - - 〟 E -5 38 0

64 ′′ 〟 〟 2 (2 15 ・4 8 ・8 - - 〟 E -5 38 1

65 ′′ 〟 皿 S 1 ・8 9 ・8 5 ・0 - - 〟 ・E -5 38 2

66 〟 ′′ 皿 R 2 .0 l l .2 5 )6 - - ′′ E -5 38 3

6 7 ′′ 〟 皿 2 ・8 l l .4 6 )4 - - 〟 E -5 38 4

68 〟 〟 〟 2 (4 12 .2 8 .8 - - 〟 E -5 38 5

69 〟 〟 皿 Q 2 (2 5 .4 4 .8 - - 〟 E -5 38 6

7 0 ′′ 〟 皿 1 ・7 10 .2 6 ・4 - - 〟 E -5 38 7

7 1 〟 〟 皿 Q 2 、6 12 .4 6 ・8 - - 〟 E -5 38 8

7 2 〟 〟 〟 2 )4 14 .4 9 ・4 - - 〟 E ー538 9

7 3 〟 P K * 鉢 - - - 透 明 ・鉄 釉 透 明 ●鉄 釉 内外 面 に鉄 釉 で 草花 文 織 部 E -5 39 0

7 4 〟 〟 蓋 C 2 3 ・0 12 ・0 7 (0 長石 釉 長 石 釉 外 面 鉄釉 で 同心 円文 肥 前 E ー539 1

7 5 〟 〟 瓶 - - l l .3 ll .0 鉄 ●錆 釉 鉄 ●錆 釉 E -5 39 2

7 6 〟 〟 無頭 壺 11 ・4 10 ・5 1 2 .1 8 )8 無 釉 無 釉 常 滑 E -5 39 3

7 7 〟 〟 〟 15 .4 14 .0 1 8.・6 13 .6 〟 〟 〟 E -5 39 4

7 5 - 7 8 〟 〟 鉢 B
- 18 .5 -

錆 釉 錆 釉 E -5 39 5

7 9 〟 ′′ 〟 14 ・9 3 7 .8 ll .4 〟 〟 E -5 39 6

8 0 〟 〟 〟 12 .6 18 .2 9 .3 〟 〟 E -5 39 7

8 1 〟 〟 〟 11 ・7 2 8 .0 10 .2 〟 〟 E -5 39 8
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図版 番 号 遺 構 器 種
法 量 (cm ) 釉 薬 ・調 整等

備 考
登 録
番 号器 高 口径 胴径 底 径 内 面 外 面

75ー82 S K 4 7 9 陶 器 鉢 B 1 2 .1 2 5 .fc 9 .6 無 釉 無 釉 備前 E ー53 99

8 3 〟 土 器 鍋 E - 1 9 ・6 - - - E -5 4 00

8 4 〟 〟 〟 ～ 19 .6 - - I E -5 4 01

8 5 〟 〟 鍋 D - 2 5 ・2 - - - E -5 4 02

8 6 〟 〟 〟 - 2 6 .0 - - - E -5 4 03

76 - 8 7 S K 4 15 陶 器 椀 A 7 .5 10 .7 4 ・0 長 石 稗 長 石 釉 段 付 白天 日 E ー47 37

8 8 〟 〟 〟 7 (3 1 0 二8 4 ・4 鉄 釉 鉄 釉 E -4 7 41

8 9 〟 〟 〟 7 (7 1 1 ・6 4 .6 〟 〟 E -4 7 42

9 0 〟 〟 〟 8 ・5 11 ・4 4 ・4 〟 〟 E -4 7 38

9 1 〟 〟 〟 8 .8 l l .8 5 .4 〟 〟 E -4 7 39

92 〟 〟 〟 8 ・7 1 1 ・0 4 .7 〟 〟 E -4 74 0

93 〟 〟 椀 B 7 .8 l l .2 5 ・6 灰 釉 灰 釉 E 一47 48

94 〟 〟 〟 7 ・6 1 1 ・0 6 .6 E -4 74 6

95 ′′ ′′ ′′ 7 ・3 1 0 ・3 5 ・0 〟 〟 E -4 74 9

96 〟 〟 〟 7 .1 1 0 .8 5 .0 〟 〟 E ー47 54

97 〟 ′′ 〟 6 ・0 9 ・5 4 .4 〟 〟 E ー47 52

9 8 ′′ ′′ 梶 - 12 .0 - 鉄 釉 鉄 釉 E -4 7 51

9 9 〟 〟 〟 7 .8 ll .0 5 .0 長 石 釉 長 石 釉 E -4 74 3

10 0 ′′ 〟 〟 7 )8 1 2 ・4 5 ・2 灰釉 (? ) 灰 釉 (? ) E -4 74 7

10 1 〟 〟 〟 7 .6 l l .4 1 3 .1 5 ・8 長 石 釉 長石 釉 ●鉄 釉 外 面 に草 花文 E -4 74 4

10 2 〟 〟 椀 B 4 .4 6 ・4 3 (4 灰 釉 灰 釉 E -4 7 56

10 3 〟 〟 〟 4 ・5 8 ・6 3 .8 〟 〟 E ー475 3

10 4 〟 磁 器 梶 7 ・3 1 0 ・3 5 ・0 透 明釉 ●呉 須 透 明釉 ●呉 須 中 国製 E ー484 9

7 7ー10 5 〟 陶 器 皿 C 2 ・5 1 0 .8 6 )4 長 石 釉 長 石 釉 E -4 76 3

1 0 6 〟 〟 〟 2 .1 10 .8 I 〟 〟 E -4 76 2

1 0 7 〟 〟 〟 2 ・4 1 1 ・2 6 .4 〟 〟 E -4 76 1

1 0 8 〟 ′′ 〟 1 ・8 9 ・8 4 ・5 〟 〟 E -4 75 8

1 0 9 〟 〟 〟 1 ・8 9 (2 4 .1 〟 〟 E -4 76 0

1 1 0 〟 〟 皿 1 (8 8 (2 3 .8 〟 〟 E -4 75 9

1 1 1 〟 I ′′ 〟 2 (1 l l .1 5 .6 〟 〟 内底 面 に菊 の刻 印 E -4 76 4

1 12 〟 〟 皿 C 2 )7 6 ・0 6 ・4 長 石釉 ●鉄 釉 〟 口緑 内 面 に鉄 釉 で 唐花 E ー476 6

1 13 〟 〟 〟 2 ・4 l l .7 7 ・2 〟 〟 内底 面 に 蘭竹 が 鉄 釉 で描 かれ る E -4 76 5

1 14 〟 〟 皿 D 2 (4 l l .6 5 ・7 灰 釉 灰 釉 E -4 76 8

1 15 〟 ′′ 〟 3 .5 1 3 ・4 6 .6 . 〟 〟 E ー477 0

1 16 〟 〟 〟 3 (3 1 3 .0 6 ・3 〟 〟 E ー477 1

1 17 〟 〟 皿 3 (4 1 3 .8 6 (7 〟 〟 E -4 77 3

1 18 〟 〟 皿 A 2 ・6 1 1 ・5 5 ・5 錆 釉 錆 釉 内面 に 圏線 同 心 円皿 E -4 76 7

1 19 〟 〟 皿 3 .2 1 5 .6 8 ・0 銅 緑 釉 銅 緑 釉 E -4 77 2

12 0 〟 〟 鉢 4 .5 1 5 ・6 6 (4 長石 ●鉄 釉 長 石 釉 見 込 み に鉄 釉 で 草 木文 E -48 2 3

12 1 〟 ′′ 〟 4 )6 1 6 .0 7 ・4 赤 ・緑●黄・透明釉 透 明 釉 高 台 内 に墨 書 ( ? ) 軟 質 陶 器 E -48 2 4

12 2 〟 土 器 皿 P 1 (3 4 .3 - - - 非 ロク ロ成 形 E -4 79 5

12 3 〟 〟 〟 1 (3 4 .1 - - - 〟 E -4 79 4

12 4 ′′ 〟 〟 1 ・2 3 ・6 - - - 〟 E -4 79 9

12 5 〟 〟 〟 1 .2 3 ・7 - - - 〟 E -48 0 1

12 6 ′′ ′′ 〟 1 .0 3 )5 - - - ′′ E - 48 0 3

12 7 〟 〟 〟 1 ・2 4 )4 - - - 〟 E - 47 9 3

12 8 ′′ 〟 〟 0 ・9 3 (9 I - - ′′ E - 48 05

12 9 ′′ 〟 皿 2 )3 1 0 .0 5 ・6 - - ロク ロ成形 E ー47 9 1

13 0 ′′ 〟 皿 Q 2 .3 l l .4 6 .4 - - 〟 E - 47 90

13 1 〟 〟 〟 2 .3 1 0 .6 6 ・0 - - 〟 E ー47 92

1 32 〟 〟 〟 2 ・3 l l .4 7 (0 - - 〟 E ー47 8 7

1 33 〟 〟 〟 2 ・1 l l .0 6 )8 - - 〟 E ー47 89

1 34 〟 〟 〟 2 (4 1 1 ・9 5 ・0 - - 〟 E - 47 83

1 35 ′′ ′′ 皿 R 2 )8 1 2 .0 7 ・4 - - 〟 E - 47 82

1 36 〟 〟 〟 2 .3 1 3 .0 8 ・0 - - 〟 E - 47 84

1 3 7 〟 〟 皿 2 )2 1 3 .2 9 .0 - - 〟 E - 47 85

1 38 〟 陶 器 瓶 7(3 2 .0 4 .7 3 ・4 無 釉 灰 釉 E ー48 4 1

1 39 〟 〟 〟 - - 6 .2 3 ・8 〟 銅 線 ・透 明釉 E 一48 38

1 40 ′′ 〟 蓋 A 3・1 5 ・8 4 (0 〟 透 明 ●鉄釉 肥 前 E 一48 44

1 4 1 〟 〟 鉢 I 4 ・5 1 1 ・0 1 1・0 7 .0 灰 A釉 { 灰 釉 E -48 2 6
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図 版番 号 遺 構 器 種
法 量 (cm ) 釉 薬 ・調 整 等

備 考 登 録
番 号器 高 口径 胴 径 底 径 内 面 外 面

78- 14 2 S K 4 15 陶 器 鉢 A 5・7 2 3 ・8 1 4 .6 灰 釉 灰 釉 内面 に 草 文 が線 刻 E 「47 77

14 3 〟 〟 〟 4 ・3 2 0 ・4 1 2 .0 〟 〟 E -4 7 75

14 4 〟 〟 〟 4 ・5 2 2 .8 l l .3 〟 〟 E -4 77 4

14 5 〟 〟 ′′ 7(1 2 7 .5 1 3 .2 〟 〟 E -4 77 6

14 6 ′′ 〟 〟 7)7 3 0 .0 1 5 .4 〟 〟 E -4 77 8

14 7 〟 〟 鉢 6 .6 1 5 ・1 12 .0 1 1 ・7 鉄 釉 鉄 釉 E -4 82 7

14 8 〟 〟 鉢 A 9 . 1 2 9 ・2 1 6 .4 灰 ●銅 緑 釉 灰 ●銅 緑釉 E -4 78 0

1 4 9 ′′ 〟 鉢 E 12 ・3 1 5 ・4 7 ・8 灰 釉 灰 釉 E -4 82 0

1 5 0 〟 〟 鉢 4 ・6 1 4 .6 〟 〟 型 押 成 形 E -4 82 2

1 5 1 〟 〟 〟 6.5-
7・3

17.5-
19・5 - 無 釉 無 釉 焼 締 め 内面 に 3 本 の線 刻 E -4 82 8

1 5 2 ′′ 〟 〟 6.0-
7.1 2 0 .0 1 1 ・0 〟 〟 〟 E -4 83 0

1 5 3 〟 〟 聾 A - 6 4 .6 - - 〟 〟 〟 E ー484 5

79 - 1 5 4 〟 〟 鉢 B 16 ・2 3 4 ・2 9 .8 錘 釉 錆 釉 E -4 8 18

1 5 5 ′′ 〟 〟 12 ・3 3 4 .6 1 0 .4 〟 〟 摺 目の摩 滅 が 著 しい E -4 8 19

1 5 6 〟 〟 〟 14 .4 3 2 .2 1 0 ・6 〟 〟 〟 E ー480 6

1 5 7 〟 土 器 鍋 D 9 ・7 2 0 .t 2 2 .0 - - - 内 面 に一 対 の 吊手 E -4 83 5

1 58 〟 〟 鍋 E (3 5 .0
- - - 〟 E -48 3 6

1 5 9 〟 陶 器 壺 A 10 ・5 1 0 .3 1 2 .8 - 長 石釉 長 石 ●鉄釉 E -48 4 2

1 6 0 〟 〟 〟 ll .4 9 ・0 1 8 ・0 8 (3 〟 〟 E - 48 4 3

1 6 1 〟 〟 鉢 24 .1 3 0 ・5 3 5 .3 1 7 .0 無 釉 無 釉 常 滑 E -48 4 7

8 0 - 1 62 S E 4 1 0 〟 皿 C 3 .0 9 (9 5 (4 長 石釉 長 石釉 E -44 3 7

1 6 3 〟 〟 皿 D 2 .3 l l .6 6 .4 E - 44 36

1 64 〟 〟 〟 2 ・8 l l .4 6 ・2 灰 釉 灰 釉 E ー44 3 5

1 65 〟 〟 鉢 7 (5 1 3 .4 6 ・0 鉄 釉 鉄 釉 内 面 に黒 色 の 付着 物 E -44 44

1 66 ′′ 〟 鉢 A 8 ・7 2 7 .4 15 .2 灰 ●銅 線釉 灰 釉 E -44 39

8 1 - 1 6 7 S K 4 68 〟 梶 3 )0 12 ・8 7 .6 長 石釉 長 石釉 E -5 17 3

1 68 〟 〟 皿 C 2 ・2 12 ・1 7 (2 〟 〟 .底 面 に墨 書 E ー5174

1 69 〟 土 器 皿 2 .4 10 ・4 6 ・2 - -
ロ ク ロ成 形 E -50 75

1 70 〟 陶 器 皿 D 3 ・0 12 ・8 7 .6 灰 .釉 灰 釉 底 面 に墨 書 E -5 173

1 7 1 〟 ′′ 〟 4 ・4 14 .7 6 ・7 〟 〟 E - 50 69

1 72 〟 〟 皿 2 .7 12 .0 7 .0 長 石 ●鉄 釉 長 石釉 内底 面 に蘭 竹文 E -50 7 1

1 73 〟 〟 鉢 4 (8 2 2 .0 l l .6 灰 釉 灰 釉 E ー50 72

1 74 〟 土 器 皿 2 )3 10 .2 6 ・4 - -
手軽 成 形 E ー50 74

1 75 〟 〟 〟 1 .9 10 .0 4 .6 - - ロク ロ成 形 E -50 73

1 76 〟 陶 器 皿 C 2 (3 10 ・7 6 ・0 長 石釉 長石 釉 E -50 70

1 77 〟 土 器 皿 R 3 .6 12 .0 7 ・0 - - ロク ロ成 形 E -50 76

1 78 〟 陶 器 鉢 B 15 ・2 3 3 .4 10 ・4 錆 釉 錆 釉 使用 の.た め . 摺 目の 摩滅 著 しい E -50 77

1 79 〟 〟 =:土コ～壁 25 .0 l l .8 1 2 ・6 10 .6 無 釉 無 釉 常 滑 ) E -5 08 1

18 0 S K 4 0 7 〟 椀 A 7 ・4 10 ・6 5 .0 鉄 釉 鉄 釉 E -4 7 22

18 1 〟 // 〟 - l l .0 - 〟 〟 段 付 天 日 E ー47 23

18 2 〟 〟 梶 7 .4 8 (6 4 ・2 灰 釉 灰 釉 E -4 72 4

18 3 ′′ 〟 皿 D 3 .3 14 .0 6 .2 〟 〟 E -4 72 6

18 4 〟 〟 皿 C 2 .9 l l .3 7 ・0 長 石 ●鉄 釉 長 石 釉 E -4 72 5

18 5 ′′ 〟 〟 2 ・0 ll .0 7 .0 長 石 釉 〟 E -4 72 7

18 6 // 〟 鉢 D 2 )3 - 5 .8 灰 釉 灰 釉 型 押 成 形 水 滴 E 一472 9

8 2 - 18 7 S E 4 0 4 〟 椀 B 7 (0 12 .8 6 .4 〟 〟 E -5 26 5

18 8 〟 〟 〟 7 .4 1 1 ・4 4 .5 鉄 釉 鉄 ●錆 釉 E -5 26 4

18 9 〟 磁 器 〟 6 (1 9 ・4 3 (8 透 明釉 ●呉 須 透 明釉 ・呉 須 肥 前 E -52 6 6

19 0 〟 ′′ 椀 N 6 .2 l l .6 4 (4 〟 〟 〟 E -52 6 9

19 1 〟 ′′ 〟 6 ・1 l l .2 4 (8 〟 〟 〟 E -52 68

19 2 〟 〟 〟 6 .4 1 3 ・2 5 )2 〟 〟 〟 E - 52 6 7

19 3 〟 陶 器 皿 F 3.0 1 3 .8 7 .4 灰 釉 灰 釉 型 押 成形 E -52 7 1

19 4 〟 〟 皿 3) 1 1 2 .2 6 (4 透 明釉 透 明 釉 産 地 不 明 E -52 70

1 95 〟 土 器 〟 1.9 8 .0 4 .8 - -
硬 質焼 成 E -52 75

1 96 〟 〟 皿 S 1 .5 7 ・6 3 ・8 - - E - 52 73

1 9 7 〟 〟 皿 Q 1 )8 8 ・0 3 )4 - - E ー52 74

1 98 〟 陶 器 皿 2)3 l l .0 6 (5 灰 ・鉄 釉 灰 釉 ・ 内 底 面 K l鉄 釉 で 蘭竹 E -52 72

1 99 〟 土 器 〟 1 .9 1 0 .4 6 (6 - -
硬 質焼 成 E -52 79

2 00 〟 〟 〟 2 ・4 1 0 .3 5 .8 - - 〟 E - 52 78

2 0 1 〟 〟 〟 2 .2 1 0 .4 5 .0 - - E - 52 77
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図 版番 号 遺 構 器 種
法 量 (cm ) 釉 薬 ●調 整 等

備 考
登 録

番 号器 高 口径 胴 径 底 径 内 面 外 面

82ー20 2 S E 4 0 4 土 器 皿 R 2 .6 1 0 .8 6 .4 - - E -5 27 6

2 0 3 〟 陶 器 鉢 L 4 .1 4 ・4 8 ・0 3 )4 鉄 釉 鉄 釉 E ー528 0

2 0 4 〟 〟 皿 0 5 (8 9 (2 3 .8 透 明 釉 透 明 釉 仏 飯 具 肥 前 E ー528 9

2 0 5 〟 土 器 鍋 D - 2 9 ・0 (3 1 .2 - - - 内 面 に 一対 の 吊手 E -5 28 4

2 0 6 〟 〟 〟 26 、0 1 1 ・0 (29 ・0) 1 7 .5 - -
内 面 に 一対 の 吊手 E ー528 5

2 0 7 〟 陶 器 瓶 B ll .9 4 ・1 10 .4 7 .6 灰 釉 灰 釉 E -5 29 0

8 3 - 2 0 8 S K 4 5 5 〟 梶 6 .0 1 0 .0 5 .2 〟 灰 ●鉄 釉 腰 錆 E -5 08 3

2 0 9 〟 〟 〟 7. 1 9 ・6 3 .2 鉄 釉 鉄 釉 E ー508 2

2 1 0 〟 磁 器 椀 N 7 .6 1 0 .2 7 .0 ) 透 明 釉 透 明釉 ●呉須 肥 前 E -5 08 5

2 1 1 ′′ 〟 〟 7 ・3 1 1 ・7 4 .5 青 釉 青 釉 青 磁 〝 E -5 08 8

2 1 2 〟 〟 梶 7(0 1 0 .0 4 ・0 灰 ●鉄 釉 鉄 釉 〟 E -5 08 4

2 1 3 〟 〟 椀 R 7 ・6 8 (0 8 (7 5 (2 透 明 釉 透 明釉 ・呉須 ′′ E -5 08 6

2 1 4 〟 〟 〟 7 )6 8 ・6 9 (0 5 ・2 // 〟 〟 E -5 08 7

2 1 5 〟 〟 梶 3 .6 6 (0 2 (2 〟 〟 中 国製 E 一508 9

2 1 6 〟 陶 器 皿 C 1)9 9 ・6 6 ・2 長 石 釉 長 石 釉 E -5 09 2

2 1 7 〟 〟 皿 1.9 7 .8 4 ・0 灰 釉 灰 釉 E -5 09 1

一 21 8 〟 〟 〟 2 (2 1 1 ・6 6 .7 長 石 釉 長 石 釉 E -5 09 3

2 1 9 〟 〟 皿 A 2 .4 1 0 ・8 5 .4 錆 釉 錆 釉 内 面 に 園線 同 心 円皿 E ー509 7

2 2 0 〟 〟 皿 F 3 ・9 1 2 ・9 7 (3 灰 釉 灰 釉 型 押 成形 E -5 09 4

2 2 1 〟 〟 皿 2 ・7 l l .0 7 ・0 灰 ●鉄 釉 〟 同底 面 に鉄 釉 で 蘭 竹 E 一509 6

2 2 2 〟 ′′ 〟 2 .7 1 5 .6 8 .6 長 石 釉 長 石 釉 E -5 09 5

2 2 3 〟 土 器 皿 R 2 ・2 1 0 .2 5 .8 - - ロク ロ成形 E -5 10 0

2 2 4 〟 〟 皿 S 2 .4 1 0 ・1 5 .6 - - 〟 E -5 10 1

2 2 5 〟 〟 皿 R 2 ・3 1 1 ・3 4 .0 - - 〟 E -5 09 9

2 2 6 〟 陶 器 鉢 A 8 . 1 2 8 ・8 1 4 .8 灰 ●鉄 釉 灰 ●鉄釉 E ー510 5

2 2 7 〟 蓋 A 2 ・3 4 .6 3 .7 無 釉 透 明釉 ●呉須 肥 前 E -5 10 2

2 2 8 〟 陶 器 鉢 B 15 ・0 3 6 ・4 l l .0 錆 釉 錆 釉 E -5 10 6

2 2 9 〟 〟 秩 2.8~
4.6

10 .5-
15.1 - 啄 釉 灰 釉 型 押 成形 E -5 10 3

8 4 - 2 3 0 〟 土 器 鍋 D 13 ・4 2 2 ・2 2 3 .6 - - - 内 面 に 一対 の 吊手 E -5 10 9

2 3 1 〟 陶 器 鉢
- - 14 .6 1 2 .0 無 釉 無 釉 手 悟 常 滑 E -5 11 1

2 3 2 〟 〟 甕 A 2 6 ・9 3 1 ・1 3 2 .6 1 4 .4 〟 〟 焼 締 め 〝 E -5 11 3

2 3 3 〟 〟 =土=.壁 - 9 ・2 2 4 .6 - 鉄 釉 鉄 釉 胴 部 中央 に穿 孔 E 一511 2

2 3 4 S K 4 4 3 〟 椀 B 8 (5 1 1 ・6 5 ・0 灰 釉 灰 釉 E ー44 4 7

2 3 5 〟 〟 〟 7 .3 1 1 ・2 5 ・6 〟 〟 肥 前 E -44 5 0

2 3 6 〟 〟 〟 6 ・8 l l .2 5 .2 〟 〟 呉 器 手 肥 前 E -44 5 1

2 3 7 ′′ 〟 〟 7 ・4 l l .6 4 .7 鉄 ●うの ふ 釉 鉄 ・うの ふ釉 尾 呂茶碗 E -44 5 2

2 3 8 〟 磁 器 〟 6 )1 9 .6 5 .4 透 明 釉 透 明 釉 ●呉須 肥 前 E 一44 54

2 3 9 〟 ′′ 〟 4 .3 1 3 ・2 4 (8 青 釉 青 釉 青 磁 肥 前 E -44 55

2 4 0 〟 土 器 皿 S 2 (8 l l .0 5 .4 - - ロク ロ成 形 E -44 5 7

2 4 1 〟 魂 1臥 器 鉢 2 (7 3 (9 3 .9 2 .7 透 明 釉 青●赤・緑●金●透明釉 肥 前 E ー44 65

2 4 2 〟 陶 器 鉢 J 4 (4 1 2 .6 1.2 ・0 灰 釉 灰 ●鉄釉 聾 盟 外 面 に型 紙摺 絵 E -44 66

2 4 3 〟 〟 〟 8 .3 1 7 ・0 17 ・8 1 2 .7 無 釉 鉄 釉 E -44 62

2 4 4 〟 〟 鉢 Ⅰ 6 .1 1 1 ・0 1 1・8 - 〟 ′′ E - 44 63

2 4 5 〟 磁 器 鉢 0 6 )0 6 ・4 6 (9 3 (6 青 釉 青 釉 外 面 に 色絵 青 磯 肥 前 E -44 64

8 5 - 2 4 6 S K 4 10 陶 器 椀 B 7 (9 1 2 .5 5 (3 灰 釉 灰 釉 E -51 15

2 4 7 〟 〟 〟 8 .0 1 2 .8 6 )0 〟 〟 E - 51 16

2 4 8 ′′ 〟 椀 b 8 .0 1 2 .3 5 )6 〟 灰 釉 , 呉須 外 面 に型 紙 摺 絵 E -51 17

2 4 9 〟 〟 椀 C 6 ・7 l l .0 3 .8 〟 灰●錆釉●呉須 外 面 に型 紙 摺 絵 京 ●信 楽 E ー51 18

2 5 0 〟 〟 梶 6 ・0 l l .8 4 .2 〟 灰 釉 E ー51 19

2 5 1 〟 〟 〟 6 ・9 1 1 ・0 4 (0 灰 ●鉄 釉 派 ..鉄釉 内 外面 に鉄 釉 を流 しが け E -51 20

2 5 2 ′′ 〟 〟 5 .9 l l .5 4 ・3 鉄 釉 鉄 釉 E -51 2 1

2 5 3 〟 〟 〟 6 ・3 1 1 ・1 4 (7 透 明釉 ・白泥 透 明 釉 ・自泥 刷 毛 目唐 津 肥 前 E -51 23

2 5 4 〟 〟 〟 5 ・4 1 0 .6 3 ・6 〟 〟 〟 E -51 22

2 5 5 〟 〟 椀 C 4 .3 7 (8 2 (6 鉄 釉 鉄 釉 京 ・信 楽 E -5 124

2 5 6 〟 〟 梶 4 )0 5 )8 3 (2 灰 釉 灰 釉 〟 E -5 125

2 5 7 〟 〟 椀 E 4 ・0 1 0 .8 3 ・2 灰 2●錆釉 〟 E -5 130

2 5 8 〟 磁 器 椀 R 5 )8 7 )4 4 ・8 透 明 ●ル リ釉 透 明 ●ル リ釉 外 面上 下 か けわ け 肥 前 E ー5126

2 5 9 〟 〟 梶 3 ・6 7 (6 2 ・3 透 明釉 ●呉須 透 明 釉 ●呉 須 中 国 製 E -5 127

2 6 0 〟 〟 〟 8 .0 1 6 .5 6 ・4 〟 〟 肥 前 E -5 160

2 6 1 〟 〟 椀 M 6 .2 7 ・2 3 .0 〟 〟 〟 E - 5 129
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図 版 番 号 遺 構 器 種
法 量 (cm ) 釉 薬 ●調 整等

備 考 登 録
番 号器 高 口径 胴径 底 径 内 面 外 面

85-2 6 2 S K 4 10 磁 器 椀 M 4 ・9 7 )2 3 ・2 透 明釉 ●呉 須 透 明釉 ・呉 須 中 国製 E ー51 28

2 6 3 〟 陶 器 皿 H 2 .0 l l .4 5 (0 錆 釉 錆 釉 E -5 13 1

2 6 4 〟 〟 皿 D 2 ・5 l l .4 5 .6 灰 釉 灰 釉 E -5 13 2

2 6 5 ′′ 〟 〟 3 (1 1 2 .2 6 .2 〟 〟 E 一513 3

2 6 6 〟 〟 皿 E 3 )2 1 4 ・0 7 .4 灰 ・鉄 釉 〟 内底 面 に 型紙 摺 絵 E -5 13 6

2 6 7 〟 〟 皿 G 2 ・9 9.0 ~
12 .2

6 ・2 〟 〟 〟 E -5 13 4

8 6 - 2 6 8 ′′ 磁 器 皿 L 4 ・0 6 ・8 7 .2 透 明釉 ●呉 須 透 明釉 ●呉 須 肥 前 E -5 13 8

2 6 9 〟 〟 皿 N 1・8 8 .8 4 (8 〟 〟 〟 E -5 13 9

2 7 0 ′′ 陶 器 鉢 L 2 ・4 3 .7 2 ・5 鉄 釉 鉄 釉 E -5 14 8

2 7 1 〟 〟 鉢 3 .7 1 0 .2 5 ・4 錆 釉 錆 釉 鍋 A と類似 す るが 小型 で被 熟痕 な し E -5 15 0

2 7 2 〟 磁 器 〟 6 (9 8 (6 6 .7 青 釉 青 釉 青 磁 肥 前 E -5 16 1

2 7 3 〟 ′′ 〟 6・2～
6(4

9 ・4 5 (6 透 明 釉 透 明 釉 〟 E -5 16 2

2 7 4 〟 陶 器 〟 6 (8 4 ・5 6 ・3 4 (8 無 釉 灰 1●鉄釉 灰 落 し E -5 17 0

2 7 5 〟 〟 〟 7 )3 1 4 .8 1 0 ・2 鉄 釉 鉄 釉 E ー515 8

2 7 6 〟 ′′ 鉢 Ⅰ 8 .6 1 5 .6 1 2 ・6 〟 〟 E ー515 7

2 7 7 〟 ′′ 壺 A 8 .4 6 .2 l l .5 6 (1 〟 〟 E -5 17 1

2 78 〟 皿 2 ・5 2 3 .0 1 2 .8 透 明 釉 透 明釉 底 面 に窯 印 肥 前 耳-513 7

2 79 〟 土 器 鍋 D 13 .5 2 6 .0 - 2 .0 - I 内 面 に 吊手 E -5 16 3

28 0 〟 〟 〟 - 3 6 .0 I - - 〟 E - 5 164

28 1 〟 陶 器 鉢 9 .2 18 ・7 8 ・9 灰 ・鉄釉 灰 釉 見 込 み 中 に手 描 で草 花 文 E ー5156

28 2 〟 〟 〟 24 .0 4 6 ・4 3 1・0 灰 釉 灰 ●鉄 釉 E -5 159

8 7 - 28 3 S K 4 4 2 〟 梶 6 ・7 1 1 ・0 4 (2 〟 灰 ●銅線 釉 E -5 179

28 4 〟 〟 〟 6 ・6 9 .7 5 ・1 透 明釉 透 明 ●鉄 釉 京焼 風 ) 肥 前 E - 5 178

28 5 〟 〟 〟 5 .4 1 0 .4 4 .2 〟 〟 〝 京 ・信 楽 E -5 177

28 6 〟 〟 ′′ 7 )5 1 0 .7 5 .6 灰 釉 灰 ●銅緑 釉 E -5 18 1

2 8 7 〟 〟 〟 6 ・6 10 .2 4 )4 派 ) 鉄 釉 灰 ●鉄 釉 刷 毛 目唐 津 肥 前 E -5 180

2 8 8 〟 〟 〟 7 .9 10 ・8 4 (8 灰 釉 灰 釉 E -5 175

2 8 9 〟 〟 椀 A 5 )9 8 ・4 4 .4 鉄 釉 鉄 釉 l E - 5 176

2 9 0 ′′ 磁 器 椀 N 6 )0 1 1・0 4 ・8 透 明釉 透 明釉 ●呉 須 肥 前 E ー5182

2 9 1 〟 〟 〟 5 )5 9 ( 1 3 ・9 〟 〟 // Pでl E - 5 183

2 9 2 〟 〟 〟 6 ・2 10 .3 4 .5 透 明釉 ・呉 須 〟 〟 E -5 184

2 9 3 〟 〟 皿 1 .7 5 ・2 3 (0 透 明釉 透 明釉 〟 E -51 89

2 9 4 〟 〟 柄 2 .7 6 .8 2 ・8 透 明釉 ・呉 須 〟 〟 E -51 90

2 9 5 〟 陶 器 皿 F 3 )0 13 ・2 7 (4 灰 釉 派 .釉 型 押 成 形 E -51 86

2 9 6 〟 〟 〟 2.6 -
3 .0 13 .0 6 ・6 〟 〟 ′′ E -5 1 85

2 9 7 〟 〟 皿 2 .5 12 .3 6 ・6 鉄 釉 鉄 釉 生 産 地 不 明 E ー518 7

2 9 8 〟 土 器 〟 1.9 -
2 )2

9 .0 4 ・2 - - E -5 19 5

2 9 9 〟 〟 〟 2 )2 9 )6 5 (4 - - E -5 19 4

3 0 0 〟 〟 〟 2 (7 1 1 ・2 4 ・8 - - E -5 19 3

3 0 1 〟 陶 器 〟 2 ・9 l l .8 4 ・6 灰 釉 灰 釉 高 台 内 に 刻 印 『清 水』 京 ・信 楽 E -5 18 8

3 0 2 ′′ 土 器 皿 S 2 .7 1 2 ・0 6 ・0 - - E -5 19 2

3 0 3 〟 〟 〟 3 .0 1 2 .6 5 (8 - - E -5 19 1

88ー30 4 〟 陶 器 鉢 Ⅰ 4 ・6 9 (6 9 ・9 7 )4 鉄 釉 鉄 釉 E -5 19 6

3 0 5 〟 〟 鉢 L 5 ・3 5 ・0 6 .6 3 (6 無 釉 〟 E ー519 7

3 0 6 〟 磁 器 皿 0 6 ・(0 6 .0 3 (2 透 明 釉 透 明釉 ・呉須 仏 飯 具 肥 前 E -5 21 2

3 0 7 〟 陶 器 瓶 B 6 ・9 2 (2 6 .0 4 ・5 無 釉 灰 釉 E -5 21 1

3 0 8 〟 磁 器 蓋 I 9 .6 8 ・4 透 明 釉 透 明釉 ●呉須 肥 前 E -52 1 0

3 0 9 〟 陶 器 鉢 D 8 (9 1 4 ・4 6 ・4 灰 釉 灰 釉 E -52 0 1

3 10 〟 磁 器 鉢 7 .7 1 6 .8 6 .6 透 明 釉 透 明釉 肥 前 E -52 0 2

3 11 ′′ 〟 鉢 D 7 .9 1 2 .6 4 .8 青 釉 青 釉 青 磁 〝 E -52 0 3

3 12 〟 陶 器 鉢 B 14 ・4 2 7 ・2 1 3 .3 錆 釉 錆 釉 E ー52 0 0

3 13 〟 土 器 鍋 D - 3 5 ・0 - - - 口縁 内面 に吊 手一 対 E -52 05

3 14 〟 〟 鍋 14 .4 2 7 ・2 1 3 .3 - - E - 52 00

3 15 〟 〟 〟 17 ・0 1 2 ・4 2 3 .6 1 6 .4 - - E - 52 04

9 -3 16 S K 4 4 5 陶 器 梶 7 (6 l l .8 5 ・6 鉄 釉 鉄 釉 E -52 92

3 17 〟 〟 椀 B 7 .0 1 0 ・8 4 (4 〟 〟 E - 52 9 1

3 18 〟 〟 梶 6 .6 1 3 ・0 5 )4 灰 ●鉄釉 灰 ●鉄 釉 E ー52 93

3 19 〟 磁 器 椀 N 6 .5 l l .0 4 ・6 透 明釉 ・呉 須 透 明釉 ●呉 須 色絵 肥 前 E -52 94

3 2 0 〟 陶 器 皿 C 1・7 1 1 ・3 7 .1 長 石釉 長石 釉 E -52 98

3 2 1 ′′ 〟 皿 Ⅰ 3 ・1 9 .0 5 ・2 灰 釉 灰 釉 E -53 00
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備 考
登 録

番 号器 高 口径 胴 径 底径 内 面 外 面

89- 3 2 2 S K 4 4 5 陶 器 皿 D 2 .4 1 2 ・8 7 .2 灰 釉 灰 釉 E -52 9 5

3 2 3 〟 〟 〟 2 .5 1 2 .8 6 ・8 〟 〟 E ー52 9 6

3 24 〟 〟 〟 3 (2 1 3 .4 7 .0 〟 〟 E ー52 9 7

3 2 5 ′′ 〟 皿 F 2 .6 1 3 ・0 7 ・2 〟 〟 型 押 成形 E -5 29 9

3 2 6 〟 〟 皿 3 (6 l l .2 5 )8 鉄 釉 鉄 釉 口縁 が 2 カ所 突 出 産 地 不 明 E -5 31 1

3 2 7 〟 磁 器 〟 2・6～
2(7 8 ・6 3 .8 透 明 釉 透 明釉 内 底 面 に菊 の 透 し彫 り 中 国製 E -5 30 2

3 2 8 〟 〟 〟 1(8 1 0 .5 6 (4 透 明釉 ・呉 須 〟 肥 前 E -5 30 1

3 2 9 〟 土 器 皿 R 2 ・6 1 0 ・6 5 ・2 - - E - 5 30 6

3 3 0 〟 〟 皿 2 (3 1 0 .8 5 ・6 - - E - 5 30 5

3 3 1 〟 〟 皿 R 2 ・9 1 3 .0 7 ・0 - - E - 5 30 4

3 3 2 〟 〟 皿 S 3 .2 1 4 .6 7 )8 - -
E - 5 30 3

3 3 3 〟 磁 器 瓶 - 8 ・0 6 .0 - 青 釉 青 釉 青 磁 肥 前 E -5 31 7

3 3 4 〟 陶 器 鉢 B 9 )5 2 3 ・6 8 ・6 錆 釉 錆 釉 E 一530 7

3 3 5 〟 〟 鉢 Ⅰ 7 (1 1 2 .6 14 .8 8 (8 鉄 釉 鉄 釉 E -5 31 0

3 3 6 〟 〟 鉢 3 (5 1 3 .8 7 ・6 灰 釉 灰 釉 型 押 成形 E -5 3 12

3 3 7 〟 〟 〟 7 ・9 2 1 .4 1 3 .8 無 釉 無 釉 脚 が 3 本付 く 常 滑 E -5 31 4

3 3 8 〟 土 器 鍋 D - 2 6 .2 2 8 .0 - - -
口縁 内 面 に一 対 の 吊手 E -5 3 15

9 0ー33 9 S K 4 6 0 陶 器 椀 B 8 .2 1 2 ・0 4 .8 灰 釉 灰 釉 E -5 03 1

3 4 0 〟 〟 〟 8 ・0 1 2 .4 5 (4 〟 〟 E -5 03 0

3 4 1 〟 〟 〟 7 .2 1 3 ・4 6 .4 鉄 ●うの ふ 釉 鉄 ●うの ふ釉 尾 呂茶椀 E -5 03 3

3 4 2 〟 〟 〟 7 )2 l l .8 5 ・0 灰 釉 灰 釉 E -5 03 5

3 4 3 ′′ 〟 梶 7 .9 l l .0 1 1・4 4 .8 錆 釉 錆 釉 E -5 03 4

3 4 4 〟 〟 〟 8 )4 1 1 ・0 12 .0 5 )4 灰 ●鉄 釉 灰 ・鉄釉 E ー503 2

3 4 5 〟 〟 〟 6 ・3 l l .0 4 .0 透 明 釉 透 明 ●鉄釉 京 焼 風 京 ●信 楽 E -5 03 8

3 4 6 〟 〟 〟 5 (9 1 3 .2 4 ・8 灰 釉 灰 釉 E -5 03 6

3 4 7 〟 〟 椀 A 6 .6 l l .1 4 (1 鉄 釉 鉄 釉 E -5 03 7

3 4 8 〟 〟 椀 E 4 .5 l l .6 4 .0 〟 〟 E -5 04 4

3 4 9 〟 〟 椀 G 5 ・5 9 )8 10 .2 3 .6 灰 釉 灰 ・鉄釉 京 ●信 楽 E -5 03 9

3 5 0 〟 〟 椀 F 5 ・0 1 2 .6 4 .5 透 明 ●鉄釉 透 明釉 京 焼 風 肥 前 E -5 04 0

3 5 1 〟 磁 器 〟 4 ・7 9 .8 3 ・6 透 明 釉 透 明 釉 ・呉須 〟 E -5 04 2

3 5 2 ～〝 〟 〟 4 .3 8 .0 3 .0 〟 〟 外 面 に桐 ( ? )の コ ンニ ャ ク版 〝 E - 5 04 1

3 5 3 〟 陶 器 皿 B 1.9 l l .0 5 .0 鉄 釉 鉄 釉 E -5 04 7

3 5 4 〟 〟 〟 3 ・0 1 3 .2 5 ・0 〟 〟 E - 5 04 6

3 5 5 〟 〟 皿 D 2 .9 1 2 .6 6 .5 灰 釉 灰 釉 E -5 04 5

3 5 6 〟 〟 皿 H 1 .9 l l .0 6 ・0 鉄 釉 鉄 釉 E -50 4 9

3 5 7 〟 〟 〟 2 ・4 1 5 .2 7 ・8 〟 〟 E - 50 48

3 5 8 〟 土 器 皿 S 2 ・1 l l .6 5 ・8 - - ロ ク ロ成形 E -50 52

3 5 9 〟 磁 器 皿 M 1.5 4 ・6 1 (4 透 明 釉 透 明釉 紅 皿 肥 前 E -50 4 3

3 6 0 〟 陶 器 鉢 J 4 .5 1 6 ・7 1 2 .0 灰 釉 灰 ・鉄釉 壁 盟 外 面 に型 紙摺 絵 E -50 5 3

3 6 1 〟 〟 蓋 A 2 ・1 3 .3 - 無 釉 灰 釉 362 と対 E - 50 66

3 6 2 〟 〟 瓶 B 10 .0 4 .6 9 ・5 7 (4 〟 〟 36 1 と対 E - 50 65

9 1- 3 6 3 〟 〟 皿 3 .0 1 5 .6 8 )4 灰 ●鉄 釉 〟 内 面 に型 紙 摺 絵 E -50 50

3 6 4 〟 〟 瓶 A 2 1・0 2 ・6 ( 10 .3 7 ・0 鉄 釉 鉄 釉 E ー50 63

3 6 5 〟 〟 〟 17 .1 4 .2 7 ・8 5 (5 灰 釉 灰 釉 E ー50 64

3 6 6 〟 〟 鉢 B 13 .9 3 0 .0 1 3 ・0 錆 釉 錆 釉 E -50 56

3 6 7 〟 〟 鉢 7.0 2 0 .6 2 1・3 9 )8 灰 釉 灰 釉 E -50 5 1

3 6 8 〟 〟 〟 15 .9 3 3 .0 1 9 ・0 〟 〟 E - 50 55

3 6 9 〟 〟 〟 10 .7 1 8 .8 2 1 .2 1 8 .4 鉄 釉 鉄 釉 脚 が 3 本 付 く E -50 54

3 7 0 〟 〟 聾 A 5 1 .0 5 2 .4 5 3 .6 - 無 釉 無 釉 常 滑 E -50 67

9 2 - 3 7 1 S K 4 4 4 〟 鉢 L 4 )2 7 .0 8 ・4 3 ・6 鉄 釉 鉄 釉 E 一47 32

3 7 2 〟 〟 鉢 6 .5 6 ・3 4 ・0 無 釉 灰 ●鉄釉 E -47 33

3 7 3 〟 〟 鉢 L - - 5 .8 〟 灰 釉 高 台 内 に墨 書 E -47 3 1

3 7 4 〟 〟 蓋 E 1 . 1 5 ・6 - 〟 灰 釉 ●呉須 E -47 35

3 7 5 S K 4 6 7 〟 梶 6 (7 l l .4 1 1・6 5 .1 鉄 釉 鉄 ●長石 釉 E -44 76

3 7 6 〟 〟 椀 B 6 .9 1 0 .4 5 .2 鉄 ●うの ふ釉 鉄 ●うの ふ釉 尾 呂茶 碗 E -44 75

3 7 7 〟 〟 碗 G 6 (5 9 .8 10 ・3 4 (0 灰 釉 灰 ●鉄釉 E -44 79

3 7 8 〟 〟 皿 22 .0 1 1 ・4 5 (4 錆 釉 錆 釉 E ー44 82

3 7 9 〟 〟 〟 4 .3 1 7 .2 8 .6 灰 ●銅 緑釉 灰 釉 型 押成 形 E -44 83

3 8 0 〟 磁 器 皿 N 2 (5 9 ・8 6 )0 透 明釉 ・呉須 透 明 釉 ・呉須 内 面 に墨 は じ き 肥 前 E -44 8 1

3 8 1 〟 土 轟 皿 S 2 ・0 1 1 ・0 5 .4 - - 底 面 に穿 孔 E -44 84
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図版 番 号 遺 構 器 種
法 量 (cm ) 釉 薬 . 調 整等

備 考
登 録

番 号器 高 口径 胴径 底 径 内 面 1 外 面

92 -3 8 2 S K 4 6 7 陶 器 鉢 3 .8 ll.4
(3.7 :

12・0
(4.0 :

灰 釉 . 灰 ●鉄 釉 聾 盟 外 面 に型 紙 摺 絵 E -4 48 5

3 8 3 〟 〟 瓶 15 .4 2 ・2 l l .7 6 ・8 鉄 釉 鉄 釉 E -4 48 7

9 3 - 38 4 S K 4 34 〟 椀 B 7 .9 ll .4 4 ・8 透 明釉 透 明釉 呉器 手 肥 前 E -5 22 0

38 5 〟 〟 椀 D 5 .・7 11 ・2 4 .0 〟 灰 ●鉄 釉 柳 茶 椀 E -5 2 15

38 6 〟 陶 器 椀 C 10 .4 8 .8 2 ・4 灰 釉 灰釉 ●呉 須 E -5 22 1

38 7 〟 〟 〟 5 .5 9 )4 3 .4 〟 灰 ●緑 釉 外 面 に色 絵 京 ●信楽 E -5 2 16

38 8 〟 〟 椀 E 4 .8 12 .0 3 (8 〟 〟 内原 面 に色絵 E -5 23 1

3 8 9 〟 〟 椀 G 5 .0 9 .6 3 ・6 〟 灰 ●鉄 釉 京 ●信楽 E -5 2 18

3 9 0 〟 磁 器 〟 3 .8 8 ・2 3 .2 透 明釉 透 明釉 ●呉 須 肥前 E -5 22 2

3 9 1 〟 陶 器 皿 H 2 .1 10 .4 4 ・8 錆 釉 錆 釉 E -522 7

3 9 2 〟 〟 皿 B 2 .2 10 .4 - 〟 〟 E - 52 28

3 9 3 〟 土 器 皿 1 .0 7 ・4 5 (6 - -
ロク ロ成 形 硬 質 焼 成 E -52 37

3 9 4 〟 陶 器 皿 E 3 ・5 12 .6 5 (5 灰 ・鉄 釉 灰 釉 見込 み に型 紙摺 絵 E -52 29

3 9 5 〟 磁 器 皿 D 3 .4 12 .8 6 ・2 透 明釉 ・呉 須 透 明釉 ●呉 須 肥 前 E -52 32

3 9 6 〟 土 器 ′′ 1 (4 10 .5 - - -
ロ)ク ロ成 形 硬 質 焼 成 E 一52 36

3 9 7 〟 〟 〟 2 .3 12 .0 6 .2 - - 〝 〟 E - 52 33

3 9 8 〟 磁 器 鉢 M 8 )8 10 .2 9 ・9 6 .6 透 明釉 透 明釉 ・呉 須 肥前 E -52 54

3 9 9 〟 〟 鉢 N 5 (8 6 (9 5 )3 〟 〟 〟 E - 52 53

4 0 0 〟 陶 器 鉢 L 4 (7 7 (0 8 (0 4 )6 灰 釉 灰 釉 E -52 39

4 0 1 〟 〟 鍋 B 9 )2 16 .4 l l .7 7 .8 鉄 釉 鉄 釉 日録 に輪 状 の 吊手 E -52 50

4 0 2 〟 〟 鉢 10 .7 10 .4 7 .7 無 釉 鉄 釉 口縁 に敲 打 痕 E -52 51

4 0 3 〟 土 器 〟 10 .4 14 ・2 1 7 .6 12 .8 - -
銀彩 が残 る 江 戸 火 鉢 E -52 52

4 0 4 〟 陶 器 鉢 B 16 .5 3 7 .4 15 ・6 錆 釉 錆 釉 E -52 42

4 0 5 〟 〟 〟 6 )5 18 .8 9 .2 〟 〟 E - 52 43

4 0 6 〟 土 器 鍋 E - 2 8 .2 - - - E - 52 56

4 0 7 〟 陶 器 瓶 9 ・1 - - 灰 釉 灰 釉 唐 子 水 注 E -52 63

94 - 4 0 8 S K 4 2 8 〟 椀 D 6 .8 13 .3 5 .2 〟 灰 ●鉄 釉 麦藁 手 E -44 12

4 0 9 〟 〟 〟 5 (4 12 ・3 4 .2 〟 灰 ●鉄 釉 E -44 13

4 10 〟 〟 梶 6 ・7 8 )8 3 (0 〟 灰 釉 京 ●信 楽 E -44 10

4 1 1 〟 〟 椀 G 4 )5 9 )3 9 (9 4 .6 〟 〟 高 台 が摩 滅 E -44 11

4 1 2 〟 〟 椀 H 5 .6 8 .2 8 .9 3 ・6 〟 灰 ・鉄 釉 外面 胴 部 下 部 に斜 目の 刺突 鎧 茶椀 E -44 07

4 1 3 〟 〟 椀 C 5 (6 8 .8 3 ・5 〟 灰和 ●呉 須 E 一44 08

4 1 4 〟 ′′ 椀 B 5 (2 9 ・1 3 .9 〟 灰 釉 E ー44 09

4 15 〟 磁 器 鉢 5 )8 7 .6 4 .0 透 明釉 透 明釉 肥 前 E -44 14

4 16 〟 il K * 椀 R 4 )3 6 .3 6 ・0 4 .0 〟 透 明釉 ●呉 須 〟 E -44 15

4 17 〟 磁 器 梶
- 7 )0 - 〟 〟 〟 E -4 4 17

4 18 〟 陶 器 皿 J 5 )0 2 4 .4 13 .4 灰 ●鉄 釉 灰 釉 E ー44 19

4 19 〟 〟 皿 G 2・7～
3.0

8 .4-
9.2

4 ・8 灰釉 ・呉 須 〟 型 押 成 形 E -44 18

4 2 0 〟 磁 器 皿 M 1 (6 4 .6 1 .1 透 明釉 透 明釉 紅 皿 肥前 E -4 4 23

4 2 1 〟 土 器 皿 S 2 ・3 12 ・2 6 .4 - -
ロク ロ成 形 E -4 42 1

4 2 2 〟 〟 皿 1 )3 7 )6 5 .0 - - 〟 E -4 42 2

4 2 3 〟 陶 器 鉢 6 (6 2 2 .0 2 2 ・8 9 .4 灰 釉 灰 釉 高台 内 に墨 書 E -4 42 0

4 2 4 〟 〟 瓶 C 9 )7 7 .6 1 4 .4 5 )2 無 釉 灰 ●鉄 釉 京 ●信楽 E -4 43 3

4 2 5 〟 〟 鉢 K 2 .6 5 .0 5 )0 4 ・3 灰 釉 灰 釉 餌 鉢 E 一442 6

4 2 6 〟 〟 鉢 L 6 )2 9 ・2 1 0 .2 6 .1 〟 〟 E -4 4 16

4 2 7 〟 〟 鉢 15 ・3 2 9 .8 18 .0 〟 灰 ●鉄 釉 E -4 43 0

9 5 -4 2 8 S K 4 18 〟 柄 7 ・2 10 ・8 5 .0 灰釉 ●白泥 灰釉 ・白泥 刷 毛 目唐 津 肥前 E -4 60 8

4 2 9 〟 ′′ 椀 C 6 ・4 10 ・4 3 ・4 灰 釉 灰 釉 京 ●信楽 E -4 60 9

4 3 0 〟 〟 椀 H 4 ・0 8 .4 3 (8 〟 灰 ●鉄 釉 E ー460 6

4 3 1 〟 〟 椀 B 5 (0 9 (6 4 .0 鉄 釉 鉄 釉 E -4 6 13

4 32 〟 〟 椀 C 5 )4 8 .6 9 .6 3 (4 灰 釉 灰 釉 E -4 60 5

4 3 3 〟 磁 器 梶 5 )8 ll .0 4 )5 透 明釉 ●呉 須 透 明釉 ●呉 須 肥 前 E -4 6 15

4 34 〟 〟 椀 Q 6 (1 ll .8 6 )8 〟 〟 〟 E -4 6 14

4 3 5 〟 陶 器 皿 D 3 (5 13 .0 6 ・9 灰 釉 灰 釉 E ー46 16

4 3 6 〟 土 器 皿 S 2 ・1 5 ・1 6 ・4 - -
ロク ロ成形 E -4 62 1

4 3 7 〟 陶 器 鉢 H 16 .2 2 1 .2 13 ・8 無 釉 灰 釉 E -4 63 1

4 38 〟 〟 鉢 5 (7 7 (9 4 )5 灰 釉 灰 ●緑 釉 E ー46 11

4 3 9 〟 〟 〟 2 )8 4 .2 2 )4 灰 釉 灰 釉 、E -4 63 6

4 4 0 〟 磁 器 〟 2 (1 3 )4 2 (8 透 明釉 透 明釉 ●呉 須 肥 前 E -4 63 7

4 4 1 〟 陶 器 鉢 A 7 ・0 2 8 .4 16 .6 灰 釉 灰 釉 E -4 62 9
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図版 番 号 遺 構 器 種
法 量 (cm ) 釉 薬 ●調 整等

備 考
登 録

番 号器 高 口径 胴 径 底 径 内 面 外 面

96-4 4 2 S K 4 2 5 陶 器 椀 A 7 (7 1 0 .6 1 0 ・7 4 ・4 鉄 釉 鉄 釉 E ー449 6

4 4 3 〟 〟 梶 6 .0 8 .4 3 .8 灰釉 .自泥 灰 釉 ●白泥 刷 毛 目唐 津 肥 前 E -4 49 7

4 4 4 〟 磁 器 椀 R 7 ・3 8 ・4 9 ・0 5 (0 透 明釉 透 明釉 ●呉 須 〟 E -4 50 1

4 4 5 〟 〟 椀 Q 7 ・3 1 3 ・2 7 ・0 透 明釉 ●呉 須 〟 〟 E -4 49 8

4 4 6 〟 〟 椀 ▼L 5 .1 9 .2 3 )5 〟 〟 瀬 戸 E -4 49 9

4 4 7 〟 陶 器 椀 B 3 ・3 7 ・4 3 (8 灰 釉 灰 釉 E -4 5 12

4 4 8 ′′ 磁 器 梶 3 .1 5 )0 2 .2 透 明釉 透 明釉 肥 前 E -4 50 0

4 4 9 〟 陶 器 皿 D 3 )6 14 .6 8 ・4 灰 釉 灰 釉 E -4 50 7

4 5 0 〟 〟 皿 C 2 .4 1 2 .2 8 ∴3 長 石 釉 長 石 釉 E -4 50 3

4 5 1 〟 〟 皿 2 .5 1 3 ・4 7 ・6 灰 釉 灰 釉 E -4 50 4

4 5 2 〟 〟 皿 C 2 .6 1 0 ・8 7 (2 長 石 ・鉄 釉 長 石 釉 内面 に鉄釉 で草 木 文 E -4 50 6

4 5 3 〟 〟 皿 H 2 .6 1 1 ・4 5 (0 錆 釉 錆 釉 E -4 5 11

4 5 4 〟 〟 皿 B 1 ・9 7 ・0 3 )2 〟 〟 E -4 5 10

4 5 5 〟 磁 器 皿 L 3 ・0 1 4 ・4 8 (4 透 明釉 ●呉 須 透 明釉 ●呉 須 漆 継 の 痕 跡 肥 前 E -4 5 14

4 5 6 〟 土 器 皿 Q 2 ・0 9 .7 5 ・2 - -
胴 部 下 位 に穿 孔 E ー45 16

4 5 7 〟 陶 器 蓋 B 2 ・3 1 0 .0 5 (4 無 釉 鉄 釉 E -4 52 5

4 5 8 〟 磁 器 蓋 F 2 .9 9 .4 3 ・5 透 明釉 . 透 明釉 ●呉 須 瀬戸 E -4 52 7

4 5 9 〟 陶 器 瓶 E 2 (8 5 .8 - 5 .4 灰 釉 灰 釉 吊 り下 げ 式 の灯 明 具 E -4 52 9

4 6 0 〟 〟 鉢 A 7 )4 3 1 .2 1 6 .6 灰 ●鉄 ●緑 釉 〟 高 台 内 に 墨書 E -4 52 0

4 6 1 〟 〟 鉢 F 1 5 ・5 16 .0 1 9 .8 1 5 .2 無 釉 灰・うのふ●上野釉 E -4 52 1

4 6 2 〟 〟 =j:=.壁 17 .7 2 0 ・0 2 3 ・4 1 3 ・0 鉄 釉 鉄 釉 E -4 52 8

9 7 - 4 6 3 S D 4 0 2 〟 椀 J 6 .5 1 2 .0 ラ.4 透 明釉 ●呉 須 透 明釉 ●呉 須 E -4 5 32

4 6 4 〟 磁 器 椀 L 6 ・0 1 0 ・0 4 .0 〟 〟 肥前 E -4 5 35

4 6 5 〟 〟 皿 2 .8 9 ・6 5 (4 〟 〟 ′′ E -4 54 1

4 6 6 〟 陶 器 皿 E 3 ・7 1 2 ・1 4 ・7 灰 釉 灰 釉 E -4 53 3

4 6 7 〟 〟 皿 B 2 .0 1 0 ・4 7 .0 錆 釉 錆 釉 E -4 5 37

4 6 8 〟 土 器 皿 2 ・5 1 0 .8 6 ・2 - -
ロク ロ成 形 E -4 54 2

4 6 9 〟 陶 器 皿 J 5 ・3 2 3 .6 1 1 ・3 灰 釉 灰 釉 E -4 53 9

4 7 0 〟 磁 器 蓋 F 3 ・3 9 .2 - 透 明釉 ●呉 須 透 明釉 ・呉 須 肥前 E 一455 7

4 7 1 ′′ 陶 ▼器 鉢 5 .3 7 ・7 5 (2 無 釉 灰 釉 産 地 不 明 E ー454 8

4 7 2 〟 〟 瓶 A 2 2 .9 3 ・4 1 3 ・2 8 (5 灰 釉 灰 釉 ●呉 須 肩 部 に刻 印 「桐 花 」 E -4 55 8

4 7 3 〟 〟 鍋 C 7 ・2 1 5 ・6 1 6 ・1 - 〟 灰 釉 E -4 54 6

4 7 4 ′′ 〟 甕 A
- 4 1 .4 5 2 .0 -

無 釉 無 釉 常滑 E -4 56 1

8- 4 7 5 S K 4 2 9 〟 椀 J 6 ・3 1 2 ・6 5 .8 透 明釉 ●呉 須 透 明釉 ●呉 須 E ー456 7

4 7 6 〟 〟 梶 6 ・7 1 3 .3 5 ・0 〟 〟 E ー456 3

4 7 7 ′′ 〟 椀 Ⅰ 5 .9 7 .2 7・5 2 )4 灰 釉 鉄 釉 ●灰 釉 E -4 56 5

4 7 8 〟 磁 器 梶 4 .2 7 .4 2 (6 透 明釉 ●呉 須 透 明釉 ・呉 須 E -4 57 1

4 7 9 〟 ′′ 椀 0 5 .4 8 .2 8 (6 3 )6 〟 〟 E -4 56 9

4 8 0 〟 ′′ 椀 Q 6 .1 l l .8 6 ・9 〟 〟 E -4 56 8

4 8 1 ′′ 〟 皿 ・～ 2 .7 1 0 .6 6 (0 〟 〟 肥 前 E -4 57 6

4 8 2 〟 陶 器 皿 F 2 ・5 1 1 ・8 6 .0 灰 ●鉄 釉 灰 釉 内底 面 に 型紙 摺 絵 E -4 57 3

4 8 3 〟 〟 皿 H 1 )6 8 ・2 3 )2 錆 釉 錆 釉 E -4 57 5

4 8 4 〟 土 器 皿 B 2 .2 1 1 ・0 5 .6 〟 〟 E -4 57 4

4 8 5 〟 陶 器 蓋 E 1 (6 l l .4 - 無 釉 灰 釉 E -4 59 5

4 8 6 〟 ′′ 鉢 L 6 (5 9 ・7 1 1、1 6 )8 灰 釉 〟 E -4 58 7

4 8 7 〟 ′′ 鉢 8 (0 10 .0 1 1・1 7 )0 鉄 ●銅 緑 釉 銅 線 釉 釉 の剥 落 が著 し い E -4 58 5

4 8 8 〟 〟 鍋 A 7 (7 16 .2 6 (0 鉄 釉 鉄 釉 2 孔 と 3 孔 の板 状 の 吊手 E -4 58 8

4 8 9 〟 土 器 鍋 3 )4 10 .4 1 2・8 6 )6 - - 硬 質 焼 成 E ー459 2

4 9 0 〟 〟 〟 3 ・8 1 6 ・8 1 2 .6 - - E ー459 3

4 9 1 〟 〟 鍋 E 8 .0 4 7 ・8 - - - E -4 59 1

4 9 2 〟 陶 器 鉢 13.0 -
16 .1

27 .0-
37.2 38 .7 -

無 釉 無 釉 楕 円形 常 滑 E -4 59 7

9 9 - 4 9 3 〟 瓦 質 カ マ ド 30 .0 - - - - E -4 60 1

10 0 - 4 9 4 S K 4 5 3 陶 器 梶 8 (1 1 0 .4 l l .0 5 ・1 鉄 釉 鉄 ・長 石 釉 外 面 に ゴマ降 状 に長 石 釉 拳骨 茶 椀 E ー464 8

4 9 5 〟 〟 〟 6 ・3 1 0 .8 4 (4 灰 ・うのふ 釉 灰 ・うの ふ釉 E -4 64 6

4 9 6 〟 ′′ 〟 6 .5 1 0 .0 1 0 .2 4 (2 灰 釉 灰 釉 E -4 64 7

4 9 7 〟 〟 椀 J 6 .5 l l .4 6 ・5 呉 須 呉 須 E ー464 5

4 9 8 〟 〟 〟 5 ・7 1 0 .7 5 ・0 ′′ 〟 E -4 64 4

4 9 9 〟 〟 梶 4 ・2 7 )4 3 .8 灰 釉 灰 釉 型 押 成形 産地 不 明 E -4 65 1

5 0 0 〟 磁 器 〟 4 .1 7 (6 3 .2 透 明釉 ・呉 須 透 明釉 ●呉 須 焼 継 痕 瀬 戸 E ー466 0

5 0 1 〟 〟 〟 3 (9 7 (8 2 .6 〟 〟 肥 前 E ー466 2
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図 版 番 号 遺 構 器 種
法 量 (cm ) 釉 薬 ●調 整等

備 考
登 録

番 号器 高 口径 胴径 底 径 内 面 外 面

100ー50 2 S K 4 5 3 磁 器 柄 3 ・7 7 ・0 2 .4 透 明釉 ●呉 須 透 明釉 ●呉 須 肥 前 E -4 66 3

50 3 〟 〟 椀 L 5 .4 9 ・4 3 .・4 〟 〟 瀬 戸 E -4 65 9

50 4 〟 〟 椀 0 5 ・7 8 )6 9 .2 2 .4 ′′ ル リ釉 肥 前 E -4 65 6

50 5 〟 〟 椀 P 4 (7 9 ・8 3 ・4 〟 透 明釉 ●呉 須 焼 ,偕 痕 〝 E -4 66 1

50 6 〟 〟 椀 Q 6 (0 12 .4 6 .6 〟 〟 〟 E -4 65 3

50 7 〟 〟 〟 6 (3 11 ・2 5 (4 ′′ 〟 瀬 戸 E -4 65 2

50 8 〟 ′′ 梶 6 (7 14 .1 5 ・4 〟 〟 肥 前 E -4 65 4

5 0 9 〟 陶 器 椀 E 2 ・2 12 .7 4 ・3 灰 ・鉄 釉 灰 釉 E -4 68 6

5 10 〟 〟 皿 E 3 (0 ll .7 5 .6 灰釉 ●呉 須 〟 E -4 66 6

5 1 1 〟 〟 皿 2 ・3 ll .9 5 (4 錆 釉 錆 釉 E -4 6 78

5 12 〟 〟 〟 1 ・7 10 ・4 5 .6 〟 〟 E 一46 68

5 13 〟 〟 皿 B 2 (5 10 .0 4 .4 〟 〟 E -4 6 69

5 14 〟 〟 皿 G 2 ・0 7 .4 4 ・8 灰 ●鉄 釉 灰 ・鉄 釉 型 押 成 成 形 E -46 72

5 15 〟 〟 皿 2 ・0 7 (4 3 ・8 長 石 .鉄 釉 長 石 ●鉄 釉 E -46 70

1 0ト5 16 〟 〟 〟 2 (3 13 ・5 6 .2 錆 釉 錆 釉 卸 皿 E -46 61

5 17 〟 磁 器 皿 N 1 .8 8 ・8 5 ・8 透 明釉 ●呉 須 透 明釉 ・呉 須 肥前 E -46 75

5 1 8 〟 〟 皿 2 .4 10 .4 6 ・0 〟 透 明釉 E -4 6 73

5 1 9 〟 )〟 皿 N 2 .7 10 .1 5 )6 〟 透 明釉 ●呉 須 肥前 E -4 6 74

5 2 0 〟 〟 〟 2 ・7 9 ・6 5 .4 〟 〟 〟 E -4 6 76

5 2 1 〟 陶 器 鉢 3 ・0 10 .2 1 0 ・5 8 (4 灰 ●銅線●鉄釉 灰 ●銅 緑 釉 三 足 E ー46 87

5 2 2 〟 〟 〟 3 .1 6 .8 7 ・2 6 .0 E -4

5 2 3 〟 〟 〟 3 .5 7 .4 6 .6 2 .8 錆 釉 錆 釉 鍋 B に類 似 . 小 型 で 被 熟痕 な し E -4 6 90

5 2 4 ′′ 〟 〟 8 ・0 4 ・8 5 (6 銅緑 釉 銅 線 釉 E -4 6 95

5 2 5 〟 〟 鉢 H 1 2 ・3 12 .2 8 ・8 鉄 釉 鉄 釉 E -4 6 96

5 2 6 〟 〟 鉢 E 9 .3 15 .8 8 )0 〟 灰釉 ●呉 須 E -4 6 85

5 2 7 〟 磁 器 鉢 N 6 .1 7 .6 6 (0 透 明釉 ●呉 須 透 明釉 ●呉 須 肥前 E -46 92

5 2 8 ′′ 〟 鉢 P 2 .7 4 .0 3 ・9 透 明釉 透 明釉 底 面 に墨 書 瀬 戸 E -46 94

5 2 9 〟 土 器 鍋 3 ・5 16 .4 1 7 .1 - - - E - 47 01

5 3 0 〟 磁 器 蓋 1 .8 7 .2 -
透 明釉 ●呉 須 透 明釉 ●呉 須 瀬 戸 E -4 7 11

5 3 1 〟 陶 器 乗 燭 3 ・0 5 ・2 2 (8 灰 釉 灰 釉 E -47 18

5 3 2 〟 〟 瓶 6 ・6 1 .6 4 (5 3 .2 無 釉 ル リ釉 E -47 13

5 3 3 〟 磁 器 皿 0 6 .2 6 .5 1 .8 3 ・9 透 明釉 ,呉 須 透 明釉 .呉 須 仏 飯 具 肥前 E 一47 16

5 3 4 〟 〟 〟 4 .8 7 (4 ・1 )8 4 (0 〟 〟 〝 〟 E -47 15

1 02 - 5 3 5 〟 陶 器 鉢 B 11 ・0 2 6 .6 12 .0 錆 釉 錆 釉 E -4 6 80

5 3 6 〟 〟 鉢 C 8 .7 17 .2 8 ・8 鉄 釉 鉄 釉 E -4 6 81

5 3 7 ′′ 〟 鉢 7 (0 16 ・0 1 7 .4 14 .8 無 釉 無 釉 E -4 7 09

5 3 8 〟 〟 皿 J 5 ・9 2 7 .2 15 .9 灰 ●鉄 釉 灰 釉 E -4 6 65

5 3 9 〟 〟 蓋 D 3 .2 14 .5 -
灰 釉 〟 E -4 6 99

5 4 0 〟 〟 鍋 C 8 .0 15 .0 1 4 .4 8 ・2 〟 〟 E -4 6 98

5 4 1 〟 土 器 鍋 E 4 )6 3 ・7 - - - 口緑 内 面 に一 対 の吊手 E -4 7 00

5 4 2 〟 陶 器 蓋 B 2 ・8 6 ・2 3 (0 無 釉 灰 釉 E ー47 21

5 4 3 〟 〟 瓶 10 .8 7 .5 5 )5 〟 灰 ●鉄 釉 E -4 7 20

5 4 4 〟 〟 鉢
- 2 7 .0 19 .4 灰 釉 灰 ●鉄 ・緑 釉 E -4 7 08

5 4 5 〟 〟 瓶 C 9 ・9 7 .2 1 6 ・0 8 )0 無 釉 鉄 釉 E -4 7 19

5 4 6 〟 〟 鉢 - 3 8 ・8 - 〟 無 釉 常滑 E -4 7 10

5 4 7 〟 〟 瓶 15 、6 2 ・6 1 0 .0 6 .8 鉄 釉 鉄 1 釉 E -4 7 12

1 0 3ー54 8 S K 4 4 6 〟 椀 K 5 ・4 9 ・8 3 .9 灰 釉 灰 ・鉄 釉 E -4 26 4

54 9 〟 〟 椀 H 5 ・4 9 ・2 4 (0 〟 灰 ・鉄 釉 E -4 30 3

55 0 〟 〟 〟 4 (8 10 .2 5 ・1 〟 〟 E -4 26 0

5 5 1 〟 〟 椀 J 6 (9 ll .5 5 )7 透 明釉 ●呉 須 透 明釉 ●呉 須 E -4 25 7

5 5 2 〟 磁 器 梶 6 .8 11 ・4 4 ・1 透 明釉 〟 瀬 戸 E -4 27 2

5 5 3 ′′ 〟 椀 L 5 .9 10 ・8 4 (7 透 明釉 ・呉 須 〟 〟 E -4 28 4

5 54 〟 〟 蓋 F 3 .5 l l .0 - 透 明釉 〟 焼 継 痕 〝 E -4 35 5

5 5 5 〟 〟 梶 5 (3 10 ・2 5 (0 〟 〟 〟 E -4 26 9

5 5 6 〟 ′′ 〟 6 .1 l l .0 4 .7 透 明釉 ・呉 須 〟 肥 前 E -4 27 5

5 5 7 〟 〟 椀 0 5 (7 8 )7 3 ・7 〟 〟 〟 E -4 29 3

5 58 〟 〟 椀 L 4 .6 9 ・2 3 .6 透 明釉 〟 瀬 戸 E -4 29 7

5 5 9 〟 〟 梶 5 (2 9 .2 3 ・2 透 明釉 ●呉 須 〟 肥 前 E 一429 4

5 6 0 〟 陶 器 〟 5 ・5 7 ・8 3 .0 、透 明釉 透 明釉 ●鉄 釉 E -4 28 5

56 1 〟 磁 器 椀 L 4 ・1 7 ・9 3 ・4 透 明釉 ●呉 須 透 明釉 ●呉 須 瀬 戸 E -4 3 16
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図 版番 号 遺 構 器 種
法 量 (cm ) 釉 薬 ●調 整 等

備 考
登 録
番 号器 高 口径 胴 径 底 径 内 面 外 面

103 - 5 6 2 S K 4 4 6 陶 器 皿 D 3 ・5 1 3 .3 7 (0 灰 釉 灰 釉 E -4 31 8

5 6 3 〟 〟 皿 3 (3 1 0 ・6 6 )3 透 明釉 ・白泥 透 明釉 ・自泥 E -4 32 1

5 6 4 〟 〟 皿 H 1・3 7 .0 3 .6 灰 釉 灰 釉
I.

E ー432 8

5 6 5 〟 磁 器 皿 M 1(5 4 (7 1 )2 透 明 釉 透 明釉 紅 皿 肥 前 E -4 32 5

5 6 6 〟 〟 皿 2 .9 9 )5 3 .7 透 明釉 ●呉 須 透 明釉 ●呉須 焼 継 痕 〝 E -4 32 7

5 6 7 〟 〟 〟 2 、5 8 ・2 3 ・6 透 明 釉 透 明釉 瀬 戸 E -4 35 3

5 6 8 〟 〟 蓋 F 2 ・6 8 ・9 - 〟 透 明 釉 ●呉須 〟 E -4 35 4

5 6 9 〟 〟 〟 2 ・6 9 ・4 - 〟 〟 〟 E - 4 32 2

5 7 0 〟 〟 皿 K 3 ・5 1 3 ・6 6 .9 透 明釉 ●呉 須 〟 焼 継痕 肥 前 E -4 39 6

5 7 1 〟 〟 皿 0 5 (9 6 ・4 3 .5 透 明 釉 〟 〟 E -43 9 6

10 4ー57 2 〟 陶 器 鉢 7 ・8 1 6 .0 6 (2 灰●鉄・銅緑釉 灰●鉄(銅緑釉 E -42 6 7

5 7 3 〟 〟 鉢 B 13 .1 3 3 .0 14 .6 錆 釉 錆 釉 E -43 3 2

5 7 4 〟 〟 鉢 C
- 1 6 .6 -

鉄 釉 鉄 釉 E -43 34

5 7 5 〟 ′′ 鉢 B 18 .6 6 ・7 7 )2 錆 釉 錆 釉 E ー43 3 3

5 7 6 〟 〟 鉢 D l l .0 1 9 ・1 2 0 .4 1 0 .0 灰 釉 灰 釉 E -43 35

5 7 7 〟 〟 鍋 A 1 1 ・8 24 ・4 2 0 .8 9 .0 錆 釉 錆 釉 E -43 4 3

5 78 〟 ′′ 鍋 B 10 ・2 2 1 .2 1 9 .2 8 )0 鉄 釉 鉄 釉 E -43 42

5 79 〟 〟 鉢 15 .5 38 .0 35 .2 無 釉 無 釉 常 滑 E -43 48

58 0 〟 〟 壺 A 2 2 ・9 9 .6 6 .8 9 ・6 灰 釉 灰 釉 E -43 76

5 8 1 〟 〟 瓶 18 .9 2 .4 9 (0 6 ・8 〟 〟 E - 43 82

5 8 2 〟 〟 〟 14 ・3 7 )7 7 (2 6 .5 〟 灰 ●鉄 釉 花瓶 E -43 8 1

5 8 3 〟 〟 壺 22 .8 9 .4 1 5 .0 9 .4 〟 灰 釉 E - 43 80

5 8 4 〟 〟 瓶 C 1 2 .0 9 (5 2 0 ・0 8 ( 1 鉄 釉 鉄 釉 注 口の上 に穿孔 1 カ所 E - 43 92

1 0 5 -5 8 5 S K 42 4 〟 椀 B 7 ・0 10 .8 l l .4 5 .4 灰 釉 灰 釉 E -48 53

5 8 6 ′′ 〟 椀 H 5 (3 10 ・2 4 .6 鉄 釉 鉄 釉 E -48 6 1

5 8 7 〟 〟 〟 5 ・1 10 .4 4 .0 灰 釉 灰釉 ●呉 須 E -48 57

5 8 8 〟 〟 〟 5 )2 9 .0 3 )8 〟 灰釉 ・鉄 釉 E ー48 65

5 8 9 〟 ′′ 〟 5 .1 9 .3 3 (8 〟 〟 E - 48 63

5 9 0 〟 〟 梶 5 ・8 10 ・0 1 0 .5 5 (0 鉄 釉 鉄 釉 拳骨 茶 椀 E -4 8 54

5 9 1 〟 〟 椀 G 5 ・3 1 1・1 l l .7 4 .6 灰 釉 灰 釉 E -4 8 62

5 9 2 〟 〟 〟 5 (1 9 ・2 9 )9 3 )8 灰 ●鉄 釉 灰 ●鉄 釉 せ ん じ 左右 掛 け分 け E -4

5 9 3 〟 〟 椀 K 5 (6 10 .6 4 .0 長石 釉 長 石 釉 E -4 8 64

5 9 4 〟 ′′ 〟 6 (1 ll .7 4 .8 長石●鉄・銅緑釉 長石●鉄●銅緑釉 E -4 8 59

5 9 5 〟 〟 梶 6 )2 12 .0 4 ・0 灰 釉 灰 釉 E -4 86 0

5 9 6 〟 〟 〟 5 .8 l l .4 3 ・6 〟 灰 ●鉄 釉 E -4 85 8

5 9 7 〟 〟 〟 5 .7 1 0 ・4 4 ・2 長 石 ●銅 線 釉 長石・鉄●銅緑釉 E -4 86 7

5 9 8 ′′ 〟 〟 5 (8 1 2 .3 4 (4 灰釉 ・白泥 灰釉 ●白泥 刷 毛 目 E -4 86 6

5 9 9 〟 〟 〟 4 (7 8 ・4 3 .6 灰 釉 灰 ●鉄 釉 小杉 茶 椀 E -4 86 9

6 0 0 〟 〟 〟 5 ・9 1 0 .5 5 (0 透 明釉 ・呉 須 透 明釉 ●呉 須 広 東 椀 E -4 85 6

6 0 1 ′′ 〟 椀 J 5 ・2 6 ・4 6 .3 3 .2 灰 釉 灰 釉 産 地不 明 E ー487 0

6 0 2 〟 〟 梶 4 .4 6 ・4 3 )4 〟 〟〟 高 台 に 三角 形 の切 込 み E -4 87 1

6 0 3 〟 ′′ 〟 3 ・3 5 (8 3 )0 // 〟 釉 が 白色 に発 色 E -4 87 2

6 0 4 ′′ 〟 〟 6 .6 1 3 ・2 7 .2 灰 釉 ●呉 須 灰・錆釉●呉須 内面 輪 状 に釉 を 取 る. 高 台 内錆 釉 E ー487 4

6 0 5 〟 〟 椀 L 6 ・7 1 2 .6 4 ・1 透 明釉 ●呉 須 透 明釉 ・呉須 焼 継 痕 肥 前 E -48 7 5

6 0 6 〟 〟 〟 6 ・4 1 1 ・6 4 .8 〟 〟 瀬 戸 E ー48 7 7

10 6 - 6 0 7 〟 〟 〟 6 ・1 1 0 .3 4 ・2 〟 〟 焼 継 痕 〝 E -48 7 9

6 0 8 〟 〟 〟 5・6 1 0 ・2 4 .3 〟 〟 釉 の 発 色不 良 〝 E -48 8 1

6 0 9 〟 〟 〟 6 .0 1 0 ・4 4 .2 〟 〟 〝 〝 E -48 8 6

6 1 0 〟 〟 〟 6 ・5 1 0 .0 4 ・0 〟 〟 ′′ E -48 8 5

6 1 1 〟 〟 〟 6 ・0 l l .2 4 ・4 〟 〟 〟 E -48 7 8

6 1 2 〟 〟 〟 6 .4 1 0 .4 4 ・6 〟 〟 ′′ E -48 8 4

6 1 3 〟 〟 梶 5 .9 1 0 .6 3 )4 〟 〟 焼 継痕 肥 前 E ー48 7 6

6 1 4 〟 〟 椀 L 4 ・9 9 )0 3 (5 〟 〟 瀬 戸 E -4

6 1 5 〟 〟 〟 4 ・5 8 )9 3 (7 〟 〟 産 地 不 明 E -4

6 1 6 〟 〟 〟 4 .8 9 .0 3 ・2 透 明.赤釉 透 明・赤●緑釉 瀬 戸 E -48 9 1

6 1 7 〟 〟 〟 4 (5 8 (2 2 (8 透 明釉 ●呉須 透 明 釉 .呉 須 釉 の発 色不 良 〝 E ー48 9 2

6 1 8 〟 〟 梶 6 .0 8 .2 4 .4 〟 〟 〟 E -48 9 3

6 1 9 〟 〟 椀 Q 5 (2 9 (6 4 ・6 〟 〟 広 東椀 〝 E ー48 8 7

6 2 0 〟 ′′ 椀 L 4 (4 7 )8 3 .0 〟 〟 〟 E ー48 95

6 2 1 〟 〟 〟 3 ・3 6 ・2 . 2 ・3 透 明釉 透 明釉 〟 E -49 02
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備 考
登 録

番 号器 高 口径 胴径 底 径 内 面 外 面

106 -6 2 2 S K 4 2 4 陶 器 椀 Ⅰ 5 ・2 6 ・6 6 .9 2 .8 透 明釉 ●呉 須 透 明釉 ●呉 須 瀬戸 E -4 89 4

6 2 3 〟 磁 器 梶 4 ・8 6 (2 5 ・2 〟 〟 内・外底面を除く全面に半透明付着物 〝 E -4 89 9

6 2 4 〟 ′′ 椀 L 3 .4 6 ・5 2 .4 〟 〟 〟 E -4 80 0

6 2 5 〟 〟 〟 3 ・3 6 .4 2 .4 〟 〟 〟 E -4

6 2 6 〟 〟 梶 2 ・9 6 .6 2 ・2 透 明釉 〟 〟 E -4 90 1

6 2 7 ′′ 〟 〟 4 .2 6 .1 2 (9 透 明釉 ●呉 須 〟 〟 E ー489 7

6 2 8 〟 〟 〟 4 .7 6 ・4 3 ・2 〟 〟 〟 E -4 89 6

6 2 9 〟 〟 皿 M 1 .2 4 )6 1 )4 透 明釉 透 明釉 肥 前 E -4 90 4

6 3 0 〟 〟 梶 2 .2 4 (4 1 ・6 〟 〟 〟 E -4 00 3

1 0 7- 6 3 1 〟 陶 器 皿 B 1 .3 6 ・6 2 .8 増 釉 鉄 釉 E -4 92 2

6 3 2 〟 〟 皿 1) 1 7 ・0 3 (0 無 釉 無 釉 内面 墨 書 E -4 92 8

6 3 3 〟 〟 皿 B 1・7 8 ・2 4 .0 鉄 釉 鉄 釉 E -4 9 18

6 3 4 〟 〟 皿 H 1 .4 7 )4 3 .0 〟 〟 E ー492 5

6 3 5 〟 〟 皿 . 2 . 1 9 ・0 5 .3 灰 釉 灰 釉 E -4 92 1

6 3 6 〟 〟 皿 B 2 ・4 9 (4 3 ・6 鉄 釉 鉄 釉 E -4 92 3

6 3 7 〟 〟 〟 2 (5 1 1 ・4 4 .5 〟 〟 口縁 に 油煙 付 着 E -4 92 4

6 3 8 ′′ 磁 器 皿 2 (5 1 0 .8 3 .6 透 明 釉 透 明 釉 瀬 戸 E -4 94 2

6 3 9 〟 陶 器 〟 2 .1 1 2 ・8 6 .6 灰 釉 灰 釉 E -4 91 9

6 4 0 〟 ′′ 〟 3 .0 l l .6 6 ・4 透 明釉 ●白泥 透 明 釉 ●白泥 E -4 91 3

6 4 1 〟 〟 皿 H 2 .1 9 ・6 ) 4 )8 鉄 釉 鉄 釉 E -4 92 6

64 2 〟 〟 〟 2 .9 1 0 .9 4 ・0 灰 釉 灰 釉 E ー49 1 1

64 3 〟 〟 〟 2 .4 l l .6 5 ・0 鉄 釉 鉄 釉 E ー49 24

64 4 〟 〟 皿 E 3 .8 1 1 ・4 5 ・4 灰 ・鉄釉 灰 釉 高 台内 に墨 書 E ー49 3 0

64 5 〟 〟 〟 4 ・0 1 2 . 1 5 ・4 〟 〟 〟 E ー49 1 7

6 4 6 〟 〟 〟 3 .5 1 3 .0 5 、4 〟 〟 内 底面 型 紙 摺 E ー49 15

6 4 7 〟 ′′ ′′ 3 ・9 1 3 .7 6 (0 灰 釉 ●呉須 灰 釉 ●呉須 高 台 内 中央 部 わ ず か に凹 む E ー49 14

6 4 8 〟 ′′ 皿 2 ・9 l l .6 7 .8 灰 釉 灰 釉 内 底面 に鹿 の 線 刻 E ー49 12

6 4 9 〟 〟 〟 2 .7 l l .3 5 .0 長 石 ●鉄 釉 長 石 .鉄 釉 E - 49 20

6 5 0 〟 〟 〟 4 ・5 18 .2 8 ・2 銅 線釉 銅線 ●錆釉 内 面 に 図線 を 線刻 E -49 0 7

6 5 1 〟 〟 ′′ 4 ・3 2 0 ・2 10 .6 長 石 ●鉄 釉 長 石 ●鉄 釉 馬 目皿 E -49 06

6 5 2 〟 磁 器 皿 0 1 ・9 8 ・0 4 .6 透 明 釉 ●呉 須 透 明釉 ・呉 須 口縁部 に墨 ●紅 付着 瀬 戸 E -49 34

6 5 3 〟 〟 皿 2 .1 9 ・0 5 )3 〟 透 明釉 型押 成 形 〝 E -49 2 1

6 5 4 〟 〟 〟. 2 .1 9 .8 4 )0 〟 〟 〟 〟 E -49 40

1 08 - 6 5 5 〟 〟 皿 L - - 3 (3 〟 透 明釉 ●呉 須 癖 継 痕 〝 E -49 31

6 5 6 〟 〟 皿 K 4 )3 15 .2 7 ・6 〟 〟 〟 E - 49 35

6 5 7 〟 〟 皿 2 .4 10 ・6 6 ・2 〟 〟 〟 E -4 9 39

6 5 8 〟 〟 〟 1 ・8 7 ・7 2 (6 透 明釉 透 明釉 〟 E -4 9 44

6 5 9 〟 土 器 〟 0 (9 5 (2 3 .5 - -
ロク ロ成 形 硬 質 焼 成 E -4 9 48

6 6 0 〟 〟 〟 1 ・5 7 .6 - - - 〝 〟 E -4 94 7

6 6 1 〟 〟 皿 S 2 (2 10 .0 5 (4 - - 〟 E -4 94 6

6 6 2 〟 〟 皿 1 .7 1 3 .2 5 )8 - -
〝 硬 質 焼 成 E -4 94 5

6 6 3 〟 磁 器 皿 L 4 ・4 1 4 .3 8 .4 透 明釉 .呉 須 透 明釉 ●呉 須 口縁 端 部 に錆 釉 肥 前 E -4 93 3

6 6 4 〟 陶 器 鉢 K 3 .1 6 ・3 4 ・2 灰 釉 灰 釉 餌 鉢 E ー496 9

6 6 5 〟 〟 鉢 3 ・4 6 (0 6 .3 3 .3 錆 釉 錆 釉 E -4 97 0

6 6 6 〟 〟 〟 3 )3 6 (0 6 .0 4 ・0 灰 釉 灰 釉 内面 に 付着 物 E -4 95 7

6 6 7 〟 〟 鉢 D 4 ・9 1 0 ・2 4 ・8 〟 〟 高 台 内 に 墨書 E -4 97 2

6 6 8 〟 〟 鉢 4 (0 1 0 ・0 10 .5 4 ・6 銅 線 釉 銅 緑 釉 軟 質 , 部 分的 に釉 が銀 化 E -4 95 4

6 6 9 〟 〟 // 6 (4 l l .7 7 .2 鉄 釉 鉄 釉 内面 の 磨滅 著 しい E -4 95 5

6 7 0 〟 〟 〟 6 .8 8 )8 10 ・4 4 ・2 〟 〟 E ー49 5 6

6 7 1 〟 磁 器 〟 6 .5 l l .5 5 .0 透 明 釉 透 明 釉 瀬 戸 E -48 7 3

6 7 2 〟 陶 器 〟 7 ・5 1 2 .8 12 .1 5 .8 灰●鉄釉 ●自泥 灰●鉄釉・白泥 白土 を練 込 . 鉄 釉 の一 部 銀化 E -49 5 1

6 7 3 〟 〟 〟 8 ・8 1 0 ・4 13 .7 5 .4 灰 釉 灰 釉 E -48 52

6 7 4 〟 ′′ 鉢 B 5 ・4 1 3 ・5 6 ・0 錆 知 錆 釉 内 底 面摺 目の 磨滅 著 しい E ー49 74

1 09 - 6 7 5 〟 磁 器 鉢 - 9 .8 10 .5 - 透 明釉 ●呉 須 透 明 釉 ●呉須 瀬 戸 E -49 64

6 7 6 〟 P K g 鉢 L 2 ・2 5 .0 5 ・7 4 ・6 灰 釉 灰 釉 E -49 67

6 7 7 〟 〟 〟 1・7 5 .2 4 (0 〟 〟 底 面 に墨 書 E -49 6 1

6 7 8 〟 磁 器 鉢 6 ・6 1 3 ・8 6 ・2 青 釉 青 釉 青磁 型 押 成形 瀬 戸 E -49 63

6 7 9 〟 〟 鉢 0 5 .2 6 ・3 2 ・3 〟 〟 〝 〝 E -49 65

6 8 0 〟 陶 器 乗 燭 3 ・8 5 )0 3 ・6 鉄 釉 鉄 釉 底 部 に穿 孔 E -50 24

6 8 1 〟 〟 瓶 3 ・0 2 (8 6 、.3 4 ・2 灰 釉 灰 ・銅 線釉 つ り下 げ式 の灯 明具 E ー50 2 1
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図 版番 号 遺 構 器 種
法 量 (cm ) 釉 薬 ●調 整等

傭 A 考
登 録

番 号器 高 口径 胴径 底 径 内 面 外 面

109- 6 8 2 S K 4 2 4 磁 器 皿 0 5 ・7 6 .0 4 .6 透 明釉 透 明 ●赤 釉 仏 飯 具 瀬 戸 E -5 02 3

6 8 3 〟 陶 器 壺 A 5 ・0 4 ・2 6 ・2 3 ・8 灰 釉 灰 釉 E -5 0 13

6 8 4 ′′ 〟 瓶 6 ・2 1 (7 9 ・6 3 .8 〟 灰釉 ●呉 須 外 面 に桜花 の刻 印 E -5 0 15

6 8 5 ′′ 〟 瓶 D 2 .7 - 8 ・4 〟 灰 釉 型 押 成 形 E -5 02 6

6 8 6 〟 〟 蓋 C 2 (2 l l .4 - 無 釉 錆 釉 受 部 内 に 墨書 E 一502 8

6 8 7 〟 〟 蓋 D 2 .2 l l .4 - 鉄 坤 鉄 ●長 石 釉 E -5 00 3

6 8 8 〟 ′′ 蓋 F 2 ・0 1 3 ・8 -
長 石 ●緑 釉 .) 長 石 ●緑 釉 鉄 釉 織 部 E -5 00 5

6 8 9 〟 〟 蓋 B - 7 .2 2 ・8 無 釉 無 釉 白泥 藻 掛 け 常 滑 E -5 0 18

6 9 0 〟 〟 瓶 C 7 .3 7 .8 8 ・4 8 ・0 〟 ′′ 〟 . 把 手 基部 に刻 印 〝 E -5 0 17

6 9 1 〟 〟 蓋 C - 5 .4 - 〟 灰 ・鉄 釉 信 楽 E -5 02 0

6 9 2 〟 瓶 C 1 0 .5 5 (1 l l .9 7 (6 〟 〟 〟 E -5 0 19

6 9 3 〟 〟 皿 0 3 (0 12 .2-
15.7

4 ・8 錆 釉 錆 釉 卸 皿 E -4 92 9

1 1 0- 6 9 4 〟 皿 J 6 .5 3 1 ・6 1 4 ・6 灰 釉 灰 釉 E ー49 05

6 9 5 〟 〟 皿 4 .8 2 2 .5 1 2 ・7 鉄 ・長 石 釉 鉄 ●長 石 釉 E -4 9 09

6 9 6 〟 〟 瓶 A 2 3 .t 3 (4 13 .6 1 0 .7 灰 ●鉄 釉 鉄 ●錆 釉 E -5 0 08

6 9 7 〟 ′′ 〟 2 0.0 4 ・0 7 .9 7 ・0 無 釉 灰 釉 貧乏 徳 利 E -5 0 09

6 9 8 〟 ′′ 〟 15・4 2 ・3 8 ・4 5 )8 〟 〟 E ー50 06

6 9 9 〟 磁 器 瓶 13 ・1 2 ・7 6 ・1 5 ・8 透 明釉 透 明釉 瀬戸 E ー50 10

7 0 0 〟 〟 〟 2 0 .0 3 .4 3 .7 6 ・0 無 釉 透明.赤釉●呉須 底 部 に墨 書 肥 前 E -4 9 66

7 0 1 〟 陶 器 鉢 7.2 1 7 .6 6 (6 灰 ・鉄 釉 灰 ●鉄 釉 E ー494 9

7 0 2 〟 ′′ 蓋 C - 1 0 .4 8 ・8 灰 釉 〟 E ー49 52

7 0 3 〟 〟 鉢 9 )6 l l .4 5 .9 6 ・4 〟 〟 E ー495 3

7 0 4 〟 〟 〟 - 1 3 .0 10 .2 1 0 .0 灰 ●黄・赤 ●緑釉 派.黄●赤・緑(桜色釉 植 木 鉢 万 古 ( ? ) E -4 9 73

7 0 5 〟 ′′ 鉢 B 13 ・4 3 5 .4 1 6 ・0 無 釉 無 釉 注 口に 刻 印 堺捨 鉢 E -5 2 14

7 0 6 // 〟 〟 18 ・2 4 2 ・3 1 6 ・9 錆 釉 錆 釉 内面 に 刻 印 E -4 9 76

1 1 1- 7 0 7 〟 〟 鍋 B 6 .8 1 6 .2 15 .5 6 .7 灰 釉 灰 ●鉄 ・緑 釉 E -4 98 6

7 0 8 〟 〟 蓋 D 3 .7 1 6 .8 - 〟 灰 釉 E -4

7 0 9 〟 〟 鍋 - 1 7 ・4 17 ・5 - 〟 ′′ E -4 98 3

7 1 0 〟 〟 鉢 F 16 ・2 1 8 ・0 19 ・4 1 3 .7 うのふ 釉 うのふ・上野(派.錆釉 火 鉢 E ー500 1

7 1 1 〟 〟 〟 19 .0 1 8 ・0 2 3 .4 1 4 ・0 錆 釉 うのふ釉・上野釉 ′′ E -5 00 2

7 1 2 〟 〟 l=土ニ)盟 20 .0 2 7 .6 1 6 ・7 無 釉 無 釉 蚊 煉 常 滑 E -5 00 0

7 1 3 〟 〟 鉢 2 1・7 1 7 ・0 2 2 .7 1 8 .8 錆 ●緑 釉 錆 )緑 釉 E -4 99 8

7 1 4 〟 土 器 鍋 E - 3 3 .8 - I -
内面 に 布 目. 内 型 成形 E ー498 8

7 1 5 〟 〟 〟 3 (0 4 0 、0 - - - E -5 02 9

7 1 6 ′′ 瓦 質 鍋 12 .2 3 3 .4 2 4 ・4 - - E -4 99 6

7 1 7 〟 〟 釜 16 ・4 2 2 ・1 2 3 ・2 1 5 .8 - - E ー499 5

1 12 - 7 1 8 ⅠⅠ層 陶 器 椀 E 4 .2 1 2 .3 3 ・4 灰 ●鉄 釉 灰 釉 高 台 内 に墨 書 E ー540 4

7 1 9 〟 〟 ′′ - - 4 ・8 〟 〟 〟 E -5 40 5

7 2 0 S K 4 5 2 〟 皿 - - 8 (2 灰 釉 ●呉 須 灰 釉 .呉 須 高 台 外 縁 に墨 書 . E -5 40 6

7 2 1 S K 4 4 1 〟 鉢 L - - 6 .8 無 釉 灰 釉 高 台 内 に墨 書 E -5 40 7

7 2 2 II 層 陶 器 乗 燭
- - 1 1・8 5 ・5 鉄 釉 鉄 釉 底 部 に 穿孔 ●墨 書 E -5 40 8

7 2 3 S K 4 3 5 〟 梶 - - 4 (7 灰 釉 灰 釉 高 台 内 に墨 書 E -5 40 9

7 2 4 S K 4 2 6 〟 瓶 A - - l l .2 5 .4 錆 釉 灰 釉 ●白泥 徳 利 底 部 に墨 書 E -5 4 10

7 2 5 II 層 ′′ 鉢 5 .4 5 ・4 9 ・5 5 .3 灰 釉 灰 釉 底 部 に 墨書 E -4 73 6

7 2 6 〟 〟 鉢 D - - 1 0 .8 〟 〟 高 台 内 に墨 書 E -54 1 2

7 2 7 S K 4 3 8 〟 鉢 F - - 2 0 ・4 2 0 ・2 〟 派)上野・うのふ釉 底 部 に 墨書 E -54 1 3

7 2 8 S K 4 0 3 〟 =:まコ～宜 - I 2 0 .5 9 ・8 無 釉 灰 釉 ( ? ) 底 部 に 刻 焼 締 産地 不 明 E -54 1 4

1 13 - 7 2 9 II 層 ′′ 梶 - - 4 (6 灰 釉 ●呉 須 灰 釉 高 台 内 中央 部 に刻 印 京 ●信楽 ( ? ) E ー54 1 5

7 3 0 S K 4 1 7 ′′ 〟 - - 5 )3 灰 釉 〟 〝 肥 前 E -54 1 6

7 3 1 IⅠ層 ′′ 〟 - - 4 (8 〟 〟 高 台 内 やや 外 線 に刻 印 〝 E -54 1 7

7 3 2 S K 4 1 3 〟 〟 6 .9 l l .4 5 .4 〟 灰 ●鉄釉 . 〝 〟 E -54 2 5

7 3 3 ⅠⅠ層 〟 瓶 A - - 1 0 .0 錆 釉 灰 ・錆釉 〝 徳利 今 井 焼 E -54 1 8

7 3 4 〟 〟 梶
- - ～3 ・8 灰 釉 灰 ●赤 ●白釉 高 台 内 中央 部 に 刻 印 犬 山焼 E -54 1 9

7 3 5 S K 4 3 3 〟 ′′ 8 (5 1 0 .0 14 .5 4 ・5 - -
軟 質 . 赤 楽 茶椀 E ー54 2 0

7 3 6 II層 磁 器 〟 2 ・7 5 ・7 2 )2 透 明 釉 透 明釉 内 面 に金 箔 肥 前 E -54 2 1

7 3 7 S K 4 0 2 土 器 皿 2 ・1 3 .4 ~
5 .5 2 .2 - - 内 面 に金 泥 ●耳 皿 a -54 2 2

7 38 S K 4 1 9 磁 器 蓋 2 ・8 1 0 ・0 - 透 明 釉 透 明 釉 ●呉須 肥 前 ( ? ) E -54 2 3

7 39 ( P 2 9 8 ) 陶 器 b=土=)壁 - 2 2 .0 2 8 .0 I 無 釉 無 釉 焼 締 常 滑 E -54 2 4
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焼塩壺

図版番号 遺 構 種 類
法 量 (cm,ccy

備 考
登 録

番 号器高 口径 内径 底径 容積

115-740 Ⅰ層 身 9)8 5)6 - 4・6 110 E -8001

741 SK 419 身 E 7・4 〔3・8〕
- 3(0 - E -8002

742 III層 〟 7)2 4(5 - 3.1 40 E -8003

743 SK 424 身 C 6.4 〔4・4〕〔5・4〕〔4・4〕 - E -8004

744 SK 419 〟 7.4 5.6 6.4 5(1 115 E -8005

745 SK 501 〟 7.2 5.6 7(0 5.2 110 E -8006

746 SK 502 ′′ 7・5 5(2 6(6 4(9 90 E -8007

747 〟 〟 7・6 5.5 7(1 5(1 105 E -8008

748 SK 425 〟 6.8 5.5 - 4)1 75 E -8009

749 〟 蓋 A 1・5 6.3 4・6 E -8010

750 SK 502 蓋. Ⅹ 1(8 5(5 - E -8011

751 II層 〟 1.7 5.2 4 )5 E -8012

752 SK 502 〟 1・8 5.2 - E -8013

753 SK 419 〟 1.3 5・1 〔4・2〕 E -8014

754 SK 502 〟 1.7 5.2 4 .5 E -8015

755 SK 504 蓋 B 2.0 7)3 5・6 E -8018

756 IⅠ層 〟 1.9 7.4 6.0 E -8017

757 SK 424 〟 2(1 7・4 6・5 E -8018

758 SK 419 〟 1.6 7・0 5.6 E -8019

759 〟 〟 1・9 7.0 5・8 E ー8020

760 〟 〟 1.7 7・4 6)1 E -8021

761 SK 503 〟 1・5 7.5 6、2 E -8022

762 〟 ′′ 1・5 7・2 6(0 E -8023

763 IⅠ層 〟 1・3 6(3 5)4 E -8024

764 SK 424 〟 1.3 6(7 5)6 E -8025

765 〟 〟 1・3 6)9 5・2 E -8026

766 〟 〟 1.2 6・6 5.2 E -8027

767 SK 426 〟 1.2 6.1 5.0 E -8028

768 SK 403 〟 1・1 6.0 5(2 E -8029

769 SK 424 〟 2・0 6(8 5.6 E -8030

770 〟 〟 1.2 6)6 5.4 E -8031

771 〟 〟 1(4 7.2 6・4 E -8032

772 SK 505 身 A 10.4 6・0 7・0 -
刻印 「ミなと 藤左衛門」 E -8033

773 SK 415 ′′ 7.4 5・2 5)4 70 Eー8034

774 〟 〟 7・7 5・3 5・2 75 2 E -8035

775 SK 506 身 E 7(0 4、1 3(7 30 E -8036

776 ⅠⅠ層 〟 6・7 4・7 3(7 25 E -8037

777 SK 415 蓋 2.1 6・9 〔6・1〕 E -8038

778 〟 〟 1・7 6.4 〔5)6〕 Eー8039

779 〟 蓋 A 1.8 〔5・5〕 Eー8040

780 SK 507 〟 2.1 6.2 〔4)6〕 E -8041

781 II層 蓋 B 1・6 7.0 〔6(3〕 E ー8042

782 〟 〟 1)1 6.4 〔5.8〕 E ー8043

783 SK 479 身 A 8.7 5.2 5.8 80 E -8044

784 〟 〟 8・8 5・5 5、4 90 E -8045

785 SK 478 〟. 8(3 4(8 4(8 75 E ー8046

786 SK 479 〟 7.8 3(8 5(5 110 E ー8047

787 〟 蓋 A 1(8 6(8 5(6 E -8048

788 〟 〟 2)2 6)8 5.2 E -8049

789 〟 〟 2・1 〔7・6〕、〔5)6〕 E -8050

790 〟 〟 2.2 7(3 5(6 E -8051

116-791 SK 455 身 A ll.1 〔6.7〕 5・3 5・0 E -8052

792 SK 508 〟 9)8 6.0 5(1 - E -8053

793 SK 445 〟 9.2 6.0 4(6 〔90〕 E -8054

794 SK 509 〟 8・6 5.4 4)5 - E -8055

795 SK 442 〟 8.1 5.4 4・4 75 E -8056

796 Ⅰ層 〟 7・9 5(4 4(7 〔55〕 E -8057

797 SK 442 〟 8・1 5.1 4.4 80 E -8058
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図版 番 号 遺 構 種 類
法 量 (cm , c c >

備 考
登 録

番 号器 高 口径 内径 底 径 容積

116 - 7 98 S E 4 1 5 身 E 6 .4 4 )9 4 ・0 2 0 E - 8 0 5 9

7 99 S K 5 0 8 〟 6 ・4 4 ・5 3 (3 - E ー80 6 0

8 00 S K 4 4 2 身 B 9 .2 5 ・9 7 ・4 5 ・4 13 0 刻 印 「泉 州 麻 生」 E -8 0 6 1

8 0 1 S K 4 4 0 身 C 7 (9 5 ・7 3 ・9 12 5 E - 8 0 6 2

8 02 〟 〟 7 )9 5 ・9 3 ・8 12 5 E ー80 6 3

8 03 S K 4 5 3 〟 8 (1 6 .1 4 .3 12 5 E ー80 6 4

8 04 〟 〟 8 (6 6 (8 4 (2 - E - 8 0 6 5

8 05 S K 44 0 ′′ 7 (9 6 (0 4 ・5 13 0 E - 8 0 6 6

8 06 〟 〟 8 .0 6 ・1 4 ・1 13 5 E - 8 0 6 7

8 0 7 S K 4 5 3 〟 8 ・3 6 )3 4 (7 - E ー80 6 8

8 08 S K 4 3 6 〟 6 ・9 5 .7 3 .6 - E - 8 0 6 9

8 09 S K 4 4 0 〟 7 .9 6 (2 4 (2 7 0 E - 8 0 7 0

8 10 S K 4 4 2 〟 7 ・1 5 ・7 6 .7 4 .5 1 0 0 E ー80 7 1

8 1 1 S K 5 1G 〟 6 ・8 5 ・4 5 ・3 〔80〕 E - 8 0 7 2

8 12 S K 4 4 0 〟 7 (7 6 ・3 4 ・1 〔70〕 E - 8 0 7 3

8 13 〟 〟 7 (9 6 )2 3 ・9 7 5 E - 8 0 7 4

8 14 〟 〟 7 .7 6 .1 4 ・0 - E - 8 0 7 5

8 15 S K 4 5 3 〟 8 .0 5 (7 6 (6 4 ・3 1 3 0 E - 8 0 7 6

8 16 〟 蓋 A 1 .8 6 .3 4 .8 E - 8 0 7 7

8 1 7 S K 5 0 9 〟 1 .8 6 .8 5 ・6 E - 8 0 7 8

8 1 8 〟 〟 1 .8 9 (6 6 ・0 、E - 8 0 7 9

8 1 9 S K 4 4 0 〟 1 .8 7 ・4 6 .1 E - 8 0 8 0

8 2 0 〟 蓋 Ⅹ 1 (5 7 ・2 3 ・0 1E ー808 1

8 2 1 S K 4 5 3 蓋 B 1 .8 6 、7 5 (6 E - 8 08 2

8 2 2 〟 〟 1 ・2 7 .0 6 (0 E - 8 08 3

8 2 3 S K 4 4 0 〟 1 、1 6 (7 5 .6 E - 8 08 4

8 2 4 S K 4 5 5 〟 1 .2 6 (6 5 (0 E - 8 08 5

8 2 5 S K 5 0 8 〟 1 ・9 5 .8 4 .6 E - 8 08 6

8 2 6 S K 4 3 4 〟 1 .5 6 (8 6 (0 E - 8 08 7

8 2 7 ⅠI層 〟 1 .1 6 (9 6 (0 E - 80 8 8

8 2 8 S K 4 5 3 〟 1 )5 7 ・4 6 .0 E - 80 8 9

8 2 9 S K 4 5 5 〟 1 .1 6 .9 6 .2 E - 80 9 0

8 3 0 S K 4 5 3 ′′ 1 ・4 6 ・9 6 .0 E -8 0 9 1

8 3 1 S K 4 5 5 〟 1 ・5 7 ・2 6 ・0 E -8 0 9 2

8 3 2 S K 4 4 0 〟 1 .0 6 ・9 6 .0 E -8 0 9 3

8 3 3 ⅠⅠ層 〟 - - - E -8 0 9 4

8 3 4 S K 4 5 5 〟 1 ・2 6 ・7 5 ・8 E -8 0 9 5

8 3 5 S K 4 3 4 1/I 1 ・8 6 .5 5 ・4 E - 8 0 9 6

8 3 6 S K 4 5 3 〟 1 ・6 7 (2 5 ・0 E - 8 0 9 7

8 3 7 〟 ′′ 1 ・4 7 .2 6 .0 E - 8 0 9 8

8 38 S K 4 5 5 〟 1 (6 7 ・1 6 ・0 E - 8 0 9 9

8 39 〟 〟 1 .2 6 .4 5 ・4 E - 8 1 0 0

8 4 0 〟 〟 1 .4 6 .5 6 .0 E - 8 1 0 1

8 4 1 IⅠ層 〟 - - - E - 8 1 0 2

8 4 2 S K 45 5 〟 1 .2 6 .5 5 ・4 E - 8 1 0 3

8 4 3 S K 45 4 〟 1・6 7 .2 6 ・0 E - 8 1 0 4

8 4 4 S K 4 4 0 〟 1.7 7 .1 6 (0 E - 8 1 0 5

8 4 5 〟 〟 1・1 6 ・8 5 )6 E - 8 1 0 6

8 4 6 S K 4 3 7 〟 ▼1・8 7 ・5 6 .0 E - 8 1 0 7

8 4 7 S K 4 5 3 〟 1・8 7 ・5 6 .0 E - 8 1 0 8

土製晶

図版番号 遺 構 種 類
法 量 (cm)

備 考
、

登 録
番 号器高 口径 最大幅 底径

117-848 II層 土 製 烏 3)1 3(7 1.4 鉄芯型つくり成形 E -6001

849 SK 447 〟 〟 3・7 5.0 1.6 手軽成形 E -6002

850 SK 424 〟 〟 3)4 (7.2) - 中空 笛 E -6003

851 〟 ・〟 〟 9)1 9.8 3(7 〟 E -6004

852 SK 419 〟 鶴 8・4 9・5 3)9 〝 内部に小石 E -6005

853 SK 408 陶 製 狸(? ) 5.8 2)5 1(6 透明●緑釉 E -6006
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図 版番 号 遺 構 種 類
法 量 (cm )

備 考
登 録
番 号器 高 口径 最大幅 底径

854 S K 4 4 9 土 製 犬 8 )8 7 .0 6 ・3 部 分 的 に 白色 の顔 料 が残 る 中空 E -6 0 0 7

8 5 5 S K 4 1 9 〟 ′′ (3 ・5) (3 .4
-

手 軽 成形 E -6 0 08

8 5 6 S K 4 3 0 〟 蘇 (8 .1 ) 6 ・6 3 ・5 中 空 E - 6 0 09

8 5 7 S K 4 1 9 〟 描 6 ・8 9 ・9 5 ・2 〟 E - 6 0 10

8 5 8 S K 4 1 9 〟 馬 と人 ll .8 (8 .6 ) - E - 6 0 1 1

8 5 9 S K 4 2 9 〟 布 袋 4 ・3 4 ・6 -
型 E - 6 0 12

8 6 0 S K 4 1 7 陶 製 坊 主 4 )5 5 (7 5 ・0 中 空 鉄 釉 E -6 0 13

8 6 1 S K 4 5 1 土 製 小 僧 7 (4 5 )7 5 (3 〟 E - 6 0 14

8 6 2 S K 4 1 9 陶 製 菅 公 (11 ・4) 1 5 .1 7 .3 〝 無 釉 、 E ー60 15

8 6 3 S K 4 7 0 土. 製 瓢 箪 2 )7 7 )2 - 〝 笛 E - 6 0 16

8 6 4 S K 4 2 1 陶 製 家 4 ・5 5 .1 3 (0 〝 透 明 .緑 釉 E - 6 0 1 7

8 6 5 S K 4 9 1 〟 蓋 1 ・0 2 .3 透 明 ●緑釉 E -6 0 18

8 6 6 S K 4 2 4 土 製 釜 3 ・2 1 ・6 5 ・0 1 .6 E - 6 0 1 9

8 6 7 S K 4 3 1 陶 製 梶 ( 2 ・1 4 (2 1 (5 透 明 釉 E - 6 0 2 0

8 6 8 S E 4 0 3 〟 瓶 5 .3 1 ・0 3 .6 1 ・8 〟 E - 6 0 2 1

1 18 -8 6 9 S K 4 2 7 〟 〟 3 )5 1 .3 3 :3 2 .8 灰 釉 E - 6 0 2 2

8 7 0 S K 4 5 1 土 製 鈴 2 ・7 2 .4 E - 6 0 2 3

8 7 1 S K 4 2 4 磁 器 将 棋 の 駒 2 ・1 2 .0 表 裏 面 に呉 須 で 「桂馬 」 「金 」 E -6 0 24

8 7 2 S K 4 4 0 陶 製 板 状 瓦 製 品 1 (2 4 ・0 瓦 の 加工 品墨 書 「金」 E -6 0 2 5

8 7 3 S K 4 7 9 〟 円盤 状 瓦 製 品 1 (9 4 .3 〝 重量 42 g E ー60 26

ー87 4 S K 4 2 4 〟 陶 錘 5 (3 2 ・8 3 ・5 重 量 62 g 焼 締 外 面 に指 圧痕 残 る 常 滑 E -6 0 2 7

8 7 5 S K 4 4 5 〟 〟 6 )0 3 ・3 3 .9 〝 92 g 〝 〝 E - 6 0 28

8 7 6 S K 4 2 6 〟 〟 6 (6 ′3 (4 4 .2 〟 128 g 〟 〝 E - 6 0 29

8 7 7 S K 4 3 0 〟 〟 7 .3 4 .7 5 .8 〝 248 g 〝 〟 E - 6 0 3 0

8 7 8 S K 4 9 5 〟 〟 8 ・0 3 .5 4 )3 〝 19 0 g 〟 〝 E - 6 0 3 1

8 7 9 S K 4 2 4 〟 〟 8 .7 4 ・4 5 .1 〝 274 g 〝 〝 E ー60 3 2

瓦

図版番号 遺 構 種 類
軒 丸 瓦 (cm ) 軒 平 瓦 (cm )

備 考
登 録

番 号径 内区径 珠文数 幅 内区幅 厚 さ 内区厚

119 -880 S K 479 軒丸瓦 14・8 10 .8 12 E -7001

881 〟 ′′ 〔17 .2〕[13.5] (10) E -7002

882 S K 4 15 〟 〔17 .4〕〔12・4〕 21 E -7003

883 〟 〟 〔14・2〕 9 .2 8 . E -7004

884 〟 〟 - I 12 E -7005

885 〟 〟 - -
( 6) E -7006

886 〟 〟 - - ( 2) 金箔が一部残 る E -7007

887 S K 460 〟 15 .6 ll .6 ll E -7008

888 〟 〟 14・0 14 .6 9 E ー7009

889 〟 〟 14 .甲 11 ・2 12 E -7010

120-890 〟 〟 13・6 9 .4 ll E -7011

89 1 S K 424 〟 〔15 .6〕〔12・0〕 ( 9) E -7012

892 ′′ 〟 14 .0 10 .8 E -7013

893 S K 479 棟入瓦 9・8 E -7014

894 〟 軒平瓦 (5 .0) - E -7015

895 〟 〟 4・0 2・4 E -7016

896 〟 〟 4 .0 1 .6 E ー7017

89 7 S K 4 15 〟 3.6 2 ・4 E -7018

898 S K 460 〟 5 (0 3 .6 E -7019

899 S K 424 〟 4・0 2 )4 E ー7020

900 〟 〟 24 .2 14 .8 4 .8 3 ・0 左周縁に刻印 E -7021

901 〟 〟 22 .8 9 .9 4 .8 2 ・8 右周縁に刻印 E -7022

121-902 S K 446 軒桟瓦 - - ( 7) - -
(3 .6)

-
E ー7023

903 S K 460 〟 8 .4 6 ・4 12 - - - - E -7024

904 SK 424 〟 9 .0 6 ・0 12 - - 4 (8 2 ・8 E -7025

905 〟 〟 9・6 6・4 12 (5 .2) E ー7026

906 〟 〟 8 .8 5 .6 12 - - (2 .8) -
E -7027

907 〟 〟 8・8 6 (0 12 (4 ・0) (2 ・4) E -7028

908 〟 〟 9 .4 6 )4 10 4 (4 6 ・4 E ー7029

909 ′′ 〟 9 )0 5 ・6 12 4 .4 3 ・2 E -7030
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図 版番 号 遺 構 種 類
軒 丸 瓦 (cm ) 軒 平 瓦 (cm )

備 考
登 録

番 号径 内区径 珠文数 幅 内区幅 厚 さ 内区厚

121- 9 1 0 S K 4 6 0 軒桟 瓦 10 .0 8 .0 E - 7 0 3 1

9 1 1 S K 4 2 4 〟 9 ・0 8 .0 E - 7 0 32

9 1 2 〟 ′′ 6 .8 4 .2 3 .8 2 .4 E - 7 0 33

9 1 3 〟 〟 4 .4 3 (0 右 周 縁 に刻 印 E -7 03 4

9 14 〟 〟 4 ・6 2 .8 E - 7 03 5

9 1 5 〟 〟 4 ・4 3・0 右 周 縁 に刻 印 E -70 3 6

9 1 6 〟 〟 4 ・4 3 .6 E - 70 3 7

9 1 7 〟 〟 4 .4 2 (8 E - 70 3 8

9 1 8 〟 〟 4 )8 2 ・4 E - 70 3 9

9 1 9 〟 〟 5 ・0 2 .8 E -7 0 4 0

9 2 0 〟 〟 3 ・0 E -7 0 4 1

12 2ー92 1 S K 4 1 5 丸 瓦 最 大長 25 .2 cm 最 大 巾12 ・3cm 厚 1 .6 cm 刻印 E -7 0 4 2

9 2 2 ′′ 〟 〝 27 .6 cm 〝 14 .5cm 〟 2 .0 cm E -7 0 4 3

9 2 3 S K 4 2 9 〟 〝 33 .3 cm 〝 17 .1cm 〝 2 ・4cm E - 7 0 4 4

9 2 4 S K 4 6 0 飾 瓦 E - 7 0 4 5

9 2 5 S K 4 1 5 〟 鯱 の尾 E -7 0 4 6

石製晶

図版番号 遺 構 種 類 石 材 法 量 (cm) 備 考 登録番号

123-926 IⅠ層 硯 泥 岩 厚さ1)8 横 3・2 縦 6)7 裏面に線刻 s -ooi

927 SK 451 〟 ′′ 〝 0・6 〝 2.9 〝 7)7 S -002

928 SK 448 〟 〟 〝 0・7 〝 3.3 〟 7・4 Sー003

929 II層 〟 頁 岩 // 1・2 // 4・3 〟 8・2 S -004

930 SK 404 ′′ 〟 〝 1・0 〟 5(7 〟 10.1 Sー005

931 SK 415 〟 凝灰質泥岩 〟 2・3 〝 7.2 〝 9.0 S -006

932 SK 445 〟 頁 岩 〟 1.4 〝 6・7 〝 12.5 S -007

933 SK 441 砥 石 軽 石 〝 3・8 最大横長7.7 最大縦長 8・0 S -008

934 SK 422 〟 凝灰質砂岩 〝 2.0 〝 5.0 〟 8(2 S -009

935 SK 414 〟 凝灰岩 〝 1.2 〝 3・0 〝 9)2 S -010

936 SK 424 〟 泥 岩 〟 1(6 〟 7.0 〝 8.8 S -011

937 SK 445 ′′ 結晶片岩 〝2.3 〝 3(3 〟 14・4 S -012

938 SK 424 〟 凝灰岩 〝2(2 〝 4.9 〝 15・7 S -013

939 SK 419 〟 ホルンフェルス 〝 1・4 〟 7(0 〝 19・0 S ー014

940 SK 451 棒状製品 凝灰岩 〝 1・3 〝 1.3 〝 4(3 S -015

941 SK 418 〟 頁 岩 〟 1.0 〝 1(0 〟 S ー016

124-942 SK 446 印( ?) ? 高さ2・8 横 1.8 縦 3・1 裏面に朱が残る S -017

943 〟 割 印 大理石 厚さ1(0 最大横長1.8 最大縦長 2(0 表裏面に浮彫. 上面に線刻 S -018

944 SK 416 碁 石 頁 岩 〟0・5 径 2.2 黒色 S -019

945 S K 436 〟 〟 〟0・5 〝 2(2 〟 S -020

946 S K 407 犬 凝灰岩 高さ9・6 最 大 幅3・8 最 大 長 6・7 笏谷石 S -021

947 S K 423 板状製品 結晶片岩 厚さ1・8 横 7.8 縦 S -022

948 SK 424 石灯寵 花崗岩 火舎 S -023

949 II層 五輪塔 〟 高さ15.5 火輪 S -024

ガラス製品

b図版番号 遺 構 種 類 法 量 (cm ) 備 考 登録番号

124-950 S K 403 梶 径 11・3 深緑色 Ⅹー001

951 S K 419 罪 厚 さ 0 (6 最大横長1・0 - 線刻 表面の風化著 しい 鉛 ガラス X -002

9 52 S E 414 〟 〝 0 .7 〟 1・5 - 桜花 の浮彫 亀 甲の可能性あ り X -003

金属製品

図版番号 遺 構 種 類 材質 法 量 (cm) 備 考 登録番号

125-953 S K 442 皿 鍋 器高 1.8 口径 11・0 底径 5 (6 返りに2カ所穿孔 穿起と正三角形をなす位置にある M -001

954 S K 424 蓋 〟 〝 1・6 〝 7 ・2 M -002

955 S K 403 笄、. 〟 〝 11 ・0 M ー003

956 S K 408 毛抜 き 〟 〝 5 ・3 M -004

957 S E 414 挟み金具 〟 〝 10 ・7 M -005

958 S K 40 1 〟 〟 長 さ 17 .5 M -006

959 S K 453 匙 〟 〝 10 .0 受け延長 2 (7 受 け縦長 1)5 M -007

960 S K 4 15 〟 〟 〝 17 .3 〝 3 .6 〟 3 )6 M -008

96 1 S K 446 〟 〟 〝 23 .7 〝 8 .4 〝 3 ・9 M -009
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図 版 番 号 遺 構 種 類 材 質 法 量 (cin - g ) 備 考 登 録 番 号

962 S E 4 0 3 鉄 秩 長 さ14 .0 M - 0 1 0

9 6 3 S K 4 5 3 刃 子 〟 〝 11 ・)8 幅 2 (4 M - 0 1 1

9 6 4 S K 4 16 鎌 〟 〝 15 .7 〝 3 (8 M - 0 1 2

9 6 5 S K 4 9 6 錠 〟 〝 12 ・0 〟 4 .3 厚 さ 1.6 M ー01 3

9 6 6 S E 4 1 5 金 具 〟 横 長 5 .9 縦 長 5 (3 〝 4 ・5 M - 0 14

9 6 7 S K 4 7 9 引 き手 〟 〝 7 ・5 〝 3 .9 径 0.6 M - 0 15

9 6 8 〟 装 飾金 具 鍋 〟 1 ・5 〝 18 ・1 〝 0・4 M - 0 16

1 2 6 -9 6 9 S K 4 1 5 煙 管雁 首 〟 高 さ 2 ・7 首 部 長 火 皿 径 0.9 M - 0 1 7

9 7 0 S K 4 1 6 〟 〟 〝 2 .2 〟 4 ・2 〝 1(6 M - 0 18

9 7 1 S K 4 1 1 〟 〟 〟 2 .2 〟 7 (9 〝 1(5 M - 0 19

9 7 2 II層 〟 〟 〝 3 .1 〟 7 )4 〝 1・6 M ー02 0

9 7 3 S K 4 1 0 〟 〟 〝 2 (4 〝 5 .0 〟 1(7 M - 0 2 1

9 7 4 S K 4 4 1 〟 〟 〝 1 .4 〝 4 (7 〝 1)3 M - 0 2 2

9 7 5 S K 4 5 3 〟 〟 〟 1 ・7 〝 4 .3 〝 1.2 M - 0 2 3

9 7 6 S K 4 1 9 〟 〟 〝 1 ・9 〝 3 ・6 〟 1・5 M - 0 24

9 7 7 S K 4 5 1 〟 〟 〟 1 ・7 〝 3 ・7 〝 1.4 M - 0 25

9 7 8 S K 4 1 5 煙管 吸 口 〟 長 さ 7 .0 吸.口最 大 (長) 1 .2 M ー026

9 7 9 〟 〟 ′′ 〝 5 (2 〟 1.1 M - 0 2 7

9 8 0 S K 4 1 9 〟 〟 〝 6 ・0 〝 1.0 M - 0 28

9 8 1 S K 4 4 6 〟 〟 〝 5 .1 〝 0 .8 M - 0 29

9 8 2 ⅠⅠ層 〟 秩 〝 7 (9 〝 0 (9 M 一030

9 8 3 〟 〟 鍋 〝 6 ・4 〝 1 )0 M ー03 1

9 8 4 〟 〟 ′′ 〝 7 ・5 〝 1 )3 M - 0 32

9 8 5 S K 4 0 9 〟 秩 〝 2 ・5 〝 0 (8 M - 0 33

9 8 6 S K 4 5 1 目 貫 鍋 横 長 3 ・9 縦 長 1・5 厚 さ 0 )6 虎 と竹 の 浮彫 M -0 34

9 8 7 S K 4 0 3 切 羽 〟 〟 2 .2 〝 3 ・9 〟 0 (8 鳥 と波 の 浮彫 M -0 35

9 8 8 〟 結 〟 〝 1 .8 〟 3 (6 〝 0 .6 M ー036

9 8 9 S K 4 6 8 銭 状 鉛 径 2 ・5 幅 0 ・4 重 量 18 古 寛 永 を 型 に押 しつ け る M -0 37

9 9 0 S K 4 1 7 銭 状 秩 〟 2 ・4 〝 0 .2 〟 3 M - 03 8

9 9 1 S K 4 2 4 鉛 玉 鉛 〟 1 .5 〝 1 .4 鉄 砲 玉 ( ? ) M - 03 9

銭貨

図版番号遺 構 種 類
法量(cm,g)

備 考
登録

番号径 孔径重量

127-992 SK415 元祐通賓 2・3 0・7 2(8 裏書 M-040

993 〟 元豊通賓 2・3 0(7 2(5 行書 M-041

994 Ⅰ層 〟 2(3 0)7 2・4 糖書 M-042

995 SK453 洪武通賓 2・3 0)7 2・2 本邦模鋳銭 加治木銭 M-043

996 II層 寛永通賓 2・3 0・6 3・5 古寛永 M-044

997 SK419 〟 2・4 0.6 3・0 〟 M-045

998 ⅠⅠ層 〟 2.4 0(6 3(6 〟 M一046

999 SK455 〟 2)3 0.6 2.9 〟( M-047

1000 SK450 〟 2(3 0.6 2(6 〟 M-048

1001 SK441 〟 2・3 0(6 3.4 〟 M-049

1002 SK432 〟 2.3 0(6 3(2 新寛永 M-050

1003 SK460 〟 2・3 0.6 2・3 〟 M-051

1004 SK419 〟 2(2 0(7 2.4 〟 M-052

1005 SE413 〟 2.3 0.7 2)2 〟 Mー053

1006 ⅠⅠ層 〟 2(4 0・6 2.6 〟 M-054

1007 〟 ′′ 2.5 0.6 3.7 〟 M-055

1008 SK410 〟 2(3 0.7 2.0 〟 M-056

1009 SK453 〟 2(4 0・6 3・0 〟 M-057

1010 SK454 〟 2・4 0.6 2(6 〟 M-058

1011 SK453 〟 2・4 0・6 3・1 〟 M-059

1012 SK414 〟 2)2 0・7 2(0 〟 M-060

1013 ⅠⅠ層 〟 2)2 0.7 2(2 ′′ M-061

1014 SK424 〟 2.4 0)7 2.8 〟 M-062

1015 II層 〟 2・7 0・7 3.8 〟 M-063

1016 〟 文久通賓 2・6 0・6 2.8 M-064
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図版4下層の遺構(2)
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図版5下層の遺構(3)
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図版7下層の遺構(5)
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図版8下層の遺構(6)
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図版9下層の遺構(7)
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図版11上層の遺構(1)
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図版13上層の遺構(3)
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図版14上層の遺構(4)
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図版15上層の遺構(5)
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図版22 II期の遺物(2)
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図版24 IV期の遺物(1)
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図版26 IV期の遺物(3)





図版28 IV期の遺物(5)
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図版36遺構全体図(下層)
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図版37遺構全体図(上層)
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